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登場人物




山やま辺べ 博ひろ己き

平凡な男子校生。とある過去の経験から女性全般に苦手意識を抱えている。




松まつ枝えだ 由ゆ紀き奈な

学園に新しく赴任してきた国語教師。清楚な眼鏡美人で、真面目で厳格な性格でまったく笑顔を見せず、不真面目な生徒を厳しく指導することも。




冴さえ島じま エリザベス 花か梨りん

アメリカ人の父を持つハーフの英語教師。好色そうな雰囲気に包まれており、フレンドリーな振る舞いで男子生徒に人気がある。
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小説：庵乃音人

挿絵：綾枷ちよこ
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			第一章　内緒の個人授業、はじまる

			


			１

			


			「日本の詩は、大きく言うと口語詩と文語詩の二つに分かれます」

			　こういうのを、鈴の鳴るような声というのかな。

			　山やま辺べ博ひろ己きは頬杖をつき、ぼんやりと窓の外を眺めながらそう感じていた。

			　聞いているだけで心地よくなるとでも言うのだろうか。鼓膜を舐なめるように刺激する、ほかに二つとない涼やかな音色は、この女教師ならではのものである。

			（ふう）

			　もっとも、音色こそ耳に届くものの、肝心の内容はまったく頭に入らない。昼休みまで、まだだいぶあるというのに猛烈な空腹感にもさいなまれていた。

			　ときは、五月のなかば。

			　博己はひと月とちょっと前に、高校二年生になったばかりである。

			　だが、博己が授業についていけないのは今にはじまった話ではなかった。一年のころから坂道を転げおちるかのように、劣等生街道を「ごめんなすって」と股旅野郎さながらに一人孤独に歩いている。

			（いい天気だな）

			　博己の席は、窓際の一番後ろだった。耳に心地いい国語教師の声をＢＧＭのように聞きながら、まぶしさに目を細めて空を見る。

			　戸外は今日も快晴だ。どうしてこんな青空が広がる最高の陽気の日に、檻おりのような教室に閉じこめられていなくてはならないのだろう。

			「──くん」

			（屋上で昼寝したいな……）

			「──くん？」

			（お腹も空すいた）

			「山辺くん」

			（……えっ。げっ！）

			　我に返って背筋を伸ばす。見ればクラスの連中が、みな一様に萎縮していた。なかにはニヤニヤと、笑いをこらえているやつもいたが。

			（やばっ）

			「どうしたのですか。先生の話、聞いていなかったの？」

			　教壇に立つ女教師が、冷ややかな顔つきで博己を睨にらんだ。目が合うなり、博己もまた縮こまりそうになる。

			　松枝まつえだ由紀奈ゆきな先生、二十五歳。

			　博己の通う、この地方随一の名門私立高校「麗翔大学付属高校」にこの春から赴任してきた美人教師だ。

			　彼女が学園にやってきた四月から、男子生徒たちの話題は、ほぼこの女教師が独占していた。

			　いや、正確に言うともう一人、野郎連中の卑ひ猥わいな話題の対象になる女性教師もいるのだが、「ニューフェース」に注目が集まるのは世のならいというもの。

			　目下のところ、七対三ぐらいの割合で、由紀奈は射精ざかりの男子たちのギラギラとした噂話のターゲットになっている。

			「あ、いや。えっと……」

			　博己はモゴモゴと口ごもった。まさか「劣等生なので、授業がつまらなすぎてたまりません」などと言えるはずもない。

			「私の話を聞いていなかったのですか」

			　由紀奈はキッと博己を睨み、頬にかかった髪を払う。

			　背中で波打つストレートのロングヘアーは、しっとりとした烏からすの濡れ羽色だ。サラサラとしたやわらかそうな感触を感じさせるとともに、透き通るように白い餅肌とのコントラストで、ますますその美び貌ぼうを凛りんとしたものに感じさせる。

			「え、えっと」

			　困ったなと思いながら、博己は助けを求めるように周りを見た。

			　だが、世は無情である。博己をフォローしてやろうなどという神のような輩やからはどこにもいない。まあ、当たり前の話だ。立場が逆なら自分だってしない。

			　博己は目を泳がせて由紀奈を見た。

			　美貌の女教師は、教壇に立ってこちらを睨んでいる。

			（まあ、たしかに魅力的といえば魅力的なんだよな、この先生）

			　博己はドギマギしながら、こっそりと由紀奈の容姿を見た。

			　卵形をした色白の小顔はまさに大和やまと撫子なでしこだ。雛ひな人形を思わせる和風の顔立ちには、清楚という言葉がふさわしかった。

			　淑しとやかで奥ゆかしげな美貌を彩るのは「できるオンナ」然としたスクエアタイプの眼鏡である。

			　由紀奈にとってこの眼鏡は、なくてはならない必須アイテム。博己たち生徒は、眼鏡をはずした由紀奈の素顔を誰も目撃していない。

			　レンズの奥から睨んでくる大きな瞳は、青みがかった黒い色。愛らしさと涼やかさの双方をたたえ、いつも色っぽく潤んでいる。ぽってりと肉厚な唇が、今はギュッと噛みしめられていた。

			　ちなみに、この人が白い歯をこぼすところを見た者もまだいない。

			　笑ったら絶対かわいいはずだと誰もが口を揃そろえて断言するものの、赴任してきて一か月とちょっと。由紀奈は一度として、笑顔を見せはしなかった。

			　ただし、能面のような顔つきでそこにそうしているだけでも、並のオンナでは足もとにも及ばない、惚ほれ惚ぼれするような魅力で全男子を魅了してはいたが。

			（それに、このエロい身体！）

			　ガン見をしたら、目にも股間にも毒だとわかりつつ、ついつい博己は由紀奈の美貌から、魅惑のボディへと視線を移してしまう。

			　白い長袖のブラウスに、ネイビーのスーツスカートといういでたちだった。

			　ひと言で言えば「地味」とも言えたし「お堅い」という言い方もできる。「寸分の隙もない」という形容も可能だろう。

			　とにかくたいして面白みを感じさせない、いかにも教師っぽいビジネススーツ。

			　だがひとたび由紀奈がそれを着ると、野暮ったささえ感じさせる質素なファッションも、たちまち官能み溢あふれるコスプレ衣装の趣おもむきを放つ。

			「授業中です。なにをぼうっとしていたの」

			（あ。やばっ）

			　まともに返事もしない博己に、由紀奈はいっそう険しい顔つきになった。

			　教壇から降りる。生徒たちの机の間を、ツカツカと歩いてこちらに近づいた。その顔は、じっと博己を睨んだままだ。

			　由紀奈はとうとうかたわらまで来る。両手を組み、柳眉を吊り上げて彼を見た。

			「あ……」

			　女教師はおっぱいの下で腕を組んでいた。そのせいで、たわわな胸が窮屈そうにせり出され、いびつに盛りあがってひしゃげている。

			　男子たちの見立てでは、間違いなくＧカップ、九十センチはあるはずだと意見の一致を見ている豊満なおっぱい。それがいやらしく変形しかけた危なっかしい状態で前へと飛びだし、白く清潔そうなブラウスをミチミチと張りつめさせていた。下手へたをしたらすぐにでもボタンがはじけ飛んでしまいそうなほどだ。

			　清楚な美貌の持ち主がこんな乳房を胸もとで揺らしているだなんて、神さまはなんと罪作りなのだと真剣に悶もだえている同級生もいた。

			（て言うか……今日はいよいよ、この俺が小っ恥ずかしい生贄いけにえに）

			　博己は固まった。じつは由紀奈が来て以来、生徒たちの間でひそかに話題になっているイベントがある。

			　それは──由紀奈先生のおっぱいブルルンビンタ。

			　この女性教師の、生徒たちへの指導のしかたはとにかく厳しかった。

			　一所懸命にやっているのに結果が出ないというのであれば、また違う。だが、必死になって目の前の課題に取り組んでいないような生徒には、このご時世にもかかわらず愛あるビンタさえ辞さなかった。

			　そして、学園内では由紀奈のビンタは、見る見る話題になった。

			　体罰はいかがなものかという論調で、とやかくいう者もまったくいなかったわけではない。だが男子生徒のなかには、由紀奈に頬を張られたいばかりに、わざと彼女の不興を買おうとするような生徒まで出てきた。

			　女子生徒は、そんな男子をドン引きしながら見ていたが、それもしかたがない。

			　十七歳の男子などという生物は、頭のなかの半分はスケベで危ないことばかりの、おめでたくも愛すべき、悶々もんもんを友とする珍獣なのだ。

			（いや、俺は違うけどな……お、おまえら、そんな目で俺を見るな！）

			　ニヤニヤと笑いをこらえられないらしい男子生徒たちに「違うぞ、俺はそんなつもりじゃ」と声を限りに主張したくなった。

			　自ら進んで由紀奈の「おっぱいブルルンビンタ」を受けに行ったのだと勘ぐられるかと思うと、いたたまれない気分になる。そもそも他の男子たちのようには、由紀奈という美人教師をさほど意識などしていなかった。それなのに──。

			「立ちなさい」

			　やはり引っぱたかれるらしいと、心のなかで天を仰いだ。

			「立ちなさい」

			　もう一度、さっき以上に怒気を孕はらんだ声で言われ、やむなく博己は椅子から立つ。

			（くる……！）

			　由紀奈の全身に殺気がみなぎった。博己は思わず両目を閉じ、キュッと全身を固くする。

			「…………」

			（あ、あれ）

			　いつピシャリとくるかと緊張しながら、その場に固まった。だが、待てど暮らせど、由紀奈の白い指は博己の頬を張ろうとしない。

			　薄目を開けて女教師を見た。すると彼女は、

			「あっ……」

			　片手をふりあげたまま、なぜだか目の前でフリーズしている。博己と目が合い、我に返ったように息を呑んだ。

			「あの、先生」

			「ほ、放課後……」

			　蚊の鳴くような小さな声で由紀奈が言った。なんだかとてもいたたまれないような表情で、あちらへこちらへと視線を泳がせる。

			「放課後、面談室に来なさい」

			「はっ？」

			「わかりましたね」

			　由紀奈はそれだけ言うと顔を背け、スタスタと教壇に戻っていく。

			　そんな女教師に、博己はよけいにとまどった。

			（面談室。なんでわざわざ、そんなとこまで）

			　プリプリと左右にヒップをふりながら、由紀奈は博己から離れた。

			（ううっ……）

			　そんな由紀奈のお尻のあたりに、たまらず視線が吸着する。

			　タイトなスカートに包まれた女教師の臀肉は、乳房同様の圧倒的なボリューム感だ。窮屈そうなネイビーの生地をはちきれんばかりに盛りあがらせ、男子たちの好色さを無防備な色香で刺激する。

			（やばっ）

			　博己は慌てて視線を逸らした。キュンと股間が不穏にうずく。

			　意志とは関係なく反応してしまう童貞男子の股ぐらに、博己は自分でも「なんだかなぁ……」とげんなりした。

			


			２

			


			　観光都市として名高い、山国の城下町。

			　町の西方には、冠雪を戴いたアルプスの山々を圧倒的な迫力で仰いでいる。風ふう光こう明めい媚びなこの土地は、ちょっとした教育都市＝学都としても知られていた。

			　私立麗翔大付属高校は、そんなこの地でも随一の名門校として知られる一流進学校。

			　博己はそんな名門校に合格こそしたものの、結果的には覇気のない、糸の切れた凧たこのような生活を送ってしまっていた。

			　中学まではけっこう優秀で、入学テストの成績も上位三十人に入るほどのできだった。だが、するべき努力をしなければ、脱落するのが自然のことわり。

			　入学して半年も経ったころには、早くも勉強がちんぷんかんぷんになった。気づけばテストのたびごとに、悲惨なまでに成績が下降するようになっていく。

			　早い話が、落ちこぼれだ。なんとか進級し、二年生にこそなれたものの、学習内容はますますハイレベルなものになった。完全にお手上げだ。

			「それでも、昼になれば腹は空くってか」

			　自虐的につぶやき、いそいそと廊下を歩く。午前の授業が終わるや、購買に脱だっ兎とのごとく駆けつけて昼食のパンをゲットしてきたところである。

			　屋上にでも行ってのんびりするかと考えていた。鼻歌交じりに廊下を曲がり、一気に階段を駆けあがろうとする。

			「ハーイ、山辺」

			　そんな彼を、明るい声で呼び止める女性がいた。

			　華やかな声の色。フレンドリーな呼び捨て。すぐに誰なのかわかり、博己は声のしたほうを見る。

			「なんか、超ハッピーって感じね。フフッ」

			　その女性はおかしそうに笑い、艶なまめかしくヒップをふって博己のほうに近づいた。

			　冴さえ島じま・エリザベス・花か梨りん、二十九歳。

			　由紀奈が学園に来るまでは、全男子たちのオナペットとして不動の人気を誇っていた美貌の英語教師。

			　母親は日本人だが父親がアメリカ人という、色白むちむちなハーフ美女で、劣等生にはなにかと冷たい学園の教師たちのなかでは、唯一博己をかわいがってくれる希少な存在である。たしかハイスクール時代までを米国で過ごしたと聞いていた。

			「花梨先生」

			「山辺がニコニコしてるのは、この時間だけね。今日はなに？」

			　色っぽい笑顔とともに近づいてきた花梨は、博己が手にするパンと飲み物を興味深げに覗きこんだ。

			「あっ。えっと、今日は、コロッケパンと──」

			「焼きそばパンに牛乳。サラダはどうしたのよサラダは、山辺！」

			　説明をしようとする博己をさえぎり、細い眉を八の字にたわめて花梨はつっこむ。

			「食事の基本は栄養バランスよ。主食のごはんやパン、主菜の肉や魚、そして副菜の野菜とか海藻を、３対１対２ぐらいの割合になるように意識して摂らないと」

			　花梨は「困った子ね」とでも言うように苦笑すると、博己の頭に手を伸ばし、彼の髪の毛をクシャクシャにする。

			（いい匂い……）

			　博己はうろたえた。至近距離で向かいあう女教師の身体からは、甘くセクシーなムスクのアロマがかすかに香っている。自分たち十代とは明らかに違う魅力をふりまくハーフの女教師に、博己はぎくしゃくと笑顔を返した。

			（落ちつけ。落ちつけ）

			　フレンドリーにじゃれ合ってみせながら心のなかで狼狽ろうばいしているのは、いつものことだった。

			　女性を知らない童貞少年がニュートラルな状態で対応するには、冴島・エリザベス・花梨という女教師はあまりに色っぽすぎる。

			　しかもじつを言うと、博己はあまり女性が得意ではない。ちょっとした幼い時分のトラウマのせいで、誰とでも自然に接することができなかった。

			　もちろんそんなことは、決して人には言えなかったが。

			（今日も綺き麗れいだな、花梨先生も）

			　苦手意識と美しいものへのドキドキは、当然共存できる。博己はぎこちなくうろたえつつ、花梨の放つ特別なオーラにため息を漏らしそうになる。

			　いかにもハーフ美女然とした西洋彫刻のような美貌は、高嶺の花的魅力を横溢おういつさせていた。赤みがかった美麗な瞳は、見る者を吸いこむような強烈きょうれつな磁力を持ち、いつもキラキラとしている。しかも、どことなし好色そうな雰囲気をたたえていることも、男子生徒たちを興奮させた。

			　そんな魅惑の小顔を、セクシーなウェーブのかかったロングの髪が艶あでやかに彩っている。腰まで届くエレガントな髪は、金髪に近い栗色だ。

			（それに、花梨先生もこのおっぱい。おおお……）

			　浮き立つ童貞男子を嘲笑あざわらうかのように、たわわなおっぱいがたっぷたっぷと重たげに揺れた。

			　花梨が身につけているのは、淡い色合いのピンクのスーツスカート。フェミニンな色香を感じさせるスーツはスカート丈も短く、胸のあたりの露出度も高い。

			　そんなスーツの胸もとが、迫力たっぷりに盛りあがっていた。

			　仮にも聖職者たる者が、おっぱいの谷間までくっきりと見えるこんなスーツを着ていても、果たしていいものかと博己は思う。

			　はっきり言って、乳房のボリューム感は由紀奈以上だった。Ｈカップ、百センチぐらいはあるだろうというのが、学園男子たちの共通の見立てだ。

			　すらりと伸びやかで手も脚も長く、モデルのようなボディライン。その上むちむちと、とろけるような肉感性までアピールしてくるのだから、少年たちにはたまったものではなかった。

			　そう。ボン、キュッ、ボンのダイナマイトボディは、まさに圧巻のエロさ。男子生徒たちはひそかに彼女を「歩く猥褻物わいせつぶつ」と呼んで賞賛していた。

			「勉強のほうはどう、山辺」

			「聞かないでよ、先生」

			　花梨の問いかけに、すかさずおどけて博己は答える。

			「多分、来年も二年生のままだと思うんで、よろしくです」

			「なにを弱気になってるの。まだ進級したばかりじゃない」

			　さらに博己の髪をクシャクシャにして花梨は言った。

			「いや、あはは……」

			　博己はぎこちなく笑って目を泳がせる。なんでもいいが、このおっぱいユサユサは困る。激しく困る。なんとか由紀奈のおっぱいブルルンビンタを回避できたというのに、よく考えたらこれはこれでおっぱいブルルン愛撫ではないか。

			「じゃ、じゃあね、先生」

			　視線がつい花梨の胸もとに吸いつきそうになり、慌ててあらぬほうを見た。乳房を意識してしまったことがばれただろうか。博己は顔が熱くなる。

			「うん。日なたぼっこしながらゆっくり食べるといいわ」

			「はーい」

			　サッと手を挙げ、花梨のもとを離れようとした。本当は心臓がドキドキしている。

			　階段を上ろうとして、さりげなく後ろをふり向いた。

			　美しい女教師は、なおもたぷたぷとたわわなおっぱいを揺らし、満面の笑顔で手をふっていた。

			


			３

			


			「山辺くん。どうしてきみは、そんなに反抗的なのですか」

			　憂鬱極まりない放課後の時間は、すでにはじまりを告げていた。

			　面談室のテーブルに由紀奈と向きあっている。博己は目の前の美人教師にズバリと斬りこまれてうろたえる。

			「えっ。俺……反抗的、ですか」

			　上目づかいの睨みかたで見つめられ、博己はわたわたとした。

			「違うかしら。せっかくこんないい環境で勉強できるチャンスを手に入れたのに、ちっとも真面目に取り組もうとしていないし、それに」

			　納得できないという調子で言って、由紀奈は博己を見つめる。

			「私に対する態度だって、決して素直とは言えないと思います」

			「は、はあ、すみません。いや、でも……」

			　萎縮して謝り、謝ってから納得できずに言葉を継いだ。

			「『でも』、なんですか」

			「あっ……」

			　言葉の先を求められ、博己は固くなった。針の落ちた音さえ聞こえそうなピリッと張りつめた雰囲気に、肌を刺される感覚になる。

			「言いなさい。『でも』、なに？」

			「あっ、えっと……」

			「…………」

			「俺……先生に反抗的な態度を取っているつもりも、素直にしてないつもりも、じつはなくて」

			「……えっ？」

			　由紀奈は眉をひそめ、小首をかしげた。

			　こんなこと、口にするのはためらわれる。だが身に覚えのない誤解を受けたままなのは、やはりしのびがたかった。

			　博己は勇気を出して、正直な気持ちを訴えようとする。

			「俺……苦手なんです、女の人が」

			「……えっ」

			「ト、トラウマっていうか」

			「トラウマ」

			「だから……先生だけじゃないっすよ、態度悪いとしたら。俺、女の先生には……みんな、こんな態度しか取れないです。友だちだって、女はだめだし」

			　絞り出すような声音での告白に、由紀奈は意外そうに目を見開いた。

			「トラウマ……」

			「はあ……」

			　由紀奈はしばし沈黙する。だがやがて、再び博己を問いつめた。

			「どうして」

			「……えっ」

			「どうして、トラウマ。に、苦手なのですか、女性が」

			「あ。それは、えっと……」

			　眉をひそめて見つめられ、博己は返事に窮した。

			　今まで一度だって誰にも打ちあけたことはない、博己という人格のけっこう芯の部分にある話。口にすることは、はっきり言うと気がひける。

			「よかったら、話してみてくれませんか」

			　ためらっていると、真摯な顔つきで由紀奈が水を向けた。

			　こうして面と向かいあってみると、やはりこの女教師もとんでもなく魅力的である。

			　つい一か月とちょっと前に知り合ったばかりだというのに、なぜだかとても博己のハートの奥をくすぐるものがあった。

			（な、なんだこの感覚）

			「先生」

			　とまどいながら、由紀奈を呼ぶ。

			「話して。無理にとは言えないけど、私でよかったらしっかりと受け止めます」

			　テーブルの上で指を組み、身を乗りだして由紀奈は言った。そんな風に言われてしまうと、もう無下むげにはことわれない。

			「はあ。だから、その……」

			（話しちゃうか）

			　かゆくもない頭をかきながら、博己は決心した。

			　言葉を慎重に選び、ぼそり、ぼそりと心の内を言葉にしはじめる。

			　なんだか不思議な気分だった。

			　どうして俺はこんなデリケートな話を、この先生にしてしまっているんだと、何度も首をかしげかけた……。

			


			　それは、博己がまだ幼かった八歳のころ。

			　当時の彼は両親と、別の町で暮らしていた。今いるこことは、電車で一時間ほど離れた地方都市である。

			　住んでいた借家の隣の家に、息を呑むような美少女がいた。

			　名前は、由ゆ衣い。品しな野の由衣。当時、十六歳の高校一年生だ。

			　博己はいつも「由衣ねえちゃん」と彼女のことを呼んで慕った。

			　小学二年生の男子児童にとって、高一の少女といえばはっきり言ってもう大人だ。

			　陰毛の一本も股間になく、精通などまだまだ遠い未来のことであるつるっつるの二年生には、なにもかもが異次元な大人の世界の代表的女性──それが、当時の由衣という少女であった。

			　すらりと細身な女の子で、高校の制服がよく似合った。

			　いつも柔和な微笑を浮かべ、歳の離れた博己の子供じみたおしゃべりにも「うん。うん」と優しく相づちを打ってくれた。

			　そんなキュートな美少女に博己は胸をときめかせた。

			　ウブで純粋な小学生男児は「大きくなったらおねえちゃんのお婿さんになりたい！」とまで宣言するほど、可憐なＪＫに恋い焦がれた。

			　そしてまた由衣も自分を、かわいがってくれていると確信していた。

			　博己くんのお嫁さんになってもいいと言ってくれたわけではなかったが、これはもう、いつかは必ず恋なるものをこの人とできると、博己は幸せな思いになって、ウキウキと毎日を過ごしていた。

			　ところが──。

			　ある日突然、なんの別れの挨拶もなく、由衣は家族と引っこしてしまった。

			　博己はもう大ショックである。どうしてさよならの挨拶もなしに、いきなり消えてしまったのかがわからない。

			　それ以来、彼は「女なんて信じられない！」という決して小さくはない心の傷を抱えながら、一人孤独に成長してきたのである。

			　同級生や年齢の近い女子たちにも、心から自分を解放することはできなかった。歳の離れた大人の女性となれば、感じるアレルギーはさらに強烈なものになった。

			　そんな博己が親の仕事の関係でこの町へと越してきたのは、中学入学と同時。だが、環境が変わっても、女性不信なその性格は変わることなく今日まできていた。

			


			「とまあ……だいたい、こんな感じなんすけど」

			　いつしか気づけば訴えるように、由紀奈に語ってしまっていた。

			　俺としたことがなんたることだと博己は顔が熱くなる。つい夢中になり、言わなくてもいいようなことまで話してしまった気もしていた。

			（なんか、変な感じ）

			　どうしてこんなにも、あれこれと言葉にしてしまったのだろうと思いながら、博己は不思議な感覚も覚えていた。

			　あまりよく知らない由紀奈と話すことは、慣れている花梨などと比べたらたまらなく苦痛なはずだった。

			　それなのに、こうして二人きりの空間に身を置いていると、彼女と過ごす時間は予想していたようには痛苦ではない。

			　裏切りとも言える引っこしを隣家の美少女にされて以来、分厚い殻に閉じこもってひっそりと生きてきた。

			　無駄口なんて、ほとんどたたかない。相手が女性である限り。そんな博己にしてみれば、これは大ニュースとも言えるできごとだ。

			「……そうだったのですか」

			　話を聞き終えた由紀奈は、両手の細い指をからめてテーブルに置いたまま、じっと何ごとかを考えつづけた。

			　それはもう、長いことである。いったいなにを考えているのかと、こちらが心配になるほどだった。

			「あ、あの……」

			「…………」

			「先生……？　あっ──」

			　不可解に思って声をかけた。すると由紀奈は、いきなり椅子から立ちあがる。

			「な、なんすか。えっ」

			　ギョッとした博己は、フリーズしたまま由紀奈を見あげた。すると黒髪の女教師は、ふわりと髪を躍らせて長テーブルを回ろうとする。

			（なんだ。なんだなんだなんだ）

			　動転した少年は、目を見開いて由紀奈を凝視した。

			　ツカツカと、なにも言わずにこちらに近づいてくる巨乳教師は、今朝がた教壇を降り、博己の席へと歩いてきたときの彼女の再来に思える。

			（引っぱたかれるのか、俺）

			　今度こそ、おっぱいブルルンビンタ確定かと浮き足立った。それほどまでに、由紀奈の表情には感情爆発一歩手前のような、切迫したなにかがみなぎっている。

			「立ちなさい」

			　博己のかたわらまでやってきた。由紀奈は少年を見下ろし、硬い声で言う。

			「せ、先生」

			「立ちなさいと言っています」

			　強い調子で、もう一度命じられた。

			　博己は女教師を見あげ、絶望的な心地になる。これはもう、間違いなくビンタ確定だ。だがどうしてこんな告白が、ブルルンビンタにつながるのだろう。

			「山辺くん」

			「は、はい」

			　なにがなんだかわからないものの、結局一度は引っぱたかれる運命だったのかもしれない。博己は観念し、うなだれながら椅子から立った。

			「……こちらを向きなさい」

			「お……お手やわらかに、お願いします」

			「……えっ？」

			「あの、見てませんから、俺は」

			　そう言って、博己は由紀奈のほうに身体を向けた。やるなら早くやってくれと、両目を閉じてビンタを待つ。

			　おっぱいブルルンだけは見るものかと、せめてものプライドで宣言もすませている。

			　しかし──。

			（えっ）

			　次の瞬間、思いがけないことが起きた。なにかがいきなり、ギュッと博己に抱きついてくる。

			（な、なに）

			　慌てて目を開けた。そんな博己がまのあたりにしたのは、

			「えっ。せ、先生!?」

			　そっと博己に抱きついてくる、眼鏡の女教師の信じられない姿である。

			（えっ。えっ、えっ、えっ）

			　体熱が一気に上昇した。

			　耳の奧がキーンと鳴り、心臓が激しく鼓動しはじめた。

			


			４

			


			（な、なんだよこれ）

			　博己は動転する。抱きついてくる女教師の身体は、とても温かかった。意外なほどの体熱を感じさせると言ってもいい。

			　白い首筋からは、柑橘かんきつ系のフレッシュかつフローラルな芳香がかすかにした。

			　その生々しい匂いが「女の人とあり得ないほど身体を密着させている」というあり得ない現実を、改めて博己につきつける。

			　少年はさらに浮き足立った。しかも──。

			（お、おっぱい。おっぱいが当たってる！）

			　そのことに気づいた途端、博己の体熱はさらに上がった。フニフニと苦もなくひしゃげるやわらかな乳塊が、博己の胸を圧迫している。

			　言うまでもなく、人生初体験のおっぱいの感触だった。

			　おっぱいどころか、これほどまでに異性と身体をくっつけたこともないのだから、慌てるなというほうが無理である。

			「あ、あの。あのあのあの」

			「このままではいけません」

			　取り乱し、言葉をどもらせる少年に、凛とした調子で由紀奈が言った。

			「……はっ!?」

			「どうしてきみがこんなことになってしまったのか、事情はわかりました。でも、女性に対してそのように理不尽な被害妄想や先入観を持っていては、のちのち人生に差しさわりが出てしまいます」

			「いや。えっと……」

			「わかりました。しかたがありませんね」

			　そう言うと、ようやく由紀奈は博己から離れた。座りなさいとうながされ、少年は再びもとの椅子に座る。しかたがありませんとはどういう意味だろうといぶかった。だが博己は、由紀奈にそれをたしかめることもできない。

			　いい匂いのする女教師は、博己と並ぶもうひとつの椅子に上品な挙措で腰を下ろした。

			「山辺くん、聞いてください」

			「は……？」

			　色白の美貌が、ほんのりと薄桃色に紅潮している。なんでもないような顔をしているが、ひょっとしてこの顔色が女教師の本心を伝えてはいまいか。

			　だがそれにしては、由紀奈は終始、堂々として見える。

			「ほんとは私、こんなことまで、きみにする義理はまったくありません」

			「は、はい………………はっ？」

			「でも、親御さんから大事なご子息を預かっている教育者として、やっぱり責任があります」

			「あ、あの……先生？」

			「よって。本日から特別授業を開講します」

			「えっ。と、特別授業」

			「ええ。きみをまともな男性にリハビリするための個人授業です」

			「はあ？　あの、なにを言ってるのか、俺まったく……んむゥゥ!?」

			　困惑し、質問しようとする博己の声は、突然かき消えた。

			　しゃべりたくてもしゃべれない。ぽってりとやわらかな肉厚の朱唇が、少年の口をいきなりふさいだのだ。

			（えっ。えっえっ!?　じょ、冗談だろ。由紀奈先生……俺にキスしてる!?）

			「ちょ、先生……んんむぅ……なにしてるんですか……」

			「キスです。んっ……」

			　いや、そんなことはわかってますけど！　と悲鳴をあげたくなった。どうしてキスなんかしているのかと、パニックになって聞いているのだ。

			「お、驚かないでください。んっ……」

			　由紀奈の声は、たしかに羞恥にふるえているように聞こえた。しかしそうではありながらも、女教師がしていることはドン引きするほど大胆だ。

			「あの。先生、待って。あっ……」

			　とまどって身をよじろうとした。思わぬ電撃に、博己は身をこわばらせる。

			（なんだ、今の）

			　突然身体にはじけた思いがけない反応に、少年は驚愕きょうがくした。

			　由紀奈にチュッチュと口づけされた途端、股の付け根がキュンとうずき、甘酸っぱさいっぱいの快美感が陰茎を不穏に刺激する。

			（ちょ……ま、待って。ちんぽ、勃ぼっ起きしちゃう）

			　不意をつかれるキスの快さにびっくりしながら、同時に激しくうろたえた。

			　異性の前でペニスを勃たたせてしまうだなんて、十七歳の日常にとっては、まずあり得ない不測の事態だ。

			「あの、先生」

			「驚かないでくださいと言っています」

			　由紀奈はもう一度言うと、博己の口からそっと朱唇を剥はがした。

			　ぽってりとした唇が色っぽくめくれ、食べごろのサクランボのようなプルルン感を見せつける。今この唇が自分の口に吸いついていたのかと思うと、それだけで博己はさらに陰茎をムクムクとさせた。

			（や、やばい）

			「これは……授業です」

			　楚々そそとした和風の美貌は先ほどまでより、さらに真っ赤になっていた。

			　恥ずかしいらしいのは火を見るよりも明らかなのに、まだなお由紀奈は堂々と、この奇き天て烈れつな状況を正当化する。

			「先生」

			「授業です。勘違いをしないように。私は、山辺くんの女性に対する苦手意識を克服させるために、こんなことをしています」

			「えっ、ええっ？」

			「女性は、怖がるような存在ではありません。きみが生身の人間であるのと同じように、女性もまた生身の人間。トラウマに感じたり、必要以上に毛嫌いしたり、おびえたり、そんな風に遠ざけてしまっていい存在ではないのです」

			「いや。でも、先生」

			「それをわかってもらうためには、論より証拠だと考えます」

			「ろ、論より、証拠？」

			「誤解しないで」

			　由紀奈はピシャリと博己を制した。白魚のような左手の指を、天に向けてピンと伸ばす。

			「学校ではしていませんが、帰るときには必ず、ここに指輪をはめて帰ります」

			　そう言うと、女教師は薬指の付け根を反対の手で指さした。

			「えっ……」

			「他の生徒たちには内緒にしてください。将来を誓いあった男性がいます。これはあくまでも、聖職者としての教育行為。誤解しないでほしいのです」

			「ああ……」

			　……チュッ。

			　言うだけのことを言うと、またしても由紀奈は目を閉じ、博己に朱唇を押しつける。

			　股間にさらなる電気が走った。「落ちつけ、落ちつけ」と必死に心で叫ぶものの、男根に流れこむ怒ど濤とうの血液はもはやどうあっても止めようがない。

			（た、勃っちゃう。勃っちゃう勃っちゃう。あああ……）

			　うろたえながら身悶えた。軽いパニックになりつつも、熱っぽく接吻をされるうち、頭がぼうっとしどけなくしびれだしてくる。

			「せ、先生……」

			「恥ずかしがらないで。んっんっ……」

			　……ちゅぱ。ピチャ。

			「わああ……」

			（ち、ちんぽ、気持ちいい……）

			「お、大人になれば……んっ……誰もがみんな、していることです。逆に言うなら、こういうことを自然にできなければ……むゥン……立派な、大人にはなれません」

			「でも……せ、先生……」

			「ほんとはまだ、きみにはちょっぴり早いのです……ムンゥ……ですが、背に腹は代えられないと判断しました。んっんっ……」

			「うわっ、ああぁ……」

			　……ちゅぱ。ぢゅる。ちゅちゅ。

			　言っていることの是非はともかく、由紀奈が主張したい内容はなんとなくわかった。

			　要するにこれは博己の「トラウマ克服性愛個人授業」ということなのだろう。

			　だが、どう考えてもわからない。どうして由紀奈が、こんなレッスンを自分なんかにしてくれるのだ。

			　一か月とちょっと前に、教師と生徒として知り合ったばかり。今日にいたるまで、親しい会話を交わしたことさえただの一度もない。

			　しかも聞けば、由紀奈には恋人までいるらしいではないか。

			（いるんだ、恋人……あ、あれ？）

			　博己はギョッとなる。いいではないか、いたって。自分とはなんの関係もない。

			　ちょっぴり残念な気持ちになってしまった、今の自分はいったいなんなのだ。

			（先生だって、生身の女……生身の……）

			　そう。教職というのは、あくまで仕事。学校では厳格で真面目な女教師としてとおっていたって、恋人の前ではニコニコとかわいく笑っているのかもしれない。

			　そして……そして──。

			（セ、セックスだって……するんだろうし……）

			　そんなことまで思ってしまい、博己は勝手にゾクゾクとした。

			　股間の猛りは完全に戦闘態勢になっている。制服のズボンの布をビリビリと突きやぶらんばかりになっていた。

			　由紀奈が恋人とセックスをする姿を想像すると、なんだか無性に落ちつかない。

			　なんだこの感覚はと、思わぬ自分の心の動きに博己はうろたえた。はっきり言ってこんな感情、これまで一度だって覚えたことはない。

			「せ、先生」

			「リラックスなさい、山辺くん……んむぅ……キスは……男と女が二人きりの世界に入っていくための、たいせつな挨拶です……覚えておいて……んっ……」

			　右へ左へと小顔をふり、由紀奈は口を吸ってくる。

			　淫らな行為は尻上りに熱っぽさを増し、キスをつづける由紀奈の鼻息も、フンフンとさらなる熱さと切迫感を加えだす。

			「先生。むあぁ……」

			　聞きたいこと、言いたいことは山とあった。だが、問答無用とばかりにくり出される由紀奈の甘く狂おしいキス責めに、頭がいっそうぼうっとなっていく。

			　やわらかでぽってりとした唇で、ネチョネチョと口を吸われた。そのたびに、魂が揮発していくのではないかと思うような、力の抜ける感覚にとらわれる。

			（知らなかった。これが、キス。キスをするだけで、こんなにも気持ちよくなれるんだ……って、な、なにをうっとりしてるんだ、俺は！）

			　とろんととろけてしまいそうになり、慌てて自分を律しようとした。

			　しゃんとしなければと思い、背筋を伸ばす。しかし、そんな博己を嘲笑うかのように、由紀奈のキス行為はさらに淫いん靡びな、内緒の色を濃くしていく。

			


			５

			


			「んっんっ……せっかくですから……国語の勉強もしましょうか、山辺くん」

			　やがて、羞恥にまみれた声で秘めやかに由紀奈が言った。

			「……えっ」

			「そのほうが、私も……罪の意識が……あっ──」

			「先生」

			「な、なんでもありません。舌を……舌を出してください」

			「ええっ」

			　驚いた博己は、たまらず声を上ずらせる。

			「早く出して……私も、ほんとはすごく恥ずかしいのです……」

			「あっ……」

			　いつも色っぽく潤む涼やかな瞳が、今はさらに豊潤で艶めかしいぬめりをたたえていた。揺らめく瞳は湖水の奧で秘めやかに輝く宝石にも見える。

			「早く、舌……」

			「し、舌……ううっ……」

			　恥じらいながらも重ねて求められた。博己はおずおずと舌を差しだす。

			「そ、そう……いいですか、これが……『吸う』という行為です……んっ……」

			「んんぅ……」

			　……ンぢゅ。ちゅちゅっ。

			（わあ、なにこれ。わわっ、わあ……）

			　由紀奈の口が全方向から博己の舌をヌルンと包みこんだ。それだけでも、甘酸っぱい刺激が舌から全身に瞬時に駆け抜けていく。

			　それなのに、由紀奈はさらなる責めをしかけた。強い力で舌を吸い、完全に口中にからめとる。根こそぎ少年の口のなかから、舌のすべてを吸いとろうとするような強い吸引で博己を慄然とさせる。

			「んんっ、先生、ちょ、ちょっと……」

			「あァン、山辺くん……わかりますか……私、今、きみの舌を吸ってます。これが『吸う』です。んっ……」

			「うわあッ……」

			　熱い鼻息を博己の顔面に降りそそがせつつ、由紀奈は前へ後ろへと小顔をふった。

			　小さな口をいっぱいに使って少年の舌を吸いながら、舌先から根元近くまであまさずネチョネチョとしごき立てる。十七歳では早すぎる、大人の悦びをいやらしさいっぱいに教えさずける。

			（き、気持ちいい……とろんとしちゃう……）

			「先生……」

			「そして……今度は『啜すする』です。ムんゥっ……」

			「わわっ」

			　……じゅるじゅる。んぢゅる。ぢゅる。

			（──っ！）

			　由紀奈は顔の動きを止め、両手で博己の顔を包んだ。そんな密着体勢で、今度は品のない音を立て、少年の舌を何度も啜る。

			（うわあ。うわあ。ち、ちんぽにキュンキュンくる）

			　信じられないエロチックな責めに、博己はたまらず恍惚こうこつとなった。じゅるじゅると舌を啜られるたび、激甚な快美感がペニスをうずかせる。

			　肉棹にくざおのうずきは脊髄を駆け抜け、一気に脳へと矢のように突き抜けた。信じられない気持ちよさに、博己は完全に腑抜けになる。

			　どうしてこんなことになってしまったのか──そうしたウブなとまどいは、影をひそめた。もっと気持ちよくなりたい、もっともっとなどという、はしたない欲望が夏雲さながらに肥大してくる。

			「んっ……ンフゥ……わかりますか、山辺くん……」

			「先生……えっと……えっと……」

			　ぼうっと頭をしびれさせ、女教師を見た。勘違いではないならば、由紀奈もまた、どこかぼうっとしたような、淫熱いんねつに冒された顔つきになっている。

			「そ、そして……そして──」

			　尻ごみをする自分を叱しっ咤たしようとするかのようだった。

			　由紀奈は少年の両手を取る。今度はなんだと、麻痺まひした頭で博己は思った。

			「そして、こ、これが……『やわらかい』……です」

			「……あっ」

			　博己は思わず声をあげた。椅子から尻を浮かせかける。

			　由紀奈が博己を導いたのは彼女の胸のふくらみだ。強制的に十本の指が、たわわな盛りあがりに押しつけられた。博己の指はヌプヌプと苦もなく乳にめりこんでいく。

			「ああ!?　せ、先生。ちょ……」

			「逃げないで。ちゃんと触って。山辺くん」

			「でも。あああ……」

			　……ふにっ。もにゅにゅ。

			「ああァン……」

			「うわっ、ま、松枝先生……」

			　由紀奈の喉から艶めかしい喘ぎが漏れた。見知った女性が思わず漏らすエロチックな声を耳にして、よけいに博己は狼狽し、ペニスをビクビクとうずかせる。

			　しかも──。

			「ゆ……由紀奈。由紀奈先生でいいです」

			「……えっ」

			　思わぬことを口にされ、博己は目を見開いた。

			「名字で呼ばれると、私も、なんだかよけいに罪悪感が」

			「あっ……」

			「だから、名前で。と、特別に……名前で呼ぶことを許します」

			「は、はい」

			　そんなものなのかなと、すっきりとしないものはありながらも博己は返事をした。

			　ちょっとした優越感も感じている。

			　陰では誰もが「由紀奈先生」と言ってはいた。だが面と向かってそう呼べる者は、博己が知る限り一人もいない。たった今、それを許された自分以外は。

			　いや、それもたしかにニュースだが、それよりなにより──。

			「せ、先生」

			　このおっぱいをどうしたらいいんだと、博己はうろたえた。すると由紀奈は、

			「揉もんでみて」

			「えっ、ええっ？」

			　博己の指に自分の指を重ね、とんでもないことを命令する。

			「揉んでみなさい。お、女の胸がどれだけやわらかいか、感じるのです」

			「松……あ、いや。ゆ、由紀奈先生」

			　揉んでみろと言われても、ではごめんなすってと気楽に揉めるものではない。博己はさらに動転し、声を引きつらせて由紀奈を呼ぶ。

			「揉みなさい。感じるのです。感じるの。リアルに女性というものを感じることで、トラウマを……恐怖を克服するのです。さあ」

			「ううっ……」

			「山辺くん。揉みなさい」

			「くうぅ……」

			「山辺くん」

			（くっ……ええい！）

			　……もにゅもにゅ。

			「ハアァン」

			（うおおおっ。こ、これは……）

			　いいのか、本当にこんなことをしてと思う気持ちはあるものの、重ねてあおられ、これ以上自分を律しきれなかった。

			　博己は十本の指を曲げ、ブラウス越しに由紀奈の乳房をおのが力で変形させる。

			（や……やわらかい！）

			　思いがけないおっぱいの感触に、身体がカーッとさらに熱さを増した。

			　なんだこれは、なんだこれは。生まれて初めて鷲づかみにし、思いのままに揉みしだく女性の胸乳は、とろけるような柔和さとともに、

			（あ、温かい……それに……やっぱ、で、でっかい！）

			　さまざまな感激と興奮を、あっという間に博己に与える。

			「あっ……やン、はうっ、アッ、はあぁン……」

			「ゆ、由紀奈先生」

			　かてて加えて博己を落ちつかなくさせるのは、艶めかしさ溢れる由紀奈の反応だ。

			　くなくなと、困ったようにその女体を椅子の上でくねらせた。

			　柳眉を八の字にたわめ、半開きにした朱唇から、聞くだけでペニスがうずく官能的な喘あえぎ声を惜しげもなくこぼす。肉厚のプルルンリップから漏れだすエロチックな吐息は、うっとりするほど甘かった。

			（あ、あの真面目な由紀奈先生が、こんなエロい声を。ううっ……）

			　思いがけず鮮烈な生々しいエロスに、博己は浮き立った。

			　女性の喘ぎ声なるものは、ネットなどでこっそりと目にするＡＶ動画などで、それなりの数聞いていた。だが、艶めかしく喘いでいるのが自分の身近にいる女性だとなると、官能的な破壊力は桁違いの強烈さだ。

			　博己はたまらなくなってきた。思わず鼻息が荒くなる。ついつい乳を揉む手にも、荒々しいものが混じりだしてくる。

			「はうっ……あ、あの、山辺くん……」

			「えっ」

			「ちょ……ちょっと……ちょっとだけ、乱暴です……」

			「あっ。す、すみません」

			　困惑したように指摘され、博己は慌てて手を放した。解放されたおっぱいが、ブラジャーとブラウスを道連れにしてブルンと重たげに揺れる。

			「放さなくてもいいの」

			　すると由紀奈は少年の手を取り、再びそっとおっぱいに導いた。

			　……ふにゅう。

			「あっ。えっと、せ、先生……？」

			「女性はとっても繊細です。特に最初は、できるだけ優しく……そ、その……愛撫をしてください」

			　とまどう博己に、由紀奈は恥ずかしそうにしながらもそうアドバイスをした。

			「愛撫、ですか……」

			「ええ、そう。愛情をこめて、触れたり、さすったり。それが、愛撫です」

			「愛情を、こめて……」

			「やってみて。まず最初は優しく、ソフトなタッチでおっぱいの周りを触るのです」

			「え、えっと。こう、ですか」

			　博己は緊張しながらも、言われるがまま手をずらし、乳房の周縁を優しく触る。

			「あっ……ハウゥ、そ、そうです。んっ……んっんっ……」

			　乳房の周りをなで回すように触ると、そんな教え子のソフトな手つきに、由紀奈はくすぐったそうに身をよじり、プリプリと艶めかしくヒップをふる。

			「こ、こんな、感じでいいんですか」

			「えっ。え、ええ……そう。そうしたら……はうッ、アハァ……そ、外側から……円を描くようにおっぱいを揉んでみて」

			「外側から……こ、こんな、感じかな……」

			　……もにゅ。もにゅもにゅ。

			「ハウウッ……」

			「──っ。痛かったですか」

			「い、痛くない。痛くないから、そのままつづけて」

			「は、はい……」

			　由紀奈の美貌は、先ほどまでよりさらに凄艶な薄桃色に火照っていた。

			　そんな女教師のエロチックな変化にもゾクゾクと昂たかぶりつつ、博己はなおも教えられたとおり、円を描く動きでもにゅもにゅ、もにゅもにゅと乳を愛撫する。

			「あっ……ハアァ……そ、そう……そうです……ンハッ、ハアァン……」

			（うう、先生。け、けっこう、エロい声が……）

			　ぽってりと肉厚の朱唇は、堪えかねたように半開きになっていた。

			　唇からこぼれだす淫声は、尻上りに官能的な色っぽさを増してきている。まず最初は優しく、ソフトなタッチで──由紀奈の教えは、やはり間違っていないようだ。

			「あっ、ハァァン、そ、そしたら……」

			　由紀奈は妖しく身をくねらせ、こみ上げる快感にうろたえつつも、懸命に平常心を保って博己に言う。

			「今度は……ンッハアァ……わ、腋わきの下とおっぱいの境目……」

			「腋の下と……お、おっぱいの、境目……」

			「スペンス乳腺尾部といいます。そこを軽く指で押しながら愛撫してみてください」

			「軽く……指で押しながら……こう、ですか……？」

			「ハアアァン」

			「わわっ、せ、先生……ごめんなさい」

			「い、いいのです、謝らなくても。その感じ。その感じです。さあ、も、もっと」

			「はい。こ、こう……？」

			「アッアアァ。ンハアアァ」

			「ううっ、すごい。よっと……」

			「アッハアァ。アアアァン」

			　由紀奈の反応は明らかにエスカレートした。生真面目で厳格な女教師のものとも思えない淫らな声が、惜しげもない激しさで溢れだすようになってきている。

			（なんか……興奮する！）

			「ど、どうですか、山辺くん……あっ、フワアァ……」

			「……えっ」

			「こんな風に……あっあっ……女の人の、おっぱいを、も、揉んでいると……ハァァン……変な……ハゥゥ……気分に、んっんっ、なってきませんか……」

			「──っ!?　それは……」

			「い、いいんですよ。もっと揉んでも」

			「先生」

			「揉みたくないですか。もうやめたいですか」

			　──やめたくないです！

			　博己は全力で叫びそうになった。しかしそんな自分をグッとこらえる。

			（くうぅ……!?）

			　こらえた分だけ、両手に籠もるせつない力には、さらに卑猥なものが滲にじんだ。

			　博己ははぁはぁと息を荒らげ、さらにねちっこく熱い手つきで、たわわなおっぱいを何度もせり上げ、揉んで、こねる。

			　……もにゅもにゅ。

			「あッ……はう、はうぅッ」

			「い……痛いですか!?」

			　由紀奈は首をすくめ、美貌をゆがませて色っぽく呻うめいた。そんな彼女の反応に、また手荒くやりすぎたかと、かなり焦って博己は聞く。

			　だが由紀奈は、すぐに小顔をふった。大丈夫だからと訴えているのは明らかだ。

			　しかしそのくせ、決して博己と目を合わせようとはしない。肉厚の朱唇を噛み、今にも泣きそうに思える表情になって、あらぬほうを向いている。

			（な、なんか……かわいい……）

			　年上の、しかも教師である人に、いったい俺はなんてことを思っているのだと、博己はうろたえた。しかし、かわいいと思ってしまう気持ちは理屈ではどうしようもない。そして相手をかわいいと思う感情は、ますます少年の二本の手を、ねちっこい責め具に変えていく。
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			　最初は優しくソフトなタッチでと由紀奈は教えてくれた。

			　つまり「最初は」がポイント。淫靡な興奮が高まってきたら、多少激しめの愛撫でも、女性は感じてくれるということか。

			　……もにゅもにゅ。もにゅもにゅ。

			「あァン……やっ、はうッ……ひはっ、んはぁぁ……」

			（や、やっぱりそういうことだよな。先生……ああ、声、エロい！）

			　……もにゅもにゅもにゅ。もにゅもにゅもにゅ。

			「あっあっ……あっアッ、ハァァン……やッ、やン、あっ、ちょ……だめェ……」

			「えっ、だ、だめ、ですか」

			　首をすくめて身をよじられ、博己は乳を揉むのをやめた。

			　その途端、壮絶な欲求不満に襲われる。大粒の鳥肌が全身に立った。口のなかいっぱいに、甘酸っぱさいっぱいの唾液が湧いてくる。

			「はうう、山辺、くん……」

			「は、はい」

			「今日は……や……『やわらかい』については、これぐらいで……」

			「……えっ。そ、そんな。先生、そんなこと言わないで──」

			「きゃっ」

			　……もにゅもにゅもにゅ。グニグニグニ。

			「ああァン、あっあっ……い、いやン、そんな。待って……待って待って。ハアァ」

			「おお、ゆ、由紀奈先生……」

			　これぐらいでと求められたにもかかわらず、さらに博己は指を動かし、とろける手触りの乳を揉んだ。

			　ブラウスとブラジャー越しではあるものの、たわわな乳塊は得も言われぬ揉み心地。揉めば揉むほど少しずつ、淫靡な張りを増してきたように思える。

			（ああ、たまらない。たまらない！）

			　思わず鼻息がフンフンと荒くなった。自分の指の求めに従い、いやらしくひしゃげる乳の眺めもエロチックなら、恥ずかしそうに顔を真っ赤にしていやいやとかぶりをふる女教師のせつなげな様にも痴情をあおられる。

			（ううっ、先生……由紀奈先生！）

			「あっあっ、だ、だめ……だめです。もうやめて……」

			「はぁはぁ……先生──」

			「お願い。や……やめてください！」

			「あっ……」

			　由紀奈は声を上ずらせ、慌てた様子で身をよじった。博己の指からするっとおっぱいが逃げてしまう。追いかけて、もう一度鷲わしづかみにしたい気もしたが、さすがにできない。博己は「ぅぅ……」と小さく呻き、乱れた息を整える。

			「はぁはぁ……はぁはぁはぁ……」

			「せ、先生……」

			「ううっ……!?　え、えっと……えっと……」

			　声をかけられ、ハッとしたようだった。身体ごと、博己から顔を背けていた由紀奈は劣勢を挽回ばんかいしようとでもするかのごとく、背筋を伸ばして眉をひそめる。

			「つ……次は……か……『硬い』……そう、『硬い』です……！」

			「はっ？　うわわっ」

			　博己は思わず椅子の上で飛び上がった。いきなり由紀奈の白魚の指が、少年のペニスをズボンの上からギュッと握りしめたのである。

			「せ、先生!?」

			（じょ、冗談だろ。先生が……俺のちんぽを──！）

			「はううっ……わかり、ますか、山辺くん。もう、こんなに硬くなってます」

			　由紀奈は必死にごまかしているようにも見えた。なにをって、おっぱいを揉まれて艶めかしく感じだしてしまった自分をである。

			　しかし、そのことを彼女にたしかめることはできない。女教師はズボンの上から軽快に、シュッシュと亀頭を擦さっ過かしはじめる。

			「うわっ。うわああ」

			「ううっ、山辺くん……はぁはぁはぁ……」

			「先生、そ、そんなことされたら……あああ……」

			　博己はうっとりして天を仰いだ。あまりに刺激的な展開に、錯乱したような心境になって由紀奈を凝視する。

			　由紀奈の顔は、もう真っ赤だった。自分のしていることがとんでもなく恥ずかしくてならず、穴があったら入りたいとでも言うようないたたまれなさを溢れさせている。

			　しかしそれでも、由紀奈は行為をつづけようとする。到底聖職者とは思えない行為を、と言ってもいい。

			「アハァ、ほ、ほんとに、硬い……うっうっ……」

			　……ニギニギ。ニギニギ、ニギ。

			「由紀奈先生。わわっ。ああ……」

			（や、やばっ。気持ちいい！）

			　博己は椅子の背もたれに、おのが体重をぶつけて預けた。股間から湧きあがる信じられない快感に、いやでも身体から力が抜け、腑抜けのようになっていく。

			　由紀奈は制服のズボン越しに、握った怒張をいやらしいリズムでしごき上げた。

			　顔を真っ赤にして肉棒をしごくその姿は、日ごろの彼女の楚々として生真面目な姿とはあまりにもギャップがある。

			　由紀奈先生みたいな人でも、男にはこんなことをするのだという現実をまのあたりにさせられ、それだけでも度しがたい興奮が際限なく膨張した。

			　その上、激しい昂りをあおるのは、視覚的な刺激ばかりではもちろんない。

			　ズボンの上から白魚の指で擦過される極太は、信じられないほど強い快感を放って、絶え間なくジンジンとうずきつづけてしまっている。

			「あ、ああ……先生。うわっ、ああ……」

			「き、気持ちいいのではないですか……はぁはぁ……わ、私……それほどうまくは、ないと思うのですけれど……ううっ、それでも……興奮しませんか、山辺くん」

			「先生……ど、どうしよう……」

			「違いますか。はぁはぁ……」

			　潤んだ瞳で博己を見あげ、由紀奈は問いかけた。「気持ちいいです！」と叫びたい気持ちはあるものの、やはり博己は気恥ずかしく「ううっ」と呻いて困苦をアピールする。自分の首筋は、きっと引きつっていることだろう。

			「わ……わかりました……では……もっと興奮させてあげますね……」

			　博己のあいまいな反応をたしかめた由紀奈は、さらに意を決したような口調になった。そして──。

			「えっ。うわっ、せ、先生。なにを」

			「暴れないで」

			「えっ。えっえっ!?　わああ……」

			　博己は目を見開き、身体をフリーズさせた。こんな行為をはじめてしまったら、それはこういう展開にもなるよなと、たしかに思わないでもない。

			　しかし実際に、可憐な女教師が博己のズボンを下着ごと脱がせようとしているのを知ると、やはり驚きを禁じ得なかった。

			「ハアァン、や、山辺くん。脱がせますよ……」

			　由紀奈は自分の椅子を遠ざけ、博己の眼前に膝立ちになった。

			　彼のベルトをはずし、股間のファスナーを強引に下ろすや、両手の指をズボンの端にかけ、一気にずり下ろそうとする。

			「あっ、ちょ……そんな。由紀奈先生。ま、待って。ちょっと待って──」

			「ああぁん……」

			　……ズルズルズルッ。

			「ああ、そんな。わわわっ」

			　──ブルルルルンッ！

			「ま、まあ……ええっ……？」

			　とうとう博己は下着のボクサーパンツごと、膝の近くまで一気にズボンを下降させられた。その途端、なかから露わになったのは、身も蓋もなく勃起した博己の思春期ペニスである。

			


			６

			


			「ううっ、先生、俺……」

			（信じられない。俺ってば……勃起したちんぽ……由紀奈先生に見られちゃってる！）

			　あまりに非現実的な状況に、やはりこれは夢ではないかと博己は頬をつねりたくなった。そして同時に、猛烈ないたたまれなさにも身悶えしたくなる。

			「こ、これって……ええっ……？」

			　自分で強引にそうさせたくせに、飛びだしてきた男根に由紀奈は目を白黒させた。

			「くうぅ、そんな……そんな目で見ないでよ、先生……」

			　両目を見開いて驚かれ、博己は顔が熱さを増した。

			　なにしろ十七歳の童貞が、恥ずかしげもなくおっ勃った、おのが怒張を見られてしまっているのである。しかも相手は妙齢の女性。学園で一、二を争う美人教師である。

			（は、恥ずかしい）

			「きゃっ」

			　羞恥に悶えてアヌスをすぼめると、反り返った肉棹が鹿威ししおどしさながらにビクンとしなった。美貌を紅潮させた女教師は小さな悲鳴をあげ、博己のペニスを憑つかれたように見つめている。

			　たしかに彼女が気圧けおされるのも無理はなかった。

			　中学時代は秀才だなんだと褒めそやされた博己だったが、今となってはただの惨めな落ちこぼれ。自分は平凡な人間だなどと思うことすら許されない、平凡以下の境遇に甘んじざるを得ずにいる。

			　そんな彼が唯一「人並み以上」だと誇れるものがあるとしたら、股間にぶら下がるこの一物だけかもしれなかった。

			　そう。ありていに言うなら博己のペニスは、いわゆる「巨根」なのである。

			　大人しくしているときはさほどでもないのだが、エレクトするとその長さは、軽く十五、六センチにはなった。

			　その上ただ長いだけでなく、胴回りも太くたくましい。たとえて言うなら掘りだしたばかりの、野性み溢れるサツマイモかなにかを彷彿ほうふつとさせた。

			　深いピンク色をした棹の部分には、赤だの青だのの血管がゴツゴツとグロテスクなまでに浮きだしている。先端の亀頭はぷっくりと肥大し、松茸まつたけの傘さながらに全方向にエラを張りださせていた。

			（ああ、先走りが……）

			　しかも、ひくつく尿口からは、透明ボンドのようなカウパーがドロリと溢れだしている。やる気満々の淫らな戦闘態勢を示してしまう恥ずかしいペニスに、博己は肩身の狭さがつのった。

			「あっ……」

			　すると、ようやく由紀奈が我に返ったように目をぱちくりとさせる。取りつくろうようにモジモジとし、小さな咳払いをした。

			「そ、そう。こ……こうなるのがふつうなのです。なな、なにも……恥ずかしがることなんて、ないのです……」

			　面白いほどどもりつつ、博己にやっと反応した。落ちつかない様子で目を泳がせ、必死になんでもないふりをする。

			「由紀奈先生……」

			　恥ずかしそうな女教師の反応に、ますます居心地の悪さを覚えた。

			　しかし同時に、勃起したペニスを見られてしまっていることに、ゾクゾクするような興奮を覚えてしまっている自分もいる。

			「山辺くん」

			「は、はい……」

			「こうされたいとは、思いませんか」

			「えっ？　あっ──」

			　博己の返事も待たずにであった。清楚な美貌をこわばらせつつ、由紀奈は猛る陰茎を直接白い指にニギッとつかむ。

			（うおおおおっ！）

			　その瞬間、耽たん美びで強烈な電流が股間から脳天へと突き抜けた。由紀奈の握りかたはかなり艶めかしく、意外なほど強い快感が怒張をうずかせる。

			（や、やばい。やばいやばいやばい！）

			　博己は慌ててアヌスをすぼめ、吐精の激情に必死に抗あらがう。

			　下手をしたらすぐにも爆発してしまいそうだった。由紀奈は五本の指を別々に動かして耽美な刺激を肉棒に与え、十七歳男子の劣情をかき立てる。

			「ゆ、由紀奈先生!?」

			「こうです。こう……ねえ、どうですか」

			「うわっ。うわわあっ」

			　……しこしこ。しこしこしこ。

			　いよいよ由紀奈は男根を、上へ下へとリズミカルな手つきでしごきはじめた。

			（ちょっ……ちょっ、ちょっ。ええっ？）

			　博己は椅子から尻を浮かせたり、不様にへたりこんだりをくり返しつつ、肉根から弾ける甘美な快感に、なかばパニックのようになる。

			「はぁはぁ……はぁはぁはぁ……あァン、山辺くん……あァ、お、おちんちん……ピクピクいっています……」

			「せ、先生……うわっ。あああッ……」

			（き……気持ちいいっ！　マジ？　マジマジマジ!?　あああ……）

			　つまり今俺は、由紀奈先生に直接手コキをされているってことだよな。

			　しびれた頭で思いつつ、女教師の淫らな指奉仕に、博己はペニスを、そして全身をしどけなくしびれさせていく。

			「うっうっ……はぁはぁはぁ……山辺くん……んっんっ、ハッアァァ……」

			　由紀奈はちょっと寄り目がちになりながら、天衝つく尖塔せんとうさながらの若牡の勃起をしこしことしごいた。

			　たしかに彼女が自分で言ったとおり、あまり巧みというわけではないのかもしれない。だが、そんなことはたいした問題ではなかった。

			　由紀奈が怒張をしごいてくれているのである。

			　自分以外の誰かにペニスを愛撫してもらっているというだけでも信じられないのに、しごいているのは美しい、おっぱいブルルンビンタ教師なのである。

			「うわっ、せ、先生……」

			「はぁはぁ……気持ちいいですか？　どう、山辺くん……」

			　しこしことペニスをしごく由紀奈の奉仕は、次第にねちっこい淫靡さを増した。

			　しごきかたそのものはやはりぎこちなく、決して手練てだれというわけではなさそうだ。しかし、たしかに溢れだしているこの圧倒的な熱量はなんだ。しごかれればしごかれるほどリアルに感じる、由紀奈の愛情めいたものはなんだ。

			「おおお、先生……や、やばい。やばいです……」

			「気持ちいいですか？　痛くないですか？　んっんっ……」

			　すべらかな白い指がシュッシュと肉棹を激しくしごいた。しかもそれだけではなく、少し広げた指の輪でカリ首も擦過してくれる。

			（うわあっ）

			　そのたび火花の散るような、めくるめく電撃がひらめいた。目の裏で白い光がくり返しまたたき、じわじわと、爆発衝動が高まってくる。

			「くぅぅ……」

			「い、痛くない？　山辺くん、平気？」

			　天を仰いで小さく呻くと、案じたように由紀奈に聞かれた。ドロリと脳髄が濁ってきている。だが博己は思いきりかぶりをふり、心からの思いを言葉にした。

			「き、気持ちいいです。ああ、気持ちいい！」

			「ハアァン、ヒ、ヒロ──山辺くん！」

			「うわああっ」

			　……しこしこしこ。しこしこしこしこ。

			「ああ、先生。うわっ。うわっ、き、きき、気持ちいい。もう出ちゃう！」

			　歓喜を露わにした博己の反応に、由紀奈の手コキも一気にエスカレートした。

			　たおやかな細い眉を八の字にたわめる。困ったように清楚な美貌をこわばらせながらも、内なる母性を全開にし、必死に博己の肉棒をしごく。

			　母性──そう。それは明らかに母性に思えた。

			　二人の関係は、ただの生徒と教師という間柄でしかない。それなのに、由紀奈は豊ほう饒じょうな母性を丸だしにし、いとおしそうに少年の勃起をいやらしい手つきでしごき抜く。

			「わわわっ。せ、先生、出ちゃう。そんなにしごいたら、出ちゃいます！」

			「い、いいんです……いいんです！」

			　どんなに肛門を締めつけても、もはや限界のようである。陰嚢いんのうのなかで煮こまれた精液が、出口を求めて肉の門扉を突きやぶった。俺が俺がと競い合うかのようにして、すべての精子が尿口を求め、怒濤の勢いでせり上がる。

			（あああ、もう出る！）

			「はぁはぁはぁ。だ、出しなさい。出していいんです。私が……先生が全部受け止めてあげる！」

			「せ、先生……あっあっあっ」

			　博己の白旗宣言を聞き、由紀奈はますます発奮した。真っ赤に火照らせた小顔を引きつらせ、肉厚の朱唇を噛みしめてしこしこ、しこしこと手コキ奉仕を加速する。

			「うわっ。ああ、だめ。出ちゃう。出る出る出る！」

			「出しなさい。アァン、ヒロ──山辺くん！　山辺くんッ!!」

			「あああ、気持ちいい。うわああああっ！」

			　──どぴゅどぴゅどぴゅ！　びゅるる、どぴどぴっ！

			（おおお……）

			　オルガスムスの電撃に脳天から貫かれた。博己は意識を白濁させ、亀頭の先から精子を飛びちらせる卑猥な快感に恍惚とする。

			「きゃあああッ」

			「あっ……す、すみません！」

			　由紀奈が色っぽい悲鳴をあげたのは、博己がうっとりと射精の悦びに酔いしれはじめた直後だった。ハッと意識を取りもどした少年は、声を上ずらせて謝罪する。

			　見れば放った白濁が、ビチャビチャと湿った音を立てながら女教師の火照った美貌を我が物顔でたたいている。

			「せ……先生、ごめん……」

			「はうう……いいの……謝ることないの……アッハァァ……」

			　由紀奈は目を閉じ、なおも陰茎を握りしめたまま、精液の的になる被虐の務めに身を委ねた。

			「由紀奈先生……」

			「はぁはぁ……アァン、い、言ったでしょ？　私が……んっんっ、ハァン……全部、受け止めますって……あンゥ……」

			「いや。でも……ああ……」

			　いったん噴きだしはじめてしまったザーメンは、もはや制御不可能だ。

			　ギュッと握られた白い指のなかで何度も雄々しく痙攣けいれんし、そのたび大量の白濁を、しぶく勢いで飛びちらせる。

			　それは、水鉄砲さながらの勢いだった。

			　由紀奈がかけている眼鏡のレンズを派手にたたき、とろけた糊さながらの生殖汁をドロリと粘りつかせる。鼻へ、頬へ、唇へと、容赦ない荒々しさで四散しては、ねっとりと粘度の濃い糸を引いてしたたる。

			「ああ、すごい……こんなに……出して……はうぅぅ……」

			「せ、先生……」

			　由紀奈は驚いたように呻きながらも、逃げようとしなかった。小顔を突きだして射精の標的になり、結局最後の最後まで、ドロドロの白濁をすべて浴びる。

			「はぁはぁ……も、もう……全部、出ましたか……」

			「ううっ、先生……すみません……」

			「だから……謝ることはありません」

			　由紀奈は言うと、ようやく勃起から指を放した。

			　彼女の眼鏡はどちらのレンズも、精子に汚れてよく見えないようになっている。

			　ジャケットからハンカチを取り出した。由紀奈はそれで二つのレンズを、つづいて穢けがれた顔を拭う。

			「気持ちよかったですか。山辺くん」

			　由紀奈の美貌は、なおもエロチックな薄桃色のままだった。火照った顔で博己を見あげ、乱れた息を整えながら聞く。

			「は、はい……！」

			　思わず博己は何度もうなずいた。股間のペニスがなおも猛々しく勃ったまま、ブルン、ブルンと派手にふるえる。

			「そう。それはよかった……ほんとによかった……ウフフ……」

			（うわあ……）

			　博己はうっとりと全身をしびれさせた。

			　清楚な美人教師は、白い歯をこぼしてうれしそうに笑う。

			　初めて見る笑顔だった。

			　とんでもない破壊力だった。

			　キュンとハートがせつなくうずく。全身に歓喜の鳥肌が立った。

			（由紀奈先生）

			　なんだこの気持ちはととまどいながら、博己は微笑む女教師を見た。

			　なにかが確実に、彼のなかで、今、変わった。

		

	

			第二章　ハーフ教師の淫らな誘惑

			


			１

			


			（やべっ。目が合っちゃった）

			　博己は慌てて机に視線を落とす。

			　抜き打ちで行われている国語の小テスト。教室のなかは緊張感溢れる沈黙に満ち、解答を書きこむシャーペンの音や消しゴムを使う音ばかりが目立つ。

			　博己もまた、窓際最後部の自分の席で、黙々と試験に取り組んでいた。しかし、いくら集中したくても、思うようには精神を統一できない。

			　それもこれも昨日の放課後に経験した、とんでもないできごとが原因だ。

			（さすが大人……先生はなんでもない感じだな）

			　先ほど目が合い、慌てて視線を逸らしたばかりだった。それなのに、博己はもう一度、チラッと由紀奈を見つめてしまう。

			　いつもと同じ、ネイビーのスーツスカート姿。

			　いつもと同じ、生真面目そうで厳格な物腰。

			　昨日のあの由紀奈は、やはり幻ではなかったのかと思うほど、生徒たちの間をゆっくりと歩いて回る女性教師は、博己のよく知るいつもの彼女だ。

			　だがあの信じられない一件は、彼の妄想でもなければ夢でもない。

			　面談室の狭い部屋で、たしかに由紀奈は博己のペニスに熱っぽく、愛情たっぷりに手コキをした上、射精までさせてくれたのだ。

			　しかも──。

			（俺のこと、下の名前で呼びそうになった）

			　博己の記憶に間違いがないならば、由紀奈は何度か少年を、名字ではなく名前で呼ぼうとした。そしてそのたび慌てた様子で、名字を呼び直したはずだった。

			（不思議だな）

			　博己はまたも首をかしげたくなる。

			　昨日から、何度そんな風にしたのか数えきれないほどだった。

			　由紀奈がどうして自分なんかに「トラウマ克服性愛個人授業」をしようと思ってくれたのかわからない。昨日の彼女の説明は理解できないでもなかったが、だからと言って心から納得できるものではなかった。

			　だがそうであるにもかかわらず、博己は天にも昇る気分である。

			　こんなことになるまでは、女性という苦手な生き物の一人でしかなかった由紀奈が、いきなり別格的な存在になっている。

			　彼女がどうして、自分にそこまでしてくれるかはわからないものの、たまらなく幸せな心地だった。出逢ってからまだ一か月とちょっとなのに、なんだかずいぶん昔から、慕いつづけてきた相手にも思える。

			（──ううっ、やべっ。また目が合っちゃった）

			　こちらに近づいてきた由紀奈と、またしても視線がかち合った。

			　たまらず顔が熱さを増す。心臓がドキドキと高鳴ってしまい、みんなに聞かれてしまうのではないかと思うほどだ。

			　それにしても大人は偉いなと、またしても博己は思う。

			　由紀奈はまったく平常心で、今日も博己と対していた。真似をしたいと思っても、とてもではないが真似できない。

			（とにかくテストに集中、集中、と）

			　集中したところでたいした結果は望めなかったが、このままでは限りなく零点に近くなりそうだ。

			　博己は散り散りになりそうな集中力を必死になってかき集め、なんとしてでも試験問題に、意識を没入させようとした。

			


			（ああ、ヒロくん……ヒロくん！）

			　チラッと博己と目が合うや、甘酸っぱい思いが胸のなかいっぱいに広がった。

			　テストに取り組む生徒たちの間を歩きながら、チラチラと彼を見てしまう自分を、由紀奈はどうすることもできない。

			　そんな自分を、必死になだめようとした。「落ちつきなさい。落ちつくの」とうろたえるおのれに何度も活を入れようとする。

			　表面的には、いつもと変わらないふりをしつづけていた。だが一皮剥むけば心のなかは、平常心とはほど遠い。

			　今のところ、多分気づかれてはいないだろう。しかし、博己を見ればせつなさがつのり、身悶えせんばかりの感情に襲われてしまう。

			（……ヒロくん）

			　由紀奈の脳裏に、セピア色の記憶が蘇よみがえる。

			　こことは違う、別の町。

			　彼女はずっと博己たち一家の隣の家で、一緒に仲よく暮らしていた。

			　博己との間には、八歳もの歳の差があった。

			　だが幼かった博己は彼女のことを「由衣ねえちゃん。由衣ねえちゃん」と強く慕い、母性本能をくすぐられる恋心まで見せてくれた。

			　かわいかった。

			　いとおしかった。

			「大きくなったらおねえちゃんのお婿さんになりたい！」と言われたときには、あまりの愛らしさに抱きしめてしまいそうになった。

			　これってもしかして……愛？

			　そうも思った。高校生の少女が年下の、しかも小学生の男の子にそんな感情を抱いてしまうのは、やはりおかしいことだろうか。

			　だが由紀奈は、あれは間違いなく恋心だったと、今でも思う。女子高生だったあのころの自分は小学二年生の博己のことを、本気で「かわいい。大好き！」と甘酸っぱい思いでたいせつに考えていたのである。

			　そう。由紀奈こそが、品野由衣だった。

			　断腸の思いで別れも告げず、それほどまでに思っていた博己の前から姿を消したのは、十六歳のときである。

			　彼女の両親は、事実婚。籍は入れていなかった。

			　由紀奈は母親の連れ子として、新しい父親と同居することになった。

			　この父親が、ＤＶ男だった。酒に酔うと人格を豹変ひょうへんさせた。

			　最初は優しそうなふりをしていたが、生活をともにするようになってしばらく経つと、由紀奈の母親はもちろん、由紀奈にまで酔っ払っては手を上げるようになった。

			　しまいには、包丁まで取り出して暴れだした。

			　命の危険を由紀奈は感じた。母親もだった。堪えられなくなった彼女の母親は、由紀奈を連れて出奔した。そして男の追及を逃れるため、自分はもちろん由紀奈にも名前を変えさせ、遠く離れた新しい町で二人きりの暮らしを開始したのである。

			　だが、ようやく平穏な暮らしが戻っても、由紀奈は決して幸せとは言いがたかった。

			　黙って別れてしまった博己を思いだすと胸を締めつけられるような思いに駆られ、長いことずっと苦しんだ。

			　忘れることなんてできなかった。できるわけがない。

			　ただ、時間が──気の遠くなるような長い時間が、少しずつ由紀奈を別の岸辺へといざなってくれた。

			　忘れたふりをして、生きられるようになった。感情を押し殺し、淡々と毎日をやり過ごす生き方を覚えた。

			　いつの間にか、「真面目で面白くもない松枝由紀奈」という人格ができた。人からそう評価される能面のような自分を、由紀奈は甘んじて受け入れた。

			　面白いことなどなにもないのだからそれでいい。そう思った。心を開いてすべてをさらせる友だちなど、どこにもいなかった。

			　由紀奈はただひたすら勉強に没頭した。その結果、教員になり、一度は離れたこの県へと再び戻ってくることになった。

			　ところが、偶然赴任した高校で信じられないことが起きた。

			　博己が、そこにいた。

			　爽やかな少年へと成長し、あのころとは別人のようになっていたが、それでも由紀奈は、すぐに彼だとわかった。

			　ひと目見るなり、ハートをキュンと絞りこまれるかのような、強烈なショックに打ちふるえたことを今でも彼女は忘れない。

			　そしらぬふりをすることは、相当な痛苦を強いられた。

			　すぐにでも博己に抱きつき「わからないの？　私だよ。私だよ、ヒロくん！」と泣きながら訴えたいほどだった。

			　だが、由紀奈は毎日それを堪えた。どうやら博己は、自分が「品野由衣」だとはまったく気づかないようだ。

			　あのころ小学二年生だった博己にとっては、すでに由衣との記憶など忘却の彼方に行ってしまっている可能性もあった。

			　心で悶々としながらも、博己とは一線を保った日々を送りはじめた。

			　日にちが経っても自分が由衣だと気づかないらしい博己に、やはりもう自分のことなんて忘れてしまっているのだと、寂しい思いにもじつは駆られた。

			　それでも博己を間近で見ると、胸が締めつけられるような激情にさいなまれる。

			　苦しくてならなかった。由紀奈はそんな自分をどうにも抑えきれなくなり、昨日は彼を面談室に呼びつけるようなことまでした。

			　ただただ、博己と話がしたくって。

			　彼の近くで、そのかわいい顔を見ながら、話をするだけでもよかったから。

			（それなのに、私って女は）

			　昨日自分がしでかしてしまったことを思いだし、顔から火を噴きそうになる。

			　いくら博己が自分のせいで重いトラウマを背負ってしまっているとわかったからって。いくら今でも博己のなかに「由衣ねえちゃん」があのころのように生きていることがわかったからって──。

			（聖職者ともあろう者が、学校のなかであんなことを。うう……）

			　なんとふしだらで、情けない教師なのだろうと自分を責めた。

			　だが同時に由紀奈は、心からは後悔していない不ふ埒らちな自分に気づいてもいる。

			　溢れだす想いは、もはやいかんともしがたかった。女性が苦手になるほど自分のことを想いつづけていてくれた博己に、母性本能大爆発である。

			（今日も……放課後になったら……）

			　放課後のことに思いを馳せると、またしても胸がキュンとなった。

			　いや、キュンとなってしまうのは本当は胸だけではないのだが、それは誰にも言えない由紀奈だけの秘密である。

			　今日は博己への「トラウマ克服性愛個人授業」第二弾。昨日より、さらにエスカレートした個人授業を予定していた。

			　題して──「おっぱい丸わかり講習会」。題するほどでもないけれど。

			　かわいいあの子に、昨日以上にたっぷりとおっぱいを触らせてあげるのだ。

			　もちろん服の上からばかりではない。直接、見せてもやるつもり。

			　恥ずかしいことは言うまでもないが、あの子が「したい！」と言うのなら、直接触らせてあげたり、揉ませてあげたり。吸ったりだってさせてあげる。

			（わかってる。こんなことしちゃいけない。でも……でも──）

			　いとしい博己が苦しんでいるのに、見て見ないふりはできなかった。

			　今さらカミングアウトなど、やはり自分には死んでもできない。理由がどうあれ自分を慕ってくれていた博己をほっぽりだして逃げてしまったのは、まぎれもない事実なのである。

			　品野由衣ではなく松枝由紀奈として、できることをしてあげたかった。それがとっさにあの場で考えた「トラウマ克服性愛個人授業」だったのである。

			（し、してあげる。私なんかでいいのなら、してあげる。だから、ヒロくん。どうか……女は苦手だなんて苦しまないで……！）

			　心のなかでそう叫びながら、由紀奈はチラッと博己を見た。博己は黙々と、真剣な表情で解答用紙に何ごとか書きこんでいる。

			　自分の左手の薬指を、由紀奈はそっと触った。

			　──学校ではしていませんが、帰るときには必ず、ここに指輪をはめて帰ります。

			　昨日彼女ははっきりと、博己に向かってそう言った。

			　嘘である。指輪なんてない。そうしたものでひとつにつながる、特別な男性などどこにもいなかった。もっと言うなら由紀奈には、偉そうに少年を導いてあげられるほどの、性的な知識も体験もじつはない。

			　大学時代、一人の男性から熱烈な求愛をされ、短期間だが彼と交際をした。

			　そのときに、悩みながらもひとつ年上の青年に処女を捧げはしたものの、彼と交際していた期間は短く、身体をひとつにつなげた機会も数えるほどしかなかった。

			　どんなに愛してもらえても、やはり心から、相手のことを想えなかった。

			　悪いのは全部自分だと思いながら、由紀奈は彼と別れ、それ以来どんな男にも、心も身体も許していない。

			　そういう意味では、自分なんかでは本当は荷が重かった。

			（でも……ヒロくんのためなら……私にできるところまでは……！）

			　改めて、由紀奈は自分を奮い立たせた。

			　博己とセックスまでするつもりなど毛頭ない。彼の初めての女性が、自分なんかでいいわけはないと思っている。

			　品野由衣という女の子は、もはやこの世にはいないのだ。自分の務めは博己のトラウマを克服させてやり、広い世のなか──同世代の素敵な女の子がいっぱいいる、広い世界へと彼を解放してやることである。

			（お、おっぱいを使ってのエッチ……もう一度、復習しておかないと……）

			　昨夜もアパートに帰るなり、ネットの情報と首っ引きで勉強をした。顔を真っ赤にしながら泥縄で性の知識をしこみ、アソコをせつなくうずかせたのである。

			（テストが終わったら、またヒロくんと……）

			　今日の授業は、これで終わり。もうすぐまた、博己とのいけない時間がやってくる。

			（ヒロくん……）

			　甘酸っぱい想いに駆られ、またしても胸がいっぱいになった。由紀奈はなんでもないふりをして、腕時計に視線を落とした。

			


			２

			


			「ど、どこに行くの、花梨先生」

			「いいから、いいから」

			　歌うような調子で言うと、花梨は色っぽい笑顔を博己に向けた。

			　再び前を向き、廊下を足早に歩いていく。博己はそんな花梨に付き従いながら、ついそのヒップに視線を吸い寄せられてしまう。

			（ううっ。見るな、ばか）

			　ボディラインにピッタリとフィットした、薄桃色のミニスカート。

			　窮屈そうなそれを道連れに、巨大な水蜜桃さながらの濃艶ヒップがプリッ、プリッと左右にくねった。

			　そうした花梨のエロチックな尻に浮き立ってしまうのはいつものこと。だが今日ばかりは、博己はやはり自分を責める。

			　なにしろ彼の心には、昨日から棲むようになった特別な人がいた。少年は、その人との待ち合わせ場所に向かうために、教室をあとにしたところであった。

			　今日は誰も使わない校舎の片隅の空き教室で、個人授業が行われることになっている。ワクワクするような、ほんとにこんなことをしていいのかなというような複雑な心境で、博己は空き教室に向かおうとした。

			　そんな彼を、突然花梨が呼び止めた。そして、

			　──ちょっと見せたいものがあるの。

			　そう言って、とまどう彼を強引に連れて歩きだしたのである。

			　これからちょっと約束がと、博己はやんわりと誘いを拒んだ。だが花梨はそんな彼をものともせず「すぐにすむから」と言って、ニコッと微笑んだのだった。

			（体育館……？）

			　校舎から出た花梨は、屋根付きの渡り廊下から体育館へと向かう。

			（なにを見せたいって言うんだ）

			「あ、あれ……？」

			　花梨につづいて体育館に入りながら、博己は眉をひそめた。

			　いつもなら男子、女子、それぞれのバスケットボール部が練習をしていて、とてもにぎやかな館内はがらんとしており誰もいない。

			「ああ、バスケ部？　今日は対外試合なんですって、男子も女子も」

			　花梨はすぐに博己の疑問に気がついた。相変わらずの歌うような調子で説明をする。

			「あっ、そうなんだ……」

			　博己は返事をし、花梨のあとを追った。むちむちとしたハーフの美人教師は、体育館の奧に向かった。ステージ横の体育倉庫へとドアを開けて入っていく。

			（はあ……？）

			　こんなところになにがあるんだと、素朴な疑問にとらわれた。

			　体育倉庫には、小さな窓から差す明かりしかない。にもかかわらず、花梨は照明を点けようとしなかった。

			「……電気点けます？」

			「ああ。すぐ終わるから気にしないで」

			　花梨はそう言って、倉庫の奥へとわけ入っていく。

			「は、はい……」

			　怪け訝げんに感じながらも、博己はドアを閉め、電気も点けずに奥へとつづいた。

			　それなりに広いはずの倉庫内は、収納されているさまざまなものでゴチャゴチャとしていた。

			　体育の時間に使う大きなマット。大きな籠に入れられた大量のバスケットボールやサッカーボール。いくつもの跳とび箱。

			　古い木製の棚のなかには、段ボール箱などが雑然と積まれ、ちょっと汗臭い、体育倉庫ならではの独特な匂いを放っている。

			「カムヒア、山辺」

			　花梨は跳び箱のひとつにもたれかかり、人差し指をクイクイと曲げて博己を呼んだ。博己はそんな花梨に、従順に近づいていく。

			「……？　先生、俺に見せたいものって」

			「うん？　ああ。それね……」

			　至近距離まで接近すると、花梨は意味深に口角を吊り上げた。色っぽい笑顔で彼を見つめる。

			「……えっ？」

			「その前に……まずはこうかな！」

			「あっ。ンムウゥ……」

			　博己は驚いて目を見開いた。いきなり花梨に躍りかかられる。彼に抱きついた女教師は、突然少年の唇を奪った。

			（えっ、ええっ？）

			「ンンゥッ……ちょ、花梨先生……」

			「あン、山辺。んっんっ……」

			　……ちゅう。ちゅぱ。

			「ううぅンンッ……」

			　博己はフリーズし、間抜けな呻き声をあげながら顔を背けようとする。

			　思いがけない展開に、頭がついていかなかった。

			　どうしていきなりキスなのだ。昨日といい今日といい、いったい全体どういうことだ。ひょっとして、これらはすべて、なにか大きな陰謀か。

			「むんぅ、ちょ、ちょっと待って……花梨先生……んあっ、ど、どういうこと……」

			　パニックになった博己は、花梨の唇から逃げようともがきつつ彼女に問いかける。

			　すると花梨はそんな彼の口を追い、もの狂おしい吸い方で、チュッチュ、チュッチュと口づけしながら、

			「山辺……カミングアウトしてもいい？」

			　それまで一度だって聞いたことのない、セクシーな囁ささやき声で少年に言った。

			「……えっ？」

			「アイラビュー」

			「………………はっ!?」

			「Ｉ　ｌｏｖｅ　ｙｏｕ、山辺。Ｉ　ｌｏｖｅ　ｙｏｕ！」

			「んむぅ……!?　か、花梨、先生……んんぅ……」

			　……ちゅうちゅぱ。ぢゅる。

			　それは、たしかに愛の告白だった。愛の告白以外に「Ｉ　ｌｏｖｅ　ｙｏｕ」などという言葉を使うシーンはない……よな!?

			（じょ、冗談だろ。あり得ない）

			「山辺……山辺……んっんっ……」

			「ああ、先生。むあぁ……」

			　熱烈なキスで口を吸われ、今日も頭が麻痺しはじめた。

			　連日にわたるこのサプライズ的な展開はどういうことだとうろたえつつ、キスがもたらすふしだらな悦びに溺れていく。

			　さまざまなものが障害物になり、体育倉庫の入口からはすぐには見えない場所だった。バスケ部の連中がいない以上、誰かが不意にこの場にやってくる確率は相当に低い。花梨はそこまで計算し、自分をここへといざなったのか。

			「山辺……ううん、ヒロ……」

			「ヒ、ヒロ!?　んむぅっ……」

			「いいもの……見せてあげるわね」

			「えっ？　んああ……」

			　甘い囁きと同時に、花梨はそっと舌を離した。舌と舌の間に、ねっとりとした唾液の橋が架かる。粘つく橋はキラキラと輝きながら、自重に負けてＵ字にたわんだ。千切れて細い糸になり、薄暗い体育倉庫のなかに消える。

			「か、花梨先生。あっ……」

			　博己はなおも、ぼうっと頭をしびれさせながら花梨の行動を追った。女教師は上目づかいのセクシーな目つきで博己を見つめ、淫靡に微笑んだままである。

			「ンフフ……」

			　跳び箱にそっと背中をもたせかけた。跳び箱の高さは、一二〇センチほどはあるだろうか。花梨はもう一度、粘ついた目つきで博己を見る。意味深にニコッと微笑むと、口の端を吊り上げた。

			「見て、ヒロ……」

			　博己の呼びかたは、完全に「ヒロ」になった。

			　帰国子女の英語教師は媚びたように身をくねらせ、白い細指をスカートにやると、つつっとそれをたくしあげる。

			「──っ！　えっ、ええっ!?」

			　博己は思わず間抜けな声をあげた。表情がこわばり、ますますカーッと熱くなる。

			「フフッ、びっくりした？　いいのよ、よく見て、ヒロ。アァン……」

			「か、花梨先生。ちょ、な、なな、なに、を……」

			　花梨を呼ぶ声はたまらず引きつり、不様に上ずる。スカートの下から現れた意外な眺めから、もはや視線を剥がせない。

			　なんと花梨は、パンティを穿いていなかった。博己の視線にさらされるのは、なにひとつさえぎるもののないヴィーナスの丘の眺めである。

			　健康的に張りつめる二本の太腿が、ひとつにつながる股の付け根──少年が初めて生で目にする女性の陰部は、ふかしたての肉まんさながらのこんもり加減で、やわらかそうな肉土手の丸みと白さをアピールしている。

			　ふっくらとした白い丘陵に、淡い秘毛の茂みがあった。陰毛が生え茂る面積は思いのほか狭く、しかも──。

			（マ、マン毛……黒い！）

			　思いもよらない光景に、博己は目を見開いた。

			　色白で、髪の毛も金髪に近いハーフ美女。ＤＮＡの半分はいかにも西洋人だとわかるＳＳ級のビジュアルなのに、意外や意外、秘丘に生える草原はいかにも日本人然とした黒色ではないか！

			　しかも、よくよく見れば漆黒の火焔は、昔の中年女のパーマヘアーみたいにチリチリといやらしく縮れてさえいる。

			（うおおっ。エ、エロい……！）

			　生々しさ溢れる絹毛の群生に、ますます博己は鼻息が荒くなった。

			　まずいと思う気持ちはありながらも、股間の一物がムクムクと、強く激しく膨張していく。

			　怒濤の勢いで熱い血潮が陰茎に流れこみ、今日も再びズボンの股間を亀頭の形に盛りあがらせる。

			


			３

			


			「か、花梨先生。ああ、俺……」

			「ンフフッ。やっぱりヒロ、初めて見るのよね。女の一番いやらしい部分」

			　うろたえる博己をもてあそんでいるかのようだった。

			「座って」

			「……えっ」

			「座りなさい。膝立ちがいいかしらね」

			「ううっ……」

			　エレガントな手つきで導かれ、花梨の目の前の場所を指定された。博己はそんな命令に、もはや抗うこともできない。

			　ドキドキと心臓を脈打たせ、言われるがまま花梨の前に膝立ちになった。花梨はそんな博己をたしかめ、もう一度「ンフフッ」と艶めかしく笑う。

			「せ、先生」

			「よく見て、ヒロ。いっぱいいっぱい……見せてあげるわね……」

			　媚びたような囁き声で言うや、花梨は──。

			「えっ……えっえっ。うわっ、せ、先生!?」

			　ゆっくりと、ゆっくりと、腰を落としていく。

			　博己は思わず目を剥いた。女教師は十七歳の童貞男子を嘲笑うかのように、大胆に両脚を左右に開く。

			　現出したのは、品がないにもほどがあるエロチックなガニ股開脚姿。信じられない卑猥な眺めに、博己は完全に視線を釘付けにする。

			「せんせ、い……あの……」

			「ンフ。まだまだよ、ヒロ。きみたち男子が見たいのは、こんなもんじゃないでしょ」

			　フリーズする博己を制圧しきっていた。

			　ガニ股姿の美人教師は甘く艶やかな囁き声で言うと、左右二本の人差し指を、見せつけるようにそろそろとおのが陰部に伸ばしていく。

			（えっ……えっえっ。ええっ？）

			　博己はもう息すらできなかった。目を見開いて唖あ然ぜんとしたまま、花梨の白い細指が、陰毛のさらに下へと潜りこむのをたしかめる。

			　そう。そこにあるのは……。

			「見て、ヒロ。ほら……」

			　……ニチャッ。

			「──っ！」

			「くぱあぁ……」

			「うおおおっ！　せ、先生。うおおおおおっ！」

			　鮮烈極まりない光景に、博己はたまらず叫び声をあげた。

			　両脚をあられもないＭ字開脚姿にしたまま、金髪の美人教師は恥ずかしいワレメを自らの指で艶めかしく開花させる。

			（ああ、見えた……見ちゃった！　か、花梨先生の……オ、オオ、オマ○コ！）

			　あんぐりと口を開いたまま、博己は眼前の光景にただただ見入る。

			　ハーフ美女とも思えない黒々とした茂みの下で、艶めかしい恥裂がぱっくりと肉の扉を広げ、生々しさ溢れる粘膜を惜しげもない大胆さで露わにしていた。

			　やわらかそうな肉ビラが持ち主自身の指で左右に広げられ、ワレメは横長の菱形状になっている。

			「うお、おおお……先生……ああ、これは……」

			　あられもなくさらされた膣粘膜は、活きのいい紅鮭色を見せつけた。

			　たった今切断したばかりのサーモンの切り身を彷彿とさせる峻烈しゅんれつな粘膜は、ねっとりと淫靡なぬめりに満ちている。しかも──。

			「あ……ああ、先生。うわっ。うわあ……」

			　間抜けな呻きを恍惚と漏らし、博己はなおも凝視した。

			　サーモンピンクの粘膜は、それ自体が別の命を持つ妖艶な生命体ででもあるかのよう。絶え間なくヒクヒクと、いやらしく蠢うごめきつづけてはコーティングされた液体をぬめり光らせる。

			　粘膜の下部に、ひときわ複雑な凹みをさらすあだっぽい肉穴があった。

			　そうだ。たしかここが膣穴だったはず。するとひくついているのは膣穴だったのかと、収縮と開口をくり返すエロチックな穴に見とれながら、しびれた頭で博己は思う。

			「どう、ヒロ。ンフフ……これが……先生のオマ○コ……」

			「あああ……オ、オマ○コ……」

			　花梨が囁く「先生のオマ○コ」という言葉は完全に吐息だけであった。

			　挑発されていると思った。誘われているとも感じた。

			　いけない。いけない。このままじゃだめだ──そう気づき、すぐにでも立ちあがって駆け出さなくてはと焦燥する道徳的な博己がたしかにいた。

			　だが──。

			「初めて見たんじゃない、女の人の生マ○コ」

			「えっ」

			「フフッ、いやらしいでしょ。はぁはぁ、すっごく猥褻じゃない？　女はみんな涼しい顔をして股の付け根に、こんないやらしいもの、みんなみーんな、隠してるのよ」

			　なおもガニ股姿でくぱっと女陰じょいんを広げながら、鼓膜をくすぐる妖しい囁き声で花梨は言った。しかも、よくよく見れば固まる博己を揶揄やゆするかのように、花梨はプリプリと尻をくねらせ、媚肉の眺めを右へ左へと、ふり子のようにふっている。

			「か、花梨先生……ああ、やめて。うっ──」

			　……ぐ、ぐびっ。

			　博己は恥も外聞もなく、大きな音を立てて唾を呑んだ。

			　心臓がドキドキと苦しいほどに鼓動する。股間の猛りは痛いぐらいに勃起して、今にも制服のズボンの布を引き裂かんばかりになっていた。

			　ごめんなさいと頭を下げ、逃げださなければならなかった。今この瞬間も由紀奈はずっと、博己が現れるのを待っているだろう。それなのに……。

			「……触ってみる？」

			「──えっ！」

			　さらなる挑発の言葉に急襲された。

			　驚いて見あげれば、花梨の表情は先ほどまでよりさらに官能の色を濃くしている。

			　色白のゴージャスな美貌がほんのりと薄桃色に上気した。博己を見下ろす瞳には、ドロンと艶めかしい情欲の濁りが見てとれる。

			　肉厚の朱唇が半開きになったままだった。ピンクの唇からははぁはぁと、苦しげな吐息が忍びやかに漏れている。

			「か、花梨先生」

			「触ってみたくない、ヒロ？　女の人のオマ○コよ。きみの歳じゃ、まだまだそう簡単には、生で見ることさえできないような」

			「いや、で、でも……!?」

			「触りたいくせに。ンフフ」

			　花梨はそう囁くと、あおるようにくなくなとヒップをエロチックにくねってみせさえした。８の字を描いて揺れるヌメヌメとした媚肉に、童貞少年の飢餓感は度しがたいほど高まってしまう。

			（ううっ。オ、オマ○コ……花梨先生のオマ○コを……触らせてもらえる！）

			　しびれるような劣情が、博己の身体を貫いた。

			　心には気になる女性がありながら、目の前の蠱こ惑的わくてきとしか言いようのない甘美な毒の花に、どうあっても理性が働かない。

			　もうだめだ──博己は心で悲鳴をあげた。

			　こんな誘いを意志の力で拒むには、十七歳の童貞はあまりに欲望が強すぎる。

			「おいで、ヒロ。フフッ、触っていいわよ。でも、優しくね……」

			　そんな博己を、さらにあおるかのようだった。花梨は卑猥な御開帳ポーズのまま、ググッと前へと股間を突きだす。

			「うわあ、先生。すごい……」

			　魅惑の花園が、さらに眼前にクローズアップされた。

			　チリチリと縮れた猥褻な黒い毛も、生々しくぬかるむサーモンピンクの粘膜も、その最下部で喘ぐようにひくつくあだっぽい膣穴も、すべてが博己を「ほしいでしょ、ほしいでしょ」とからかうように挑発している。

			　甘酸っぱい芳香が、生温かさいっぱいに博己の顔面をふわりと撫でた。

			　今まで一度だって嗅いだことのない、危険な匂いを孕んだアロマ。ひょっとしてこれがオマ○コの香りなのか。女の人という生き物は誰もがみんな、股の付け根の肉湿地からこれほどまでに艶めかしい、柑橘系の匂いをまき散らしているのか。

			（ああ……あああ……）

			　その上花梨のガニ股だ。臆面もない下品な姿だ。学園で一、二を争う美人教師が「さあ興奮して」とばかりに、とんでもないポーズで博己を誘っている。

			「ああ、先生！」

			　花梨を呼ぶ声は不様にふるえた。

			　博己は衝きあげられるような心地で、そっと片手の指を伸ばす。めざすはもちろん、見るからに卑猥な女教師の陰唇だ。

			　……ニチャッ。

			「ハアアァァン」

			　もはや指で女陰など広げていられないようだった。花梨はすべての体重を背後に預ける。跳び箱の側面に両手を押し当て、倒れないようバランスを取る。

			「い、痛い？」

			「痛くない。痛くないから。さ、触って、ヒロ。ネチネチいっぱい触ってみて」

			「ううっ、先生。い、いいのかな、こんなことして……」

			　……ニチャニチャ。グヂュッ。

			「あっあっ。あン、いやン。ヒハッ。フワハアァァ……」

			「せ、先生。ううっ、すごいドロドロ……それに……ああ、この感触！」

			　博己は息づまる心地だった。

			　そっと指を押し当てたそこは、文字どおりの肉の沼。麻婆マーボー豆腐のとろみを彷彿とさせるヌルッとした汁が、重たげな粘りを見せながら少年の指にまつわりつく。

			（ああ、いやらしい凸凹でこぼこ……こ、これがオマ○コ……ああ、俺今、花梨先生のオマ○コを触ってる……！）

			「アッアァァン、ヒロ……あン、いやァ、ンフゥワアァッ……」

			　博己は胸を高鳴らせつつ、粘膜の隆起にそっと触れ、上へ下へ、上へ下へとなぞるように愛撫した。

			　やわらかな凹凸おうとつはシリコンのような触感と得も言われぬ温みで、博己の指を刺激する。ゴツゴツした肉の稜線を最下部へと移動すれば、ひときわ艶めかしい窪みが、ヒクヒクといやらしくひきつきながら少年の指を迎え入れた。

			「アアァン、ヒロおおぉぉッ……」

			「はぁはぁ……先生、ここって……」

			「ち、膣よ。そこ、膣。膣、膣、膣ゥンンン……あっあっ、はああァァ……」

			　肉の凹みをほじくるように指先であやせば、花梨はプリプリと尻をふり、感極まった喘ぎをこぼす。

			「膣……ここが。ねえ、ここが？」

			　そんな女教師のハレンチな反応に、博己は一段と昂った。鼻息を荒らげ、ほじほじ、ほじほじと膣のとば口を愛撫する。

			　……グチョグチョ。ヌチョ。グヂュ。

			「ハァァァン。あァン、だめ、そ、そんなに触ったら、感じちゃう。ソコ、感じるの。女はとっても感じるのおぉぉッ」

			「ここ？　先生、ここ？」

			「あああああぁ」

			　少しだけ力を加えて膣穴をこじった。艶めかしい肉穴が呼吸でもするかのように開閉し、もっと奥まで指が飛びこんでいきそうになる。

			（ううッ、ゾクゾクする。指……もっと奥まで挿いれちゃおうか。それとも……!?）

			　大粒の鳥肌を背筋に伝わせながら、博己は鼻翼を開閉させた。

			　ワレメを弄いじくれば弄くるほど、甘酸っぱい香りが一段と濃厚になってきているのは、気のせいではないはずだ。

			　オマ○コの匂いは、牡を猛烈に興奮させる強烈な媚薬なのだと初めて知る。博己は淫肉を触るだけでなく、自分の舌でもたっぷりと味わってみたい欲望に駆られた。

			（ど、どうしよう。怒られるかな。ああ、でも……我慢できない！）

			「せ、先生！　んっ……」

			「ヒッハアァ」

			　とうとう我慢が臨界点を超えた。

			　博己は弾かれたように首を突きだし、剥きだしの恥ち肉にくにむしゃぶりつく。その途端、強い電流に貫かれでもしたかのように、花梨の肢体がビクンと跳はねた。

			（うおおっ！　舌が……先生のオマ○コに！）

			「先生……花梨先生」

			　……ピチャピチャ。ねろん。

			「ハアアァン。あァン、ヒロ。ヒロおおぉッ」

			「うおおッ……や、やっべ……頭がぼーって……ああ、せ、先生のオマ○コ……！」

			「アァン、ヒロ。はああぁぁ」

			（うわっ、や、やっぱり……すっごいヌルヌルしてる！）

			　舌を突きたてたそこは、指で感じた以上のぬめりに富んでいた。

			　麻婆豆腐と言うよりも、オクラかメカブ。あるいはすりおろした山芋のなかにでも、舌を突き入れたかのようである。

			　その上それらのヌメヌメは、ほどよい温みにも富んでいた。かてて加えて甘酸っぱく、舌で舐めるとねっとりと重い。

			「あはあぁっ。あっハッ、ンハァ、ヒロおぉぉ」

			「な、舐めてもいいよね？　先生、オマ○コ、このまま舐めてていい？」

			「アァァン。い、いいわよ。舐めて。もっと舐めて。アアァ」

			「ううっ、先生……ああ、先生のマ○コ、綺麗でメチャメチャエロい！」

			「アッヒィィィン」

			　ヌメヌメした淫肉に舌の雨を降らせはじめるや、花梨の喉からこぼれだす声は一気にケモノの様相を帯びた。

			　それほどまでに、花唇のあわいを舐められることは気持ちがいいものなのか。

			　大人としての矜持きょうじすら見失いそうになっているような取り乱しかたで、ピチャピチャと博己がワレメを舐めれば、媚びるようなくねらせかたで、温かなぬめり肉をグイグイと彼に擦りつけてくる。

			（ああ……）

			　花梨の両手に頭を押さえつけられた。

			　博己の頭は後ろからも、女教師の股間に執拗しつように押しつけられた。

			


			（オオッ、ヒロ……！　私のものよ。私のもの！）

			　生徒の顔面に女陰を熱烈に押しつけながら、心のなかで花梨は叫んでいた。

			　清楚な女教師の顔を思いだし、改めて闘争心が燃えあがる。

			　じつは昨日、面談室での由紀奈と博己のまぐわいを、こっそりと目撃してしまっていた。

			　由紀奈が赴任してきて以来、花梨はなにかと比較をされるようになった。そんな由紀奈を、負けず嫌いなハーフ教師が意識しないわけがない。しかもこともあろうに、あの女教師は真面目そうな顔をして博己ととんでもない関係を結んだのである。

			　負けられない。ヒロをかわいいと思っていたのは、私のほうが先なんだから──。

			　性に奔放で開放的な花梨が、ライバル心を剥きだしにして少年の略奪にかかったのは当然のなりゆきだった。こうなったら、私が先にヒロの童貞をもらってやるんだからとエロチックな闘志を燃やし、彼をこの場に誘いこんだ。

			　そう。まさにトンビが油揚げをさらうかのように。

			　最初に博己を目にしたときから「かわいい男の子」だと食指が動いた。

			　他の男子生徒たちのようにギラギラしたものがなく、どこか孤独そうなたたずまいを持ち、ミステリアスなものも感じさせる。

			　この子を食べてしまいたいという欲望はずっと感じつづけてきた。だが相手は生徒だからと、必死に我慢して一線を保ってきたのである。

			　だが、こうなったらこちらも容赦はしない。喧嘩をしかけてきたのは、あの女教師のほうである。

			（アァン、ヒロ……最後までヤラせてあげるからね！　ハァァン……）

			　少年のクンニにビリビリと全身をしびれさせながら、花梨はピンク色に沸騰した脳髄でそんなことを思った。

			　この子の童貞をもらう。一生忘れられない女になる──そう思うと、股間の華芯はますますうずき、さらなる蜜がこんこんと膣の奥から湧きだしてきた。

			


			４

			


			（ううっ、この匂い）

			　先ほどからほんわかと香っていた柑橘系の芳香が、むせ返るほどの強さになった。

			　鼻腔粘膜いっぱいに甘酸っぱい匂いが勢いよく飛びこんでくる。

			　粘膜に染みた禁きん忌きな芳香が、じわじわと広がった。いけないドラッグかなにかのように、博己の理性をさらに妖しく麻痺させていく。

			　これが、発情したオマ○コの匂い。花梨先生のいやらしい匂い。

			　博己はたまらなかった。震えがくるほど興奮した。フンフンと鼻息を荒らげ、ますます激しく舌をくねらせ、めったやたらに秘割れをこじる。

			　……ピチャピチャ。

			「アッハァン。んはッ、はあァン。ああ、ヒロ、感じちゃう。気持ちいいのッ！」

			「せ、先生。はぁはぁ……」

			「もっと舐めて。ここも。ねえ、ここもぉ」

			　甘えたような声で訴えつつ、花梨はワレメの上にあるものを博己にアピールした。

			　クリトリスだ。

			　紅色の肉芽がヌメヌメと光りながら、莢さやから半分ほど頭をのぞかせている。

			　それを見た途端、博己はますます興奮した。恥溝から抜いた舌先で、挨拶代わりのひと舐めをまずはれろんと不意打ちのようにお見舞いする。

			「キャヒイィィン」

			（ううっ、す、すごい声ッ）

			「か、感じるの、先生？　クリ豆、感じる？　んっんっ……」

			　花梨の過敏な反応に、いやでもこちらもヒートした。暴れる女体を拘束すべく、ガッシと女教師の尻肉をつかむ。

			「アッハァァン」

			（おお、やわらかい！）

			　鷲づかみにした臀肉は、二つともゴムボールのような触感だった。柔和さと弾力の双方に富み、その上じんわりと汗の湿りも感じさせる。

			「ああ、先生。んっんっ……」

			　花梨の股間を動けないようにし、さらにいやらしく舌を動かした。

			　莢から牝豆を飛びださせ、完全にずる剥けにさせる。露出した肉真珠をコロコロと舌であやし、少しずつ舐めかたを強くしていく。

			「はあぁァン。ンッハアァ。ああ、ヒロ……あっあっ。あっあっあっ。ハアアアァ」

			「はぁはぁ……はぁはぁはぁ……！」

			　花梨の乱れかたがエスカレートした。

			　クリトリスは、男の亀頭のようなものだと聞いたことがある。そうだとしたら、こんな風にされたらたまったものではないだろう。

			（メ、メチャメチャ、気持ちよさそう）

			「あァン、気持ちいい。ヒロ、ハアァン、イッツ・ビーナホワァイル！　ハアァン」

			「は、はあ？　ああ、先生……むんぅ!?」

			　なにを言っているのかはわからなかったが、さらにいい感じになってきたらしいことは間違いがない。花梨は自らその股間を、それまで以上に博己に押しつけてくる。

			「ムブゥッ……せ、先生、こう？　これ、いいの？　こう？　んっんっ……」

			　……ピチャピチャ。れろん。ネロネロ。

			「おおう。フィール・ソーグー。はぁァン、ヒロ！」

			「はぁはぁ……先生」

			「もっと舐めて。もっとそれ舐めて！　舐めて舐めて！」

			「こう？　先生、こう!?」

			「はっああぁん。そう。ああ、そう。ンッフゥワアァッ！」

			　両手でヒップを拘束されているにもかかわらず、花梨は我を忘れた声をあげ、激しく尻を暴れさせる。

			　女教師の牝粒は、莢から飛びだした枝豆かなにかの感触を思わせた。狂乱する花梨に背中を押されるように、博己はただただ夢中になって朱色の陰核いんかくを舐め倒す。

			「んっハアァァ。アアアァ。いいわ、気持ちいい。とろけちゃう。とろけちゃうン！」

			「先生……花梨先生！　んっんっんっ」

			（先生、雰囲気が変わった……？）

			　花梨の喉から溢れだす声は、さらにガチンコな響きを帯びた。取りつくろったり澄ましたりする余裕など完全になくなっている。聖職者としての威厳もかなぐり捨て、淫らな快感に耽溺たんできする生殖牝へと自ら堕ちる。

			「ああ、ダメ。気持ちよくって我慢できないィンン！」

			「先生……はぁはぁはぁ……！　ああ、マ○コから……すっげえ汁が！」

			　クリ豆の下に開いた肉裂が、さかんにヒクヒクと閉じたり開いたりした。膣穴が、せつなくうずいて開口と収縮をくり返しているのは火を見るよりも明らかだ。

			　そんな膣穴がブチュブチュと煮こんだ愛液を分泌した。とろみを帯びた淫蜜はところどころが白濁し、ヨーグルトと蜂蜜のＭＩＸ汁でも見ているかのようである。

			「ああン、汁……汁出ちゃうンン。気持ちいいから。ヒロの舌ちんぽ、気持ちよくってたまんないからあぁ！」

			「し、舌ちんぽ……」

			「これが女よ。これが女の身体なの！　ああ、イク。舐めて、ヒロ！　アッハアァ、舌ちんぽ気持ちいいィンンッ！」

			「くうぅ、花梨先生!?」

			　博己はさらに雄々しく肉尻を抱えこみ、まさに怒濤の舌使いで、しこる牝豆をれろれろと強く激しく舐めしゃぶる。

			　……ピチャピチャ、れろれろれろ。

			「ンッハアアァ。ああ、気持ちいい。イッちゃうイッちゃう！　イクイクイクゥ！」

			「おお、先生……？　んっんっんっ……」

			「んああああ。アッハハアアアァッ！」

			　……ビクン、ビクン。

			「おおっ、先生……イ、イッちゃったの……？」

			　どうやら絶頂に突き抜けたようである。花梨は恥も外聞もない叫び声をあげ、ビクビクと女体を痙攣させた。

			「──あっ!?」

			　その途端、彼女の膣穴は水鉄砲の勢いで透明な飛沫しぶきを噴きださせた。

			　ひょっとして潮を噴いたのだろうか。それともこれは小便か。

			　童貞の博己には、正確なことはわからない。だがいずれにしても、女教師がすさまじい痴態をさらしていることだけは間違いがなかった。

			　……ブシュッ。ブシュブシュ。

			「せ、先生……ああ、すごい……」

			「あッアァン、ヒロ……ヒロおおっ。ハァァァン……」

			　アクメに達した花梨は、なおもビクビクと肢体を痙攣させながら、軽快な擦過音を立てて透明な液体を噴出させた。

			　飛びだした汁はビチャビチャと湿った音を立てて博己の顔面を派手にたたく。

			「おお、これは…………」

			　博己はうっとりと目を閉じ、温かなシャワーに酔いしれた。

			　降りそそがれる液体にアンモニア臭はない。海水のような香りがした。

			　となるとこれは、やはり潮ということか。

			　今俺は、潮噴きシャワーを浴びているんだなと博己は感激を新たにし、勃起したペニスをビクビクと、何度もさかんにふるわせた。

			


			５

			


			「はぁはぁ……アァン、ヒロ……」

			　ようやくアクメの電撃が一段落したようだ。どこかぐったりとしたようになり、花梨ははぁはぁと乱れた息を整える。

			「先生……」

			「ハアアァ……」

			　色白の金髪教師は、いつしか湯上がりさながらの薄桃色に美肌を火照らせていた。紅潮した肌にはうっすらと汗の微粒も滲んでいる。

			「カ、カモン……カモン、ヒロッ！」

			　そんな花梨を見あげ、なんて色っぽいんだと博己は見とれた。花梨はまだなお正常には戻らない呼吸を懸命に整える。

			　それでもくるりと、女教師は身体を反転させた。跳び箱に手を突き、博己に向かってヒップを突きだす。

			「──っ。おおお、か、花梨先生」

			　博己はのけ反り、息づまる心地にさせられた。花梨のスカートは、なおも腰の上までめくれ返ったままである。

			　たくましく張りつめた巨大な臀丘が、ド迫力のアップで目の前に突きだされた。

			　えぐれるようにくびれた細い腰から一転し、はちきれんばかりに盛りあがる大きなお尻は、実りに実った食べごろの水蜜桃を彷彿とさせた。

			「うおっ。おお、すごい……」

			　博己は膝立ちになったまま、眼前の光景に陶然となる。

			（な、なんてエロいケツ！）

			　口には出さねど心では、そんな品のない言葉で花梨のヒップを賞賛した。

			　豊満な尻肉は、滲みだす汗のせいでしっとりとした艶を感じさせる。くぱっと開いた尻渓谷の奥底も、完全に博己にさらしていた。

			　谷間の底にある肛門は、淡いピンク色をしている。ネットの動画などでこっそりと鑑賞する日本の女たちのアヌスとは、明らかに色合いが違っていた。

			　ピンクの秘肛はヒクヒクと喘ぐかのように蠢動しゅんどうし、ただでさえ猥褻なその場所をさらにとんでもない眺めに変えている。

			「くうぅ……」

			　博己はたまらず不様に呻き、またしてもぐびっと唾を呑んだ。

			　その上、泳ぐような視線で蟻ありの門と渡わたりを通過すれば、そこにはさらにエロチックで鮮烈な光景が御開帳状態である。

			　フレッシュな生なま牡蠣がきを思わせる牝園が、ドロッとした眺めを開陳していた。花梨のワレメはたっぷりのはしたない涎よだれをしたたらせている。

			　はしたない涎の成分は、博己の唾液と花梨の愛蜜、噴きだした潮でできている。

			「お、おいで……ねえ、きて。ファックミー・ヒロ。ファックミー！」

			　焦じれたように声を上ずらせ、花梨は求めた。

			　早く早くと誘うかのように、艶めかしくヒップで８の字まで描いてみせる。

			「せ、先生……」

			　いくら博己でも「ファックミー」ぐらいはすぐにわかる。するとやはり花梨はこのまま、本番エッチにまで突入してもいいと思っているというわけだ。

			　──どうして、いきなりこんなことに。

			　頭の片隅では、あまりに性急なこの展開を不可解に思っている博己もいた。

			　しかしそんな疑問など、もはや取るに足らない些さ末まつなことでしかない。それほどまでに、目の前でひくつく汁まみれの牝貝は、峻烈なまでの魔性で博己を錯乱させる。

			「おお、先生！」

			「早く来て！　もう私……ちんぽ待てないの！」

			「ち、ちんぽって……」

			　そのものズバリの淫語のいやらしさに、博己はいっそう昂った。

			　花梨は今「ちんぽ」と言った。

			　ちんぽ。ああ、ちんぽ──綺麗な女性が口にする卑猥な言葉は、どうしてこんなにもすごい破壊力を持つのだろうか。

			　一瞬心に、一人の女性が蘇った。しかし慌てて、彼はその人を心の奥底へと無理やり追いやる。

			（た、たまんない！）

			　博己は立ちあがった。性急な動作で下着ごと、制服のズボンをズルリと下ろす。

			　──ブルルンッ！

			　なかから露わになったのは、恥ずかしくなるほど勃起したピンク色の極太だ。

			　ペニスは棹の裏側を完全に花梨にさらしている。もはや一刻だって猶予はないと訴えるかのように、ビクン、ビクンと脈動しては、亀頭の先から涎を溢れさせた。

			「アッアアァ……すごい……ちんぽ、おっきいィン！」

			　後ろをふり返った花梨は、博己の股間からにょきりと反り返る牡根に気づき、途端に美貌を華やがせた。

			　淫靡に潤んでいた瞳がさらに情欲のぬめりを孕み、発情した女体がくなくなと誘うかのように、さらに激しくふり立てられる。

			「ヒ、ヒロ、早く来て。挿れさせてあげる。ここよ、ねえ、ここよ」

			　花梨は切迫した声で言うと、股間に指を潜らせた。

			　先ほどは両手だったが、今度は片手である。二本の指をＶ字にし、蜜まみれの牝牡蠣をくぱあっと再び広げて誇示する。

			「ううっ、花梨先生」

			「気持ちいいわよ、ココ。天国よ、私のオマ○コ……さあ、ヒロ、ちんぽ挿れて。奥までいっぱい、マ○コに挿れて！」

			「ああ、先生……花梨せんせいッ！」

			　もうだめだ。この魅惑のぬめり肉に雄茎を突き挿れ、ただただ狂ったように挿れたり出したりしてみたい──興奮した博己を支配するのは、もうその一いち事じだけだった。

			　花梨の背後に接近し、位置を整える。腹の肉にくっつきそうなほど反り返った怒張を手に取り、角度を変えた。棹の天部が突っぱって鈍い痛みを発する。

			　花梨が指で広げてくれているため、どこが膣穴なのかよくわかった。

			「アッハァ……」

			　博己は亀頭をそこに押しつけ、ゆっくりと腰を進めようとする。

			「おお、先生ッ。い、挿れるよッ！」

			　……にゅるん。

			「ハアアァン」

			「うわわっ」

			　博己は慄然とする。

			　先っぽが肉路に飛びこんだだけで、激甚な快美感にさいなまれた。

			（な、なにこれ。なにこれ）

			「アッアアァ。いいわ、いいわあ。い、挿れて、ヒロ。奥までもっと。ねえもっと」

			「で、でも」

			「いいから挿れて。もっと。もっとおおぉ」

			「うおっ。おおおっ……」

			　……ヌプッ。

			「ンッフアァァ」

			「わわっ。わわわっ。ちょ、ちょっと、これって。ううっ……」

			　……ヌプヌプヌプッ。ヌプヌプヌプゥ。

			「アッヒィィン。フオオォォン……」

			（な、なにこれ。なにこれえええっ!?）

			　求められるがまま腰を進め、奥へ奥へと男根を埋没させながら、博己はなかばパニックになった。それほどまでに、生まれて初めて体験する胎肉の感触は驚天動地の気持ちよさを感じさせる。

			（あ、温かい。それに……くぅぅ、すっごいヌルヌルして……しかも──）

			　すごく狭い！　と悲鳴をあげそうになった。

			　もしかして、挿入する穴を間違えたのかとすら博己は思う。あまりに狭隘きょうあいな肉洞は、全方向から締めつけるようにうずくペニスを絞りこんでくる。ヌメヌメとした膣壁ちつへきと、カリ首が窮屈に擦れ合った。そのたび火の粉の散るような快感がひらめく。

			（マジかよ、これ……き、気持ちいい！　て言うか、こんなのすぐ射精しちゃう！）

			　博己は天を仰あおぎ、小さく呻きながら肉棹を進めた。

			　気を抜けば、すぐにも暴発してしまいそうな快さ。必死に肛門をキュッとすぼめ、意志の力を総動員して痩せ我慢をする。

			「ハアァン、入った……はぁはぁ……いやン、すっごい奥まで届いてるン……」

			　とうとう博己は根元まで、すべてを花梨の膣奧に埋めた。豊潤なぬめりに富んだ女教師の肉ヒダは、驚くばかりのフィット感とともに少年の怒張に吸いついてくる。

			「か、花梨先生……うわあ……」

			　本当なら「とうとう童貞とさよならを……」と、しみじみのひとつもするところなのではないだろうか。

			　ところが博己はそれどころではない。童貞とさよならできた感激以上に、とんでもない快美感をもたらしつづける牝肉にはっきり言って慄然としている。

			「う、動いて、ヒロ。挿れたり出したりしたら、もっと気持ちいいから！」

			　そんな博己に、花梨は後ろをふり向いてさらなる要求をした。

			　動かしてもらわないことには命にかかわるとでも言わんばかりの切迫感とともに、淫らな求めに身を焦がす。

			「で、でも」

			　博己は狼狽した。自分だって動かしてみたい。それはもう信じられない気持ちよさのはずだと、本能が彼に伝えている。

			　だが、それでも彼は躊躇ちゅうちょした。なぜって……なぜって──。

			「アァン、なにしてるの、ヒロ。早くちんぽ動かして！」

			「で、でも……動いたらすぐに精子出ちゃうって！」

			　かっこ悪いとは思いながら、もはや見栄みえも張れずに博己は叫んだ。現に動きを止めている今でさえ、じわり、じわりと射精衝動は蠢きはじめてしまっている。

			「いいから。出てもいいから。でも痩せ我慢しながら動かして！　女を少しでも悦ばせなきゃ男子失格よ、ヒロ！」

			「ううっ……」

			「動いて！　動かしなさい！」

			「うおおおおっ！」

			　……ぐぢゅる。ぬぢゅ。

			「アッハアアアァ」

			「うわっ。うわっ。うわあああ。やばっ、なにこれ。き……気持ちいいッ！」

			　あおられるようにして、とうとう腰を使いだした。

			　オナニーの経験は数えきれないほどあるものの、こうして女陰にペニスを埋め、抽送ちゅうそうをするなどという行為は生まれて初めてのことである。

			　ぎくしゃくと、ぎこちないのが当然だった。それでも博己は鼻息を荒らげ、前へ後ろへ、前へ後ろへと、不器用に腰をふって膣肉に亀頭を擦りつける。

			


			６

			


			「ハアアァン、か、感じちゃう。いいわ、ヒロ。ああ、もっとちんぽ擦りつけて。私のマ○コにちんぽヌチョヌチョ擦りつけてええっ！」

			「ああ、先生……やめて……エロい言葉、興奮しちゃうよ……」

			　博己は奥歯を噛みしめて、一気に湧きあがりそうになる不穏な爆発衝動を懸命に抑えつけた。亀頭と牝肉を戯れ合わせているだけでも快いのに、花梨が卑語を口にするたび、後ろめたい快感は何倍にも高まってしまう。

			　美貌の女教師とセックスをしているという現実にも、背中に羽が生えたかと思うような全能感と興奮を覚えた。

			「アァン、だって気持ちいいんだもん。ヒロ、もっとちんぽ動かして。奥までいっぱい突き挿れてえェッ！」

			「お、奧……はぁはぁ……こ、こう!?」

			　──ズンッ。

			「キャッハハアアアァ」

			（うわっ、すごい声……うおおっ!?）

			　ひときわ荒々しい所作で、膣奥ちつおく深くまで男根を叩きこんだ。ヌメヌメとしたやわらかなものが、通せんぼをするように亀頭を包み、キュッと絞りこむ。

			（き、気持ちいい！）

			　亀頭をもてなすぬめり肉の快さに、博己は恍惚とした。もしかしてこれが子宮であろうか。となるとたしか、子宮にはポルチオ性感帯なるものがあったはず。つまり花梨は、ポルチオの悦びに狂乱しているということか。

			「ああ、ヒロ、もっと突いて。もっと奧に、亀頭ズンズンしてええっ」

			「こ、こう、先生……こう!?」

			　──ズンッ。ズズンッ。

			「ハッヒイィィン。ああ、き、きき、気持ちいい！　奧気持ちいい！　ちんぽ届いてる。奥までしっかり届いてるウウゥ！　あっはああぁ」

			　花梨はもはや狂乱状態だった。ポルチオを激しく蹂躙じゅうりんされる悦びに我を忘れ、髪を乱して艶めかしく吠える。

			　自ら胸に手をやった。下手をしたら服が破けんばかりの勢いでスーツの胸もとをかき開き、たわわな爆乳をブルンと博己の眼前に解放する。

			「わあっ、先生……お、おっぱいが……」

			「も、揉んで、ヒロ。おっぱい揉んでええっ。たまんないの、おっぱいジンジンうずいちゃうンン！」

			「ううっ、花梨先生！」

			　たまらないのは博己も同じだった。背後から女教師に覆いかぶさる。ふるえる両手を前へと回し、跳ね躍る乳塊を十本の指にワッシとつかむ。

			「キャッハアアァ」

			「おお、やわらかい……それに……ああ、で、でっかい！　花梨先生！」

			　……もにゅもにゅ。もにゅもにゅもにゅ。

			「あっはァ。い、いいン！　乳首も触って。乳首もいっぱいクニュクニュしてぇ！」

			「はぁはぁはぁ……先生……！」

			　……クニュクニュ。

			「ヒッイイィ。ヒイイイイィ」

			　求められるがまま、博己は豊満な乳を揉み、先端の乳首を指であやした。

			　汗ばんで薄桃色に染まった巨乳のやわらかさは、まさにプリンかゼリーのよう。先端にしこり勃つ乳首の色はアヌスと同じピンク色である。二つの乳芽はコリコリと、硬いようなやわらかいような独特の感触で博己の指を楽しませた。

			（ああ、こ、これが生のおっぱい……でもって……これが乳首！）

			　博己はうっとりと、花梨の髪に頬を押し当て目を閉じながら乳を揉み、乳首をあやして腰をふった。

			「うあああ。アッハアァァ」

			　やはりこのおっぱいは、百センチは軽くあるだろう。

			　力を入れて乳を揉めば、指がズブズブと肉に埋まる。花梨のおっぱいは艶めかしい弾力で彼の指を押しかえし、揉めば揉むほどじわじわと淫靡な張りを増してくる。

			「はあぁァン、ヒロ。とろけちゃう。おっぱいもマ○コも気持ちいいン！」

			「ああ、先生。花梨先生。はぁはぁはぁ！　ああ、俺も気持ちいい……で、でも……やっぱりもうだめだよう！」

			「ひはっ」

			　──パンパンパン！　パンパンパンパン！

			「アッハハァン。あっあっあっ。ああ、ヒロ！　ヒロ、ヒロ、ヒロ！　ハアアァ」

			　どんなに我慢をしようとしても、やはり淫肉初体験の少年にはいささか刺激が強すぎた。子宮に亀頭を叩きこみ、膣ヒダの凹凸にカリ首をかき毟むしられるとんでもない気持ちよさに、もはや辛抱たまらない。荒々しい爆発の荒波が、どうしようもなく近づいてくる。

			「ああ、先生。気持ちいいよう。た、たまんない。もう精子出ちゃう。出ちゃうよ！」

			　名残惜しさはありながらも、乳から手を離し、再びピストンに集中した。

			　汗で湿ったヒップをつかんでバランスを取り、怒濤の抜き差しで膣を蹂躙する。いつしか彼のピストンは、けっこうスムーズなものになっていた。

			「ハッヒイィン。ああ、ヒロ。ヒロほほほおおっ。ハアアァァン」

			　スパートのかかった博己のピストンに、花梨もさらなるトランス状態になった。

			　ウェーブのかかった髪を狂ったようにふり乱す。右へ左へとかぶりをふって、あんぐりと開いた肉厚朱唇から涎のしずくを飛びちらせる。

			　ペニスがかき回す肉洞は、もはやすごいことになっていた。

			　豊潤な愛蜜があとからあとからこんこんと湧き、すぐには膣壁の場所さえもわからないほどたっぷりの蜜を溢れさせる。

			「あっはぁ。き、気持ちいい、ヒロ。気持ちいい。私ももうダメ。イッちゃうン！」

			「はぁはぁはぁ。ああ、花梨先生！」

			　どうやら花梨にも最後の瞬間が近づいてきたようだ。

			　バックからガツガツと突かれるたび、前へ後ろへと火照った女体を揺さぶって悶える。飛びだした乳がたゆんたゆんと重たげに肉実を躍らせた。勃起乳首が艶めかしい円を描いて激しく跳ねる。

			（くぅっ）

			　博己は奥歯を食いしばった。キーンと遠くから耳鳴りが高まる。

			　今にも腰が抜けそうになりながら、少年は狂ったようにカリ首を、何度も何度もヌメヌメしたヒダ肉に擦りつけた。

			　……グチョグチョグチョ。ヌチョヌチョヌチョ！

			（ああ、イクッ！）

			「ハッアアァ。ンハアァァ。イグッ。イグイグイグイグッ。あっあああぁ」

			「ああ、出る……」

			「アッアアァァ、ヒロ！　ヒッハアアアアァッ!!」

			　──どぴゅどぴゅどぴゅ！　びゅぐびゅぐ、どぴぴぴっ！

			　エクスタシーの雷にバリバリと脳天からたたき割られた。背中に生えたばかりの羽のひとふりで、天空高く舞い上がったかのような浮遊感と多幸感に打ちふるえる。
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			（き、気持ちいい……）

			　全身が、丸ごと性器になったかのような快感だった。

			　ドクン、ドクンと陰茎が脈動し、ありったけの精液を勢いよく飛びちらせるたび、腑抜けになりそうな恍惚感で身体も心もうっとりととろけたようになってしまう。

			「あっ……ああぁ……ハアァァン……」

			「か、花梨先生」

			　艶めかしい呻きを耳にして、ようやく博己は我に返った。見れば花梨はビクビクと身体をふるわせ、この世の天国に酩酊めいていしている。

			「は……入って……くる……ヒロのちんぽ、汁……いっぱい……いっぱい……」

			「先生……」

			　しまった、よく考えたら中出ししちゃったじゃないかと博己は気づいた。

			　だが今さらそんなことに気がついてもあとの祭りだ。彼の怒張はズッポリと女教師の膣奥深くまで埋まりきったままである。

			「か、花梨先生!?」

			「オ……オッケー……いいのよ……いいの……アァァン……」

			　博己の言いたいことに、すぐに気づいたようだった。花梨はなおもエロチックにその身をふるわせつつ、うっとりとした顔つきでふり返る。

			「大人に……なれたね、ヒロ」

			「先生……」

			「ンフフ」

			　色っぽい笑顔で、花梨は微笑んだ。その目はまだなおとろんと濁り、アクメの余韻からなかなか抜けられずにいることを雄弁に物語っていた。

			


			「なにか……あったのかな……」

			　──そのころ。校舎の三階片隅にある空き教室では、由紀奈がポツリとつぶやいていた。腕時計で時間をたしかめ、眉をひそめて入口の引き戸をじっと見る。

			「もうちょっと……待ってみよう……」

			　自分に言い聞かせるように小声で言った。ひとつ大きく深呼吸をして、窓の外へと視線を転じる。

			　抜けるようなブルーだった広い空は、次第に茜色あかねいろへと変わりつつあった。

		

	

			第三章　寝取られ地獄の黒髪教師

			


			１

			


			（まさか……こんなことになってしまうなんて……）

			　由紀奈は一人、職員室の自分の席で心を乱していた。思いもよらない事態へと引きずりこまれ、もう少しで自制心を失いそうになっている。

			　博己に待ちぼうけを食わされた翌日のことだった。

			　由紀奈の脳裏に、ついさっき二人きりの場で交わした花梨との会話が蘇る。

			　それは言うなれば、花梨からの宣戦布告だった。

			　──松枝先生。私、あなたのしたこと、全部知ってるのよ。

			　冗談めかしてはいたものの、花梨の目はこれっぽっちも笑ってなどいなかった。細めて睨む美麗な瞳には、ギクッとするような敵意が見え隠れしている。

			　──大ごとにしないでおいてあげるから、これ以上一人の生徒と特別な関係を結ぼうとするような真似はやめておいたほうがいいんじゃないかしら。

			　花梨はそう言って、由紀奈を糾弾した。どうやら面談室でのできごとを、見られてしまったようである。

			　そんな花梨に、由紀奈はなにひとつ反論できない。非はこちらにあった。それに、このデリケートな問題には博己の将来もかかっている。

			　昨日、博己が空き教室にこなかった理由とも、花梨は深く関係していた。博己は彼女に「帰りなさい」とさとされて、家へと帰っていったようだ。

			　そのあとすぐに、花梨が空き教室に出向かなかったのは「行けば感情を爆発させてしまいかねなかったから」だと説明された。

			　一日時間を空け、自分もしっかりと頭を冷やした上で由紀奈に抗議をしようと思ったと言われ、由紀奈は「すみません……」と肩を落とした。

			　もう、しません──由紀奈はそう言うしかなかった。

			　もしこれ以上、罪もない生徒に教師として許されない行為を働いたら、なにもかも公にするとまで花梨は言った。

			　自分はいい。すべては由紀奈がはじめたこと。責任を取れというのなら、身を処す覚悟はとっくにできている。

			　だが、博己は言うなれば被害者だ。

			　自分にあんなことをされたがためにいろいろと噂うわさになり、よけいな苦しみを背負わせるようなことになってしまっては本末転倒もいいところである。

			　こんなに早く終わってしまうなんてと空虚感に襲われながらも、由紀奈は花梨に頭を下げた。今日は一度だけ、チラッと博己とニアミスをしたが、由紀奈を見る少年の顔つきはいかにも複雑そうだった。

			　花梨先生との間にそんなやりとりがあったからだったのねと、今さらのように得心しながら、由紀奈は自分の心が糸の切れた凧のようになるのをぼんやりと自覚したのだった。

			「どうしたんです、松枝先生」

			　すると、藤ふじ野のという名の女性教頭が、きょとんとした顔で由紀奈を見下ろす。自分でお茶を淹いれてきたらしき湯飲み茶碗を持っていた。

			「……えっ」

			「はじまりますよ、授業。たしか次は一年生のクラスでしたよね」

			「あっ……」

			　しまった──浮き足立った由紀奈は、驚いて壁時計を見た。なんということだ。本当にもう授業がはじまってしまうではないか。

			「す、すみません」

			　恐縮し、急いで準備をする。わたわたと慌てる由紀奈を見て、藤野は「しっかりとお願いしますよ」と嫌みっぽく言い、その場を離れた。

			（ほんと、しっかりしなくちゃ）

			　恥ずかしさのせいで顔が熱くなっている。授業のために必要なものを素早く揃え、職員室をあとにした。

			　始業のチャイムが鳴る。授業に遅れそうになった生徒たちが、バタバタとそれぞれの教室に駆けこんでいく姿が見えた。

			　職員室は校舎の一階にある。平成時代に建てられたという近代的な校舎は三階建てで、一階には一年生たちの教室が並んでいた。

			（遅刻になってしまった）

			　私としたことがなんという失態かと重苦しい気持ちになりながら廊下を急いだ。生徒たちのように校則もなんのそので走るわけにもいかず、足早に廊下を進んでいく。

			（……えっ？）

			　そのときだった。無人になりかけた廊下の彼方──職員室のあるこちら側とは正反対とも言える場所に、一人の女性のうしろ姿を発見する。

			（花梨先生）

			　そう。それは間違いなく花梨だった。

			　この学園に、あんなに色っぽいうしろ姿を堂々とアピールしながら歩く女性教師は、花梨のほかには誰もいない。

			　花梨は廊下を曲がると、不意に姿を消した。階段を上りはじめたのだと、すぐにわかった。

			（……どこに行くのかしら）

			　教室へと向かいつつ、由紀奈は眉をひそめた。たしかこの時間、花梨の授業はなかったのではあるまいか。

			　いつもの彼女なら、職員室でお茶を飲みながら次の授業の準備をしたり、てきぱきと事務作業をしたりしているはず。また、今日の彼女は校内外の巡視当番でもない。

			（…………）

			　上階になんの用事があるのかしらといぶかった。

			　授業のない花梨がなにをしていようと自分とはなんの関係もない。いつもの由紀奈なら一顧だにしないところである。

			　だが──。

			（……気になってしまう）

			　由紀奈は不穏な胸騒ぎを覚えた。

			　理屈ではうまく説明ができない。本能が──由紀奈の動物的ななにかが、強く、激しく警告のシグナルを発している。

			　由紀奈は花梨が気になりながら、教室の前まできた。もう一度教室の先、花梨が姿を消した階段のほうに視線を向ける。

			「うう……」

			　かぶりをふって、いやな予感をふり払った。由紀奈は気持ちを切りかえようと、ひとつ大きく深呼吸をして、教室の引き戸をすべらせた。

			


			２

			


			（私ったら、なにをしているの……）

			　授業中だというのにと、由紀奈は教師としてあるまじき自分の行動にうしろめたいものを覚える。

			　授業を受け持つ生徒たちには、自習を命じて教室を離れた。無人の階段を足早に、階上へと移動している。

			　二階へと到達した。だが由紀奈は、躊躇なく三階へと上がろうとする。彼女を突き動かしている「いやな予感」は、もはや度しがたいほどになっていた。

			　やがて、由紀奈は三階へとたどりついた。廊下に顔を出すと、当然そこはがらんとしていて、人っ子一人いない。

			　授業中である教室のひとつからは、生徒たちの笑い声が聞こえてくる。

			「…………」

			　ふわりと黒髪をなびかせ、校舎の端のほうに歩きだした。そちらには、昨日の放課後も訪れた空き教室が二つ並んでいる。正確には「余裕教室」と呼ばれるものだ。

			　この学園では恒常的な生徒数の減少に伴い、三階のそれらが、ずっと使われないまま放置されていた。

			　一階と二階にも、同じような教室はある。

			　だがそれらは、文化系クラブの部室として使用させたり、吹奏楽クラブ、ダンスクラブの練習室として使用させたりと、なにがしかの形で利用されていた。

			　だが三階の空き教室だけはずっとほったらかしで、生徒たちにも無断での出入りを禁じている。教員たちも、巡視当番が決まった時間にチェックに出向くほかは、職員室から遠いこともあり、誰もくることはないような場所だ。

			　──だから、さぼるときはうってつけよ。ンフフッ。

			　そう由紀奈に教えてくれたのは花梨だった。

			　昨日、由紀奈が博己との個人授業の場をそこに求めたのも、花梨からそんなことを教えられていたからである。

			　そうした内緒の行動のせいもあり、なぜだか由紀奈は、やたら「その場所」が気になった。自分でも、この変な胸騒ぎの正体はいったいなんだろうと、不思議に思うほどトクトクと心臓が鳴っている。

			（な、なにもなかったら……すぐに回れ右をして帰ればいいんだから）

			　自分自身に言い聞かせるように心でつぶやき、由紀奈は空き教室にたどりついた。

			　無人の教室は、二つ並んでいる。

			「……？」

			　入口の引き戸にはめられた窓ガラスから、こっそりとなかの様子を見た。

			　誰もいない。

			　たしかめた由紀奈は足音を立てないよう気をつけながら、校舎の最奥さいおうにあるもうひとつの教室に向かった。

			「ちょ……せ、先生……」

			（えっ）

			　すると、件くだんの教室からとまどったような男の子の声がした。しかも由紀奈はその声を、この学園にいるほかのどんな少年の声よりもよく知っている。

			（まさか）

			　いやな予感が当たってしまったのかと動揺した。慌てて教室に駆けよる。左の胸の奥が苦しいほど、とくとくと鼓動するのを感じながら引き戸に近づいた。

			　そろそろと、ガラス窓からなかを覗く。

			「──っ!?」

			　今にも悲鳴をあげそうになり、由紀奈は慌てて口を押さえた。

			「先生……むんぅ……!?」

			「あァン、ヒロ……ヒロ……んっんっ……ンハアァァ……」

			（ちょ……ちょっと。ええっ……!?）

			　虫の知らせに誘われて、ここまでやってきたはずだ。だが実際にこんな場面と遭遇すると、由紀奈は激しく取り乱す。

			　二人は、教室のなかほどの席にいた。花梨は驚く博己の唇を、強引に奪って顔をふっている。

			「ヒロ……んっんっ……ごめんね、我慢、できなくなっちゃったの……」

			「か、花梨先生……やめて、んああぁ……」

			（ヒ……ヒロくん！）

			　目を見開いたまま、由紀奈は教室内を凝視した。

			　博己は椅子に座っている。花梨はそんな彼に覆いかぶさるように前のめりの格好になり、少年の顔を両手で包んで、狂おしい接吻をつづける。

			「ヒロは？　んっ、んぢゅ……私と……またエッチしたくならなかった？」

			「せ、先生……」

			（──っ！　なんですって……）

			　ヒロくんが……花梨先生とエッチ──!?

			　花梨が口にした言葉を耳にして、由紀奈はめまいを起こしそうになった。

			　それでは昨日、博己が自分のもとにやってこなかったのは、花梨とどこかでセックスをしていたからか。

			「ヒロ、はぁはぁ……私は、したくなっちゃった……」

			　ちゅぱちゅぱと熱烈なキスで少年の唇を奪いながら、せつなげな声で花梨は言う。

			「ええっ、ちょ、ちょっと待って……」

			　花梨の言葉に、博己は激しくとまどった。右へ左へと顔をふり、女教師から顔を反らそうとしながら、彼女になにかを訴えようとする。

			「気持ちよかったでしょ、ヒロ、私のオマ○コ……」

			「先生……」

			（や、やめて）

			　あられもない言葉まで口にしてのなりふりかまわぬ誘惑に、由紀奈は卒倒しそうになった。あまりのことに身体がふるえ、キーンと耳鳴りさえしはじめている。

			　それでは花梨は、由紀奈と博己の仲を引き裂こうとして、あのような脅しをしてきたのだったか。

			　そして、由紀奈が呆あっ気けなく退散したのをこれ幸いと、いよいよ本格的に牙を剥き、とろけるような色仕掛けで、少年を完全に自分の所有物にしようとしているのか。

			　花梨が企てていたらしい奸計かんけいの一部始終が、由紀奈なりの形で飲みこめた。

			　花梨が博己に好意を抱いていたことも意外だったし、博己がそんな彼女の誘惑に苦もなく負けてしまったらしいことも意外だったが、やはりなにより悔しいのは、そうとも知らずに尻尾を巻いて白旗を揚げようとしていた自分の人の良さである。

			「気持ちよくなかった、私のマ○コ？　誰にでもやらせてあげるわけじゃないのよ。私、ヒロのことが大好きだから──」

			「先生、待って。ほんとに待って」

			　愛の言葉をアピールし、熱っぽいキスをつづけようとする花梨を、博己は全力でストップさせた。そんな彼の迫力に気圧されたように、さすがの花梨も行為をやめる。淫靡な粘着音が響いていた教室を、突然沈黙が支配した。

			「ヒロ……？」

			「先生、あのね」

			　ちょっと離れて、というように、博己はやんわりと花梨を押す。花梨はしかたなさそうに上体を起こし、小首をかしげて博己の前に立った。

			「お、俺……俺、昨日ね……」

			「昨日……なぁに？」

			（ヒ、ヒロくん……）

			　どもりながらも、何ごとかを必死に訴えようとする博己を、由紀奈は花梨とともにじっと見つめる。

			「俺……」

			　言いにくそうにためらった。しかし博己は、覚悟を決めたように花梨を見あげる。

			「先生とのエッチ……メチャメチャ気持ちよかった」

			「まあ、ヒロ……」

			（あああ……）

			　博己の言葉に、花梨は幸せそうな笑顔になった。一方の由紀奈は、地面が抜けたかと思うような衝撃を覚える。

			「で、でもね！」

			　ところが、博己はさらに言葉をつづけた。花梨は笑顔のまま、そんな少年を見る。由紀奈も唇を噛んだまま、向かいあう二人をじっと見つめた。

			「でも……すごく後悔してる」

			「えっ」

			「先生、こんなこと言ってほんとにごめん！」

			　博己は花梨に頭を下げ、申し訳なさそうに謝った。花梨は虚を衝かれたようになる。

			「ヒロ……」

			「俺……じつは今、すごく気になっている人がいて……」

			「えっ」

			（──っ！　ヒロくん……）

			　花梨が息を呑んだ。だが気持ちは、由紀奈もまったく同じである。呼吸をすることさえできないほど緊張しながら、博己の次の言葉を待つ。

			「き……気になる人って？」

			　なかなか言葉を発しようとしない博己に、逸はやる気持ちを抑えきれない様子だ。花梨は大人の余裕をアピールして見せつつも、落ちつかない感じで少年に聞いた。

			「もしかして……松枝先生？」

			


			３

			


			「えっ」

			　博己は驚いて目を見開き、花梨を見あげた。図星を突かれたとでも言うようなその表情に、由紀奈は甘酸っぱく胸を締めつけられる。

			（ヒ……ヒロくん……！）

			「どうして、それを──」

			「松枝先生はやめておきなさい、ヒロ」

			　うろたえる博己に、ピシャリとした調子で花梨は断言した。

			（か、花梨先生）

			「えっ。なんで……」

			　博己は不審そうに眉をひそめる。そんな少年に、さらに花梨は言った。

			「あんな人を好きになっても、私とエッチするときみたいに、気持ちよくなんかなれないわよ、絶対」

			「あっ……」

			　花梨は博己の両手を取ると、自分の胸に導いた。博己の十本の指が、本人の意志とは関係なくたわわなおっぱいにふにゅりと埋まる。

			「せ、先生」

			　博己は動転したようだ。目を見開いて顔を引きつらせ、慌てて乳房から手を離そうとする。だが花梨はそれを許さない。少年の手の甲に自分の指を重ね「揉んで。ねえ、揉んで」とでも訴えるように、グニグニと白い細指を開閉させる。

			（ああ、い、いや。やめて、花梨先生……！）

			「きみはまだ子供だからわからないと思う。でもねヒロ、女はエッチな人が最高よ」

			「ちょ……先生!?」

			「昼は淑女、夜は娼婦。なんだかんだ言ってそういう女が一番いいの。昨日のセックスだって、私みたいな女が相手だったから、あんなに気持ちよかったんだから」

			「いや、ちょ、待って……待って、先生」

			　うろたえる博己に、実力行使に及ぼうとしているようだ。花梨は熱っぽく瞳を潤ませ、訴えるように博己に言う。

			「アイラビュー。アイラビュー、ヒロ。ねえ、今日も犯して……」

			「で、できないよ、先生」

			（ああ、待って）

			　困惑する博己の姿に、由紀奈は母性をかき立てられた。おそらく昨日、花梨は今のような怒濤のアピールで、彼を一時的に腑抜けにさせたに違いない。

			　その結果、少年はいっときの激情に流されて、花梨と身体の関係を結んでしまったのではないだろうか。

			（ヒロくん！）

			　だが博己はそれを後悔していた。激しく悔やんでいた。

			　少年が幼いころから、由紀奈は彼を知っている。博己の今の訴えが、正真正銘心からのものであることが由紀奈にはリアルに伝わった。

			　だとしたら……自分の取るべき態度など決まっている──。

			「どうしてできないの。アァン、ヒロの意地悪。昨日はあんなにも、ここをビンビンにさせて私を犯したじゃない」

			「わああっ」

			　花梨は媚びるように言いながら、その手を博己の股間にやった。敏感な部分にズボンの上からタッチされ、博己はビクンと、椅子の上で尻を浮きあがらせる。

			（やめなさい）

			　由紀奈は顔が熱くなった。

			　自分を支配するこの感情が、怒りなのか嫉妬なのか、じつのところよくわからない。わからないものの、これ以上はもう見ていられなかった。

			　引き戸の取っ手に指をかける。ガラリと大きく開け放った。

			「あっ」

			「……あらま」

			　突然現れた闖入者ちんにゅうしゃに、博己は顔面蒼白になった。一方の花梨は、おどけたような笑顔になる。博己が慌てて椅子から立った。花梨から距離を取る。花梨は開きなおったかのような顔つきになり、「なんか用？」とばかりに由紀奈を見た。

			「くうぅ……!?」

			　だが、由紀奈はもう花梨と話なんかしていられない。教室に飛びこむと、博己めがけて脇目もふらずに駆けよった。

			「あっ、ゆ、由紀奈先生……」

			「はうう……」

			　花梨が見ている目の前で、いとしい少年に抱きついた。博己がうろたえ、わたわたとしているのがよくわかる。背後では花梨が、聞こえよがしなため息をついた。

			（しまった）

			　自分がしでかしてしまった不始末に、由紀奈は天を仰ぎたくなる。つい感情に流されてこんなことをしてしまったが、してはならないことだった。

			　由紀奈は慌てて博己から離れる。少年に顔を見られるのが恥ずかしかった。取りつくろうように花梨のほうを向く。小さくひとつ咳払いをし、キッと彼女を睨んだ。

			「な、なにか……勘違いされてるんじゃありませんか、花梨先生」

			「……はあ？」

			　挑戦的な由紀奈の物腰に、受けて立ってやろうじゃないのとでも言うような態度で花梨が応じる。

			「勘違いって」

			「私……山辺くんの恋人になりたくて、あのようなことをしたわけではありません」

			「…………」

			　花梨がじっと、上目づかいに由紀奈を見た。こちらの心の奥底まで見透かしてやろうとでもしているような、意地悪な目つきである。

			「私は……教育の一環として、山辺くんを指導しています」

			「教育」

			「ええ。もう三十近い大人の女性なのに、罪悪感もなく高校生の生徒とエッチをしてしまうような花梨先生とは違うんです」

			「やっていることは似たようなものだと思うけど」

			　鼻で笑われる、という経験を生まれて初めてした。しかし由紀奈はひるまない。

			「全然違います。私は事情があって、山辺くんに性の個人授業をしています。でも、あなたみたいな女性に身勝手なことをされたら、山辺くん、そのときは一時の気持ちよさに負けても、結局、よけい人生をこじらせることになってしまう」

			「ゆ、由紀奈先生……」

			　後ろから博己が、とまどったように由紀奈を呼んだ。由紀奈はそんな彼に目もくれず、自分の感情を花梨にぶつける。

			「だから山辺くんのこと……あなたなんかには任せられない。無垢むくな男の子を、大人の女の勝手な欲望の餌食にするのはやめてもらえませんか」

			　怒気を滲ませた由紀奈の態度に、花梨もいささか圧倒されたか。忌々しげに由紀奈を睨むも、しばし花梨はなにも言えず、悔しそうに唇を噛む。

			「へえ……大人の女の勝手な欲望。私、何度もヒロに、アイラブユーって言ってるんだけど」

			　やがて花梨は、反旗を翻ひるがえすように言った。「そうよね、ヒロ」と同意を求められ、博己が「うう……」と困ったように呻く。

			「百歩譲ります。たとえあなたがそう言ったとしても、山辺くんは先ほど、その気持ちには応えられないと拒んだはずです」

			　由紀奈は負けなかった。博己を守るためならば、なんだってすると花梨への対抗意識を剥きだしにしている。

			「もう、この子を困らせるのはやめてもらえませんか。私のことを告発するというのなら、私もあなたを告発します」

			　あながちブラフとも思えないはずの、迫真の感情が籠もっていた。花梨はキッと由紀奈を睨み、ややあってまたしても「フッ」と鼻を鳴らす。

			「馬鹿みたい……なにが性の個人授業よ」

			　心からの侮蔑の気持ちを叩きつけてきたかのようなトーンだった。憎々しげに花梨は言い、挑発するように由紀奈を見る。

			「知ってる？　あなたみたいな、教育者面したお堅いオンナといくらエッチしたって、男の子は楽しくないの。そうでしょ、ヒロ」

			　いきなり博己に同意を求めた。

			「いや。そ、そんな──」

			　博己は慌てた様子で否定しかける。だが感情の制御が効かなくなりはじめたらしい花梨は、すぐさま彼の言葉をさえぎった。

			「由紀奈先生。教育だかなんだか知らないけど、エッチでこの子をどうにかしようとするんなら、とんでもないスケベさを、あなたはこの子に見せてあげられるの？」

			「えっ……」

			「エッチっていうのはね、男も女もスケベにならなきゃ意味がないの。知識じゃなくて身体で教えるものなの。頭でっかちなだけの性教育なんて百害あって一利なしよ」

			「か、花梨先生……」

			「エッチになれる？　私に勝てる？　言っちゃなんだけど、私相当スケベよ。なんならあなたのやろうとしている性教育、代わりに引き受けてあげましょうか。それなら私がヒロの相手をしても、なんの問題もないんじゃない」

			「うう……」

			　挑むような調子で答えを求められた。内容が内容だけに、さすがに由紀奈は即答できない。そんな教師二人の緊迫感溢れるやりとりに、博己が浮き足立った。

			「あ、あの、二人とも──」

			「ヒロは黙っていて」

			　間に割って入ろうとする彼を、厳しい調子で花梨は制した。そんなハーフ教師のピリピリとした態度に、博己もグッと押し黙る。

			「これはね、ヒロ……教師と教師の会話なの。ううん、女と女の、かしら」

			　そう言って由紀奈を睨んだ。

			　ただならぬその迫力に、今度はいささか由紀奈が気圧される。

			「偉そうに御託を並べるのなら、それ相応のことがちゃんとできなきゃねってことを、私は由紀奈先生に言っているの」

			「うっ、か、花梨先生……」

			　由紀奈は呻き、反論しようとした。

			「どう、できるの、先生。お堅いあなたに、私に負けないほどエロいエッチ──」

			「で、できます！」

			　いつになく熱くなってしまっていることに由紀奈は気づいた。でなければ、こんな風に理不尽な挑発に、あっさりと乗ってしまうような女ではないはずだ。

			（ああ。私ったら……）

			　断言してしまってから、一抹の後悔にとらわれた。目の前の美しい教師はしてやったりという顔つきで、ニヤリと口角を吊り上げる。

			「言ったわね。いいじゃない、気に入ったわ」

			　そう言うと、澄ましたポーズで「さあどうぞ」とでもいうように由紀奈をあおった。

			「じゃあ今日の放課後にでも、さっそくやってみせてもらいましょうか。教師に二言はないわよね、由紀奈先生」

			


			４

			


			（ああ、由紀奈先生……）

			　それにしても、俺の高校生活はいきなりどうしてしまったんだと、博己はわけがわからなかった。

			　由紀奈の手コキで射精をし、花梨とのセックスで童貞を失った。

			　そして、それらの動揺も醒めやらぬなか、今度は当の女教師二人が敵意を露わにして対峙している。

			「ううっ……」

			　由紀奈は博己の隣で萎縮していた。見ているこちらが申し訳なくなるほど、羞恥と緊張にふるえている。

			　ここは、花梨の家。博己が両親と暮らす中古の一軒家とは別世界のような、この町一番のタワーマンション、その上層階である。

			　広々としてゴージャスな、リビングルームに三人はいた。

			　開放的な窓からは、茜色へと変わりはじめた大きな空がどこまでも広がっている。

			　由紀奈と博己は革張りの白いソファに座っていた。由紀奈は一人掛けのソファに座った花梨から「さあ、はじめなさいよ」とからかうようにあおられている。

			　よぶんなものはなにもない、シンプルながら高級感溢れる部屋だった。要所要所に配置された豪奢ごうしゃな観葉植物の数々も、この部屋のセンスの良さに寄与していた。

			「まさか……この期に及んで『やっぱりできません』なんて言うつもりじゃないわよね、由紀奈先生」

			　花梨の美貌には、サディスティックな気配が色濃く滲みだしていた。すらりと長い脚を組み、ソファの背もたれに身体を預けている。

			　日没までにはまだ間があったが、花梨はすでにワイングラスを傾けていた。

			　白い細指でもてあそぶ高価そうなグラスのなかでは、血の色をした赤い酒が甘い匂いをふりまいている。

			「そ、そんなこと……言いません……！」

			　由紀奈は花梨の挑発に、声をふるわせて気丈に応じた。意を決したようにソファから立ち、握った拳をわなわなと博己の眼前でふるわせる。

			（由紀奈先生……）

			「あっそ？　じゃあ、なにをするつもり」

			　小ばかにしたような声の調子で、歌うように花梨は言った。

			　つまみも食べずに飲みはじめたワインのせいもあるのか、学園にいるときよりも、見る見る妖艶な雰囲気が目立つようになってきている。

			「そ、それは……」

			　花梨のつっこみに、由紀奈は弱々しく視線を泳がせた。

			　教師二人の感情の応酬に翻弄ほんろうされ、ふりまわされっぱなしの感もある博己は、「二人とも、なにもそこまで意地にならなくても……」と由紀奈にも花梨にも、ちょっぴり不安に駆られている。

			　しかし二人は、そんな博己の思いなどまったくおかまいなしである。

			「こ、個人授業の、第二弾は……まず、女の人のおっぱいについて、たっぷりとレクチャーして──」

			「はあ？　くだらないこと言わないでよ、由紀奈先生」

			　個人授業の第二弾はおっぱい中心の講義だということは、由紀奈が前から言っていたことだ。だが、それを聞くなり花梨は失笑し、呆れた様子で由紀奈を笑う。

			「ねえ、いい？　ヒロはね、もう私とセックスまでしてるのよ」

			「ちょ……か、花梨先生……」

			　あまりにあけすけな花梨の言葉に、いたたまれなさがつのった。博己はやんわりと、大胆な花梨を制そうとする。しかし花梨は平気の平左だ。

			「セックスまで経験して、童貞とさよならした男の子に、今さらおっぱいの講義だなんてばかにするなって怒られるわよ。くだらなすぎて笑っちゃう」

			「で、ですが──」

			　これ見よがしにこき下ろす花梨に、由紀奈は防戦一方に見えた。嘲笑う女教師になにも言えず、悔しそうに唇を噛んだかと思うと反発したように聞く。

			「だ……だったら、どうしたらいいというのですか」

			　すると、花梨の瞳がキラリと光った。待ってましたと言っているかのように博己には思えた。

			「決まってるじゃない。オマ○コ見せなさいよ、由紀奈先生」

			「──えっ」

			　そのものズバリの物言いに、由紀奈はフリーズする。博己も驚き、花梨を見た。

			「ちょ……ちょっと、花梨先生!?」

			「オマ○コ見せるしかないでしょ。でもって、セックスさせてやりなさいよ。股の間に隠してるあなたのオマ○コで、ヒロにセックスの気持ちよさを教えてやるしかないじゃない、もう」

			「で、ですが」

			　由紀奈が美貌を引きつらせた。しかし花梨はイケイケだ。

			「お堅くないんでしょ、あなたの股間にあるオマ○コは、あなたみたいにはさ。いやらしくってほかほかしてて、男の子を腑抜けにさせるメチャメチャ気持ちのいいものを持ってるんでしょ」

			「ううっ、あ、あの──」

			　揶揄するように強弁する花梨に、由紀奈は声をふるわせて反駁はんばくする。

			「わ、わた、私……セ、セセ、セックスまで……山辺くんとするつもりは……」

			「えっ。なんでよ。あなた、ヒロの性教育をしてるんでしょ」

			「花梨先生。ゆ、由紀奈先生には、カレシがいるから……」

			　見かねた博己は二人の会話に割って入った。花梨は「はあ？」と博己を見つめ、

			「カレシ？　そんなのいるの、由紀奈先生」

			　さも意外そうに由紀奈に聞く。

			「は、はい……」

			　由紀奈はいたたまれなそうに小声で答え、ますますその顔を真っ赤に染めた。

			「ハッ！　ばかばかしい。いようがいまいが、そんなの関係ないじゃない」

			　花梨はいよいよ、攻撃的な感情を爆発させた。ワイングラスを手に身を乗りだし、片手の指で由紀奈をさす。

			「そんな中途半端な性の手ほどきなんて、くだらなすぎてものも言えないわ。それじゃあなに。女の身体はこうですよとか言っておっぱい触らせたりしておきながら、最後までは教えてやらないの？　この子を悶々とさせたまま『あとは自分で女を見つけてなんとかしなさい』とか、ひどいこというわけ？」

			「そ、それは……」

			　怒りを露わにした花梨の意見に、ますます由紀奈は縮こまる。そんな二人の間で、博己は困惑してオロオロするばかりだ。

			「か、花梨先生。別に俺、それでもいいんだ」

			「なんでよ、ヒロ!?」

			　とりなそうとする博己にまで、花梨は怒りの矛先を向けた。

			「だってあんた、由紀奈先生が好きなんじゃないの」

			　花梨のその言葉にハッとしたようになった。由紀奈は柳眉を八の字にゆがめ、複雑そうな顔つきになってこちらを見つめる。

			「い、いや……て言うか……恋人がある独身の先生に、お、俺……そんなことまで頼めないよ……」

			　博己は慌てて言った。しかし花梨は納得しない。

			「だってそもそも、こんなくだらないことをはじめたのは、由紀奈先生じゃない」

			「そ、それはそうだけど……あ、『くだらない』わけじゃないけどさ……」

			　博己は由紀奈を気にして答えた。由紀奈はうなだれ、苦渋に美貌をゆがめている。そのむちむちとした身体は、相変わらずかすかにふるえていた。

			「で、できるところまでしてくれるだけで、俺、いいんだ……」

			「どうして!?　由紀奈先生が好きなのに？　そんな中途半端な性教育で、ヒロはほんとに満足なの？」

			「いや……だ、だって──」

			「あり得ない！　そんなの絶対おかしいわ！」

			「あっ──！」

			「きゃああ!?　か……花梨先生！」

			　博己が驚き、引きつった由紀奈の悲鳴が部屋のなかいっぱいに響いた。

			　いきなりソファから飛びだした花梨が、博己を引っぱって床へと押したおす。毛足の長いカーペットの上に転がされた博己は、思わぬ展開に目を白黒させた。

			「ちょ、花梨先生、なにすんだよ」

			「なにって……教えてあげるのよ、この堅物オンナに」

			「えっ、ええっ？」

			「ほんとの性教育を……はぁはぁ……思春期の男の子にエッチの気持ちよさと、そんなことが一緒にできるオンナという生き物がどんだけ素晴らしいかということを教えるには、これぐらいしなきゃダメって論より証拠で教えてやるの！」

			　花梨は言いながら、問答無用とばかりに博己の服を毟りとっていく。

			「ああ、ちょ……花梨先生……」

			　すさまじい展開に呆気にとられ、博己は手足を思うように動かせない。そして、身体も心もフリーズしたようになったのは、由紀奈もまったく同じのようだ。

			「はうう、か、花梨先生……やめて……やめてください……」

			　立ち上がっていた由紀奈は、花梨と博己に場所を譲るかのように後ずさった。

			　両手を口に当て、信じられないものでも見るように大きく瞳を見開いて、カーペットの上の二人を見る。

			「やめてくださいじゃないわよ。あなたにできて、由紀奈先生？　オマ○コよ。スケベなことしか頭にない男の子に、自分のオマ○コを見せられる？　こんな風に……」

			「か、花梨先生、やめてくれって。俺……あああ……」

			　血気に逸った花梨の行動は、もはや怖いもの知らずだった。

			　シャツも下着も脱がされた博己は、今度はボクサーパンツごと、ズルリとズボンを脱がされてしまう。ついでとばかりにハーフの女教師は、二つの靴下も毟りとった。

			　少年の股間の一物は、言うまでもなく力なく萎れたままの状態である。

			「い、いやぁ……」

			　あっという間に全裸にさせられた博己に、由紀奈は悲愴な声をあげた。

			「フッ！」

			　そんな由紀奈に勝ちほこったように鼻を鳴らし、あっという間に花梨は自らも、一糸いっしまとわぬ姿になる。

			（ああ、す、すごい……花梨先生の裸……！）

			　異常とも言える状況にとまどう気持ちはありながらも、童貞を失ったばかりの十七歳の少年に、やはり女性の全裸はとてつもないドラッグだった。一糸まとわぬ花梨の裸は、むせ返るようなエロスを放ちながら、むちむちと肉感的な魅力を見せつける。

			　色白で、どこもかしこもやわらかそうな圧巻のダイナマイトボディ。手も脚もすらりと長くスタイルがいいのは、西洋人の遺伝子のなせるわざであろうか。

			　しかし、博己の視線を釘付けにさせるのは、胸もとのたわわなおっぱいだ。

			　こうして見るとＨカップ、百センチ超はダテではない。迫力たっぷりに盛りあがる乳塊は、まさに小玉スイカ。重たげにたぷたぷと房を揺らし、白い肌に艶めかしい肉のさざ波を立てる。

			　乳先を彩る乳輪と乳首は、昨日も目にしたエロチックなピンク色だ。

			　ほどよい大きさを描く乳輪の真ん中でサクランボのような丸みを見せつけて、一段深い色合いをしたピンクの乳首が勃起している。

			（それに……このヒップ！）

			　気圧された博己は、床に仰臥ぎょうがしたまま魅惑の裸に恍惚となった。

			　えぐれるようにくびれた細い腰から一転し、乳房に負けじと豊満な臀肉がパツンパツンに張りだしている。

			　肉体の黄金比をあっさりと逸脱するお尻の迫力は、まさにおっぱいといい勝負だ。

			　こんな乳房とヒップを持つ美女が好色でもあるだなんて、神さまはなんと罪作りなおかたであろう。

			「はぁン、ヒロ……見せてあげるわね……はぁはぁ……」

			　花梨は早くも猛烈に欲情していた。お酒の酔いでいささかとろんとしていた表情に、今度は興奮による妖しい朱色が加わりだす。

			「か、花梨先生……あっ……」

			　なにを見せるつもりだと、いぶかるいとますら博己にはなかった。全裸になった花梨は色っぽい挙措で少年の身体をまたぎ、彼の肩のあたりまで移動する。

			「い、いやッ……なにをするんです、花梨先生」

			　今にも泣きそうな声をふるわせたのは由紀奈である。見れば由紀奈はその目に涙を溜め、オロオロと立ち尽くしている。

			（由紀奈先生……）

			「なにって……だから言ってるでしょ」

			　ライバル心を剥きだしにした口調で言うと、花梨は由紀奈を横目で見つめた。色っぽい笑みまで浮かべてみせる。

			「オマ○コ見せてやるの、ヒロに。あなたにできて、由紀奈先生？」

			「──えっ」

			「ヒロ……見て。あなたを大人にしてあげた、あの気持ちのいいオマ○コよぉ……」

			　男の情欲をくすぐる艶めかしい声で言った。花梨はいきなり腰を落とし、和式便器にでもしゃがむような扇情的せんじょうてきな格好になろうとする。

			「ああ……」

			　博己は驚いて目を見開いた。なにひとつさえぎるもののない剥きだしの淫肉が、とまどう少年をからかうように、一気に眼前に近づいてくる。

			　ヌメヌメと、いやらしい粘りに満ちていた。紅鮭色の牝粘膜は、ヒクヒクと喘ぐようにひくついている。

			　甘酸っぱさいっぱいのいやらしい香りが途端に濃厚になった。「オマ○コよ、ヒロの大好きなオマ○コよ」とでも訴えるように近づいてくる卑猥な物体に、博己は思わずペニスをキュンとうずかせる。

			「か、花梨せんせ──ンムブゥ……」

			「アッハアァン」

			「いやああああっ！」

			　博己がくぐもった声をあげ、花梨が官能的な喘ぎをこぼして気持ちよさそうに天を仰ぐ。由紀奈の取り乱した悲鳴が、タワマンの広い部屋いっぱいに響きわたった。

			「むぐぅ、んんぐぅ……」

			「ハアァァン、ヒロ……そんなに暴れないで。あっあっ、アハアァ、オマ○コ、か、感じちゃうンン」

			（う、嘘だろ。花梨先生のマ○コが、お……俺の顔にッ！）

			　博己はカーペットの上で、炒いためられる海老えびのように身体を跳ね躍らせた。なにしろヌメヌメと温かな牝の淫花に、いきなり顔面いっぱいをふさがれたのである。

			


			５

			


			　花梨の妖華は、ねっとりといやらしいぬめりを帯びていた。

			　その感触は、とろみをたたえた生牡蠣で顔を撫でられているかのよう。しかもこの牡蠣はとんでもなく温かで、鼻の奧までつんとくる甘酸っぱい匂いも、これでもかとばかりにふりまいている。

			「んおっ、おお、先生……」

			「舐めて、ヒロ。昨日みたいに。昨日もヒロ、私のオマ○コ、すっごく興奮してペロペロしたじゃない……」

			「い、いやああ。そんなこと言わないで！」

			　花梨はいやらしく腰をくねらせ、とろけた牝貝を博己の顔面に擦りつけた。少年の顔はあっという間に、卑猥なぬめりでドロドロになる。

			　そんな花梨の蛮行に、嗚お咽えつ交じりの悲鳴を爆発させたのは由紀奈である。花梨の女陰に顔を圧迫されているためよくはわからないものの、フリーズする由紀奈はかなりパニックになっている気がした。いや。そんなことより──。

			「んぐぅぅ、花梨、先生……く、くるしい……」

			　艶めかしく擦りつけられるとろっとろの肉貝に、はっきり言って呼吸すら困難になっている。博己はパクパクと口を開けたり閉じたりし、酸素不足になっていることを、切れ切れの声で訴えた。

			　そんな博己に、媚びたようなセクシーな声で花梨はさらに言った。

			「あぁん、舐めて、ヒロ。舐めてくれなきゃ、離れてやらない、ハアァン」

			　早く早くとねだるかのように、ぬめる媚肉を少年の口から鼻の穴にかけて何度も往復させる。

			「で、でも……」

			（ああ、苦しい！）

			「舐めて。ねえ、舐めて。早く。ねえ、早くンン」

			「くうぅ……!?」

			　思うように呼吸ができず、頭が朦朧もうろうとしてきてしまう。

			　苦しさと、白濁してきた理性をどうすることもできず、博己は花梨に乞われるがまま、とうとう口から舌を飛びださせた。

			　……ネチョッ。

			「ハッアアアァン」

			　苦しまぎれに突きだした舌が、メカブだかナメコだかのとろみを思わせる濃厚なぬめりに包まれた。舌はそのまま、いやらしい粘膜をねろんと舐め上げる。

			　その途端、花梨はケモノのような声をあげて歓喜を露わにした。さらにエロチックな腰のふりかたで、いっそう激しく少年の舌に恥裂のあわいを擦りつける。

			　……ヌチョ。グチョ、ヌチョ。

			（おおお……）

			「ハアァン。アッハアァ。き、気持ちいい！　気持ちいいわ、ヒロ！　ハアァン」

			「ああ、やめて。いや。やめて、ヒロ……山辺クゥゥン！」

			　いよいよ本格化してしまった花梨と博己のまぐわいに、由紀奈が涙に濡れた悲鳴を炸裂さくれつさせる。しかし──。

			「ど、どうしよう……だって……だって……むはあぁぁ……」

			　……ピチャピチャ。ねろん。レロッ。

			「アハアァ。いいわ、いいわあ、ヒロ。もっと舐めて。舐めて舐めて。あああぁッ」

			「うおっ、うおおお……」

			　博己はもはや、淫らなクンニをやめられない。

			　わかっている。こんなことをしていていい状況ではまったくない。

			　しかし、これが本能なのか。ヌメヌメと蠱惑的なとろけマ○コを舐めしゃぶれば舐めしゃぶるほど、裸の身体が一気に加熱し、危険なクスリでも注入されたかのような情欲が高まってくる。

			（ああ……勃起しちゃった……！）

			　猥褻なクスリは、当然ペニスにも淫熱を感染させた。大人しく萎れていたはずの男根に血液が流れこみ、海綿体がムクムクと、せつない膨張を開始する。

			「むおっ、か、花梨先生……んっんっ……」

			　……ピチャピチャ。れろん、ちゅぶ。

			「ハァァン。ああ、気持ちいい！　見て、由紀奈先生。ヒロが私のオマ○コ舐めてる。ヒロにとっては特別な、私のグチョ濡れマ○コを」

			　花梨は派手な喘ぎ声をあげてよがりながら「もっと、もっと」とあおるかのように、クネクネと尻をふってぬめり肉を少年に擦りつける。

			　舐めしゃぶられたことで一段と快感が増したらしい蜜園は、ヒクン、ヒクンと膣穴をひくつかせ、煮こんだばかりの牝汁を涎のように溢れさせる。

			「おお、花梨……先生……むはぁ……」

			「い、いや……やめて……やめてええ。花梨先生も山辺くんも……そんなことしないで……うー」

			「由紀奈、先生……」

			「だ、だめよ、やめちゃダメ、ヒロ！」

			　とまどう博己の心の内を花梨は瞬時に察したようだ。うろたえて慌てて背後を向く。そして「ああ……」とうれしそうな吐息をこぼした。

			「あぁン、ヒロッ！」

			「わああっ」

			　花梨は身体を反転させ、博己の顔から股間を離した。納豆さながらの濃く太い粘糸が何本も何本も、少年の顔面と女陰の間に伸びる。

			　花梨がニギッとつかんだのは、戦闘状態になってしまった肉棒だ。

			　四股を踏む相撲取りさながらの品のないポーズで足を踏んばり、中途半端に尻を上げたまま、握ったペニスを幸せそうに、しこしこ、しこしことしごき立てる。

			「うおお、花梨先生……」

			「アッハアァ、ヒロ……硬くなってる……いいのよ、これで。気持ちよくなろうね、今日も。私のオマ○コで、ヤラせてあげるから！」

			「い、いやああ……いやあああっ……！」

			　あられもないポーズのまま、花梨は狂ったようにペニスをしごいた。

			（ああ、ま、丸見え）

			　物理的な刺激にさらされる陰茎にもしびれるほどの快感が走ったが、そんな快感をいっそう増幅させるのが、目の前でくねる花梨の卑猥な部分の眺めだ。

			　蓮はすの花のように開いた肉割れが、たっぷりの潤みを見せつけながらヒクン、ヒクンと喘ぐように収縮した。サーモンピンクの粘膜湿地からは、シロップさながらの濃い粘りが、糸を引いて何本も、博己の身体へと伸びて揺れる。

			　しかも、いやらしくひくついているのは割れたザクロを思わせる牝華だけではなかった。臀肉の谷間の奧底では、薄桃色をした肛門が一緒になって弛緩と収縮をくり返す。興奮のせいか、それとも激しい動きによるものか、花梨の美肌は早くもじっとりと汗の微粒を滲ませた。

			　その上、そうしたいやらしい部分をあれもこれもと見せつけながら、花梨はガニ股のままだった。

			　高貴な顔立ちを持つ美人教師とも思えないえげつないポーズは、すさまじい破壊力。博己は「うう……」と呻きつつも、さらにペニスをいきり勃たせてしまう。

			「ンッハアァ、ヒロ、ちんぽ硬い……お、おっきいの。あぁァン、ヒロオオォ」

			「うわああっ」

			　……グチョグチョ、ヌチョヌチョ、グヂュッ。

			　花梨は博己の股間へ移動すると、再びこちらに向き直った。あられもなく両脚を開いて踏ん張り、卑猥な汁音を響かせておのが牝裂けに亀頭を擦りつける。

			　性感を露わにした生殖器を、ヌルヌルした女陰で擦過される刺激は激甚だ。博己は裸身をのたうたせ、強烈な電撃になすすべもなく身悶える。

			「ああ、いやッ、やめて……それ以上はほんとにやめて！」

			「ゆ、由紀奈先生……ううっ……」

			　誰がどう考えても、この先の展開などひとつしかないと決まっていた。由紀奈は声をふるわせて、惨めな哀訴の悲鳴をあげる。

			　しかしそうした由紀奈の懇願に、花梨が耳を傾けるはずもない。

			「ハアァン、ヒロほほほぉッ」

			「わわわっ」

			　……ズブッ。ズブズブズブッ！

			「うわああ、花梨先生……」

			「アッハアアァ。ハァン、ヒロ……ああ、ちんぽ熱いンン。んあああぁ……」

			「いやあああああっ！」

			　この日一番の悲痛な叫びが、由紀奈の喉からほとばしった。清楚な女教師はもはや立ってなどいられず、腰を抜かしたようにその場にへたりこむ。

			「ううっ、由紀奈先生……」

			　俺はいったいなにをしているんだと、博己は絶望的な気持ちになった。こんな風に由紀奈にショックを与えることは、決して本望ではない。

			（由紀奈先生……俺を、抱きしめてくれた……！）

			　脳裏に蘇るのは、今日の放課後の空き教室でのできごとだ。

			　教室に飛びこんできた由紀奈は、昂る気持ちを堪えきれない感じで、なにも言わずに博己の身体を熱烈かついとおしげに抱きしめてくれた。

			　そんな由紀奈の思いがけない激情に、カレシがいるとは知りながら、博己は自分でもどうしようもないせつない想いを膨張させている。

			（俺のこと……あんな風に大事に思っていてくれるんだ……それなのに俺ってば、どうしてこんなことに……）

			　由紀奈との性の個人授業が展開されるのだと信じて、二人と一緒にここまできた。

			　それなのに、蓋を開ければ今日もまた、少年のペニスは由紀奈ではないほかの女性の秘唇にズッポリと埋まってしまっている。

			　しかも花梨のグチョ濡れ媚肉は、腑抜けになるほどの気持ちよさだ。

			


			６

			


			（ああ、俺ってやつは）

			「ンッフゥゥン、ヒロ、あァン、ヒロおぉ。アッハアアァ」

			「あああっ」

			　……グチョグチョグチョ！　ネチョネチョネチョ！

			「ンッフゥワアァン、あはぁん、とろけちゃうンン！　ハアアアァ」

			「ああ、先生、だめだよ……ううっ……」

			　花梨は俗に言う「ガニ股のウンコ座り」。とんでもない格好で、博己とひとつにつながった。

			　まるで、すぐそばにいる由紀奈に見せつけようとでもするかのようだった。全裸の女教師は上へ下へと尻を躍らせ、性器の擦り合いに耽溺する。

			「ひううっ……い、いや……もうやめて……やめてください……うーうーうー……」

			　花梨の「ざまあご覧遊ばせ」とでも言うような得意満面の生殖行為に、とうとう由紀奈は身も世もなくしゃくりあげはじめた。

			「えっ……由紀奈先生……」

			　とろけるような恍惚感に身と心をさいなまれながらも、博己はハッとして由紀奈を見る。大きく目を見開いて、愕然がくぜんとしながら泣いている由紀奈は、胸を締めつけられるほど愛らしい。

			（そ、それなのに……俺……俺っ!?）

			「アッハアァ、ヒロ……あっあっあっ！　今日も奥までズンズンくるの……ヒロの硬くておっきいエロちんぽ……私のオマ○コ、奥の奥まで犯してるン！　ハアアァッ」

			「うわあ、先生……」

			「うーうー。うーうーうー」

			　涙に濡れて敗者の悲哀を味わう由紀奈に対し、花梨はもはや遠慮も会釈もない。

			「ンッハアァ。ンッヒヒィィン」

			　ズッポリと牝湿潤に埋まった巨大な極太と発情粘膜を擦り合わせるだけではあきたらず、股間に片手を潜らせるや、白い細指で狂ったようにクリ豆をかき毟る。

			「ううっ、花梨先生……やめてよ、もう、あああ……」

			　口ではそう言って抗うものの、しびれるほどの恍惚感に、博己は正直とろけたようになった。

			　やめてと言いつつ本当にやめられてしまったら、たまったものではないはずだ。

			　溢れだしはじめた欲望をどうやって解消したらいいのかと、苦しむだろうことは間違いない。

			　しかも、そのことは花梨にもとっくに見抜かれてしまっている。

			「嘘おっしゃい。やめてだなんて。あっあっ、ハァァン。メチャメチャ気持ちいいくせに。ウフゥン、わかる、由紀奈先生？　ヒロのちんぽ、気持ちよさそうにマ○コのなかでピクピクいってる……アッハアアァ……」

			「いやあ……うーうー、いやあぁぁ……」

			「あああ、由紀奈先生……」

			「ハァァン、気持ちいい。いやン、こんなの我慢できない！　で、出ちゃう！　出ちゃう出ちゃう出ちゃう。ハアアアアァ！」

			「あっ──」

			　──ブシュシュッ！　プッシャアアァッ！

			　取り乱した嬌声きょうせいのあとを追うかのようだった。

			　サツマイモさながらの太い男根をズッポリと咥くわえた淫肉から、擦れ合う性器の間隙を縫うかのようにして勢いよく潮が噴きだしてくる。窮屈な狭はざ間まから豪快に飛びちった潮は、噴霧器から噴きだす液体のように、霧状のものもまき散らされる。

			「おお、花梨先生……」

			「あぁァ、しびれちゃうぅンン！　ヒロ、いいの。ヒロのおちんぽ気持ちいい。あァン、たまんないのおぉォォッ！」

			　大きなヒップを上へ下へとバウンドさせ、花梨ははしたない性器の擦り合いに酩酊した。その上、指でのクリ豆オナニーも一段と激しいものにする。

			「はぁはぁ……はぁはぁはぁ……！」

			　花梨はもはや汗だくだ。

			　艶やかな裸身にぐっしょりと汗を噴きださせ、滝のように流している。

			　甘い匂いをした汗は、いやらしく跳ね躍るたわわなおっぱいからも玉を噴きださせているばかりか、量感溢れる太腿からも幾筋もの糸を引いて垂れ流れている。
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			「ううっ、か、花梨先生。ああ、そんなにしたら。あああ……」

			　ヌメヌメした膣ヒダでカリ首を擦り立てられるたび、飛沫の散るような快美感が噴いた。

			　股間でひらめいたエクスタシーが瞬時に脳へと駆けあがり、ピンク色にふやけた脳味噌を、無数の矢尻でグサグサと刺す。昨日知ったばかりの女性のアソコの気持ちよさに、今日もまた博己は理性を散り散りに砕けさせる。

			（ううっ、由紀奈先生……）

			　全身がしどけなくしびれた。のけ反った博己の目にまたも飛びこんできたのは、大粒の涙を流してへたりこむ哀切な由紀奈の姿である。

			「はう、やめて、やめてください……いやあぁ……」

			　由紀奈は実力行使に出て、花梨を突きとばすこともできない。もはやショックが大きすぎて、まともな行動も取れないようだ。

			（ゆ、由紀奈先生、ごめん。でも俺……ああ、俺──!?）

			「ハアァン、ヒロ、いやン、気持ちいい！　やだ、私、今日もイッちゃうンン！」

			「くぅぅ!?　花梨先生……ああああっ」

			　──パンパンパン！　パンパンパンパン！

			「あああ……先生……」

			「い、いやッ！　いやあああッ！」

			　いよいよ花梨は最後の瞬間に向かって、生々しい行為をエスカレートさせた。

			　上へ下へと豊満な肉尻をバウンドさせ、ペニスと女淫の擦り合いを一気にグチョグチョと狂おしいものにする。

			（ああ、気持ちいい！　出ちゃう。こんなことされたら、も、もう出る！）

			「うああ、花梨先生。そんな、も、もう俺……うううっ」

			　とろけるような恍惚感に溺れながら、急接近してきたクライマックスに博己は慄然とした。由紀奈が見ている目の前で、他の女性とアクメに突き抜けてしまうのは、いくらなんでもひどすぎる。

			「ハァン、いいのよ、ヒロ。射精して。今日もなかに出させてあげる。はぁはぁ、いっぱいいっぱい出させてあげるからね！」

			「えっ、ええっ？」

			　勝ちほこったかのような花梨の甘い言葉に、思わず声が引きつった。だがそうであるにもかかわらず、しごき立てられる亀頭は歓喜のうずきを放つ。

			（な、中出し……今日も……このオマ○コに……ああ、でも──!?）

			「い、いやッ。いやああぁッ！　なかになんか出させないでエエエッ！」

			　花梨の中出し許可宣言に、由紀奈が取り乱した声をあげた。見開いた瞳から大粒の涙を溢れさせ、わなわなと身体をふるわせて恐怖と絶望に打ちのめされる。

			「ハアァァン、気持ちいい。とろけちゃうぅンン！　いっぱい出して、ヒロ。いっぱいいっぱい、この気持ちいいちんぽの先からちんぽ汁どぴゅどぴゅ飛びちらせて！」

			　由紀奈を嘲笑うように、花梨はさらに興奮のボルテージを上げた。浅ましい指使いでなおも陰核をあやしつつ、上へ下へと尻をふる。

			　悲しむ由紀奈を前にすれば、気持ちいいなどと言えない状況。それでもやはり、気持ちよかった。とろけるような感触と得も言われぬ温み、強烈な窮屈さとともにペニスをしごき抜く女陰は、とてつもない恍惚感を注ぎこんでくる。

			（ああ、まずい……出る！　精子出る！）

			「んああ、花梨先生……」

			「出そうなのね。出ちゃうのね!?　あァン、出して、ヒロ。死ぬほどちんぽ汁どぴゅどぴゅさせて！　ああ、私もイッちゃう。イクイクイク。ハアアァッ！」

			　苦しげに呻く博己の反応に、花梨もますます切迫感を増した。性器の戯れ合う部分から激しい汁音を響かせつつ、猛然とヒップをバウンドさせる。

			　……グチョグチョ！　ヌヂュヌヂュ、グヂュッ！

			「いやあ。なかになんて出さないで！　妊娠しちゃう……花梨先生に赤ちゃんできちゃうウゥゥ！」

			　由紀奈が叫んだ。恥も外聞もない涙声である。しかし彼女は知らなかった。そんな風に泣けば泣くほど、花梨を興奮させてしまうことを。

			「アハッ、そのときはそのときよ！　見て、由紀奈先生。あァン、気持ちいいン！」

			　花梨は尻をふった。紅潮した美肌から、ぶわりと汗の玉が噴く。女教師の指は狂ったようにクリトリスをかき毟った。

			　間欠泉さながらに、新たな潮がブシュブシュと噴く。霧になった微粒までもが、花梨の股間からもうもうと湧きあがる。

			（も、もうだめだ！）

			　膣ヒダと擦れ合うカリ首に、限度を超えた甘酸っぱさが広がった。陰嚢で煮こんだザーメンが、ペニスの芯を濁流だくりゅうとなってせり上がる。

			「ハアァン、もうダメ、我慢できないンン！　もうイッちゃう！　イッちゃうイッちゃうイッちゃうッ！　アアアァッ」

			「いやあああああっ！」

			「で、出る……」

			「おおおうッ、ヒロほほほおっ！　おおおっ！　おおおおおおおっ！」

			　──びゅるる！　どぴゅどぴゅ、ぶぴぴぴっ！

			　恍惚の稲妻が博己を粉砕した。峻烈な快美感に、意識が完全に白濁する。

			「か、花梨先生……あああ……」

			　博己はビクビクと、なすすべもなく痙攣した。天空高く打ちあげられたような浮遊感は、まさに治外法権の快さである。

			　ドクン、ドクンとまがまがしい音を立て、陰茎が脈動した。そのたびおびただしい量のザーメンが、花梨の子宮に水鉄砲の勢いで叩きつけられる。

			「あっ、ハアァァ……イ、イッちゃった……あァン、当たって、る……ヒロのちんぽ汁……マ○コの、奧に……いっぱい……いっぱい……アハアアァ……」

			　どうやら花梨も一緒にアクメに突き抜けたようだ。へっぴり腰の品のないポーズで踏んばったまま、全裸の女教師はビクビクと艶めかしい絶頂痙攣の電撃に溺れる。

			　あんぐりと口を開いたまま、天を仰いでいた。

			　見開かれた両目はドロンと濁り、完全に焦点をなくしている。だらしなく開いた口の端からは、粘つく涎がダラダラと泡立ちながら垂れ伸びた。

			「うっ……ううっ……ああ───────っ」

			「由紀奈先生……」

			　花梨の肉割れに根元まで男根を突きさしたまま、博己はうろたえた。ついに由紀奈がその場に突っ伏し、火がついたように号泣しはじめたのだ。

			「ンッハアアァ……由紀奈先生……泣いてる場合じゃないでしょ……アァン、ちゃんと……見たの……？　はああぁ……」

			　なおも裸身を色っぽく痙攣させながら、とろけきった声で花梨が言った。

			「うーうー、花梨、先生……うー」

			「これが……セックスよ……男と女の……ガチンコなエッチ……あなたなんかに……教育できて？」

			「か、花梨先生……そんな言い方……」

			　なおも射精の気持ちよさに溺れながらも、博己は由紀奈を気づかった。由紀奈は黒髪を乱してカーペットに伏し、なおも火がついたように泣いている。

			（なんてこった）

			　そんな由紀奈に胸を締めつけられながら、博己は暗澹あんたんたる心地になった。

			「ああン、とろけちゃう……」

			　しかし花梨はただ一人我が道を行く、だ。なおもうっとりと生殖行為の余韻にひたり、汗まみれのむちむち裸身をヒクン、ヒクンとふるわせつづけた。

		

	

			第四章　初セックスはあり得ない場所で…

			


			１

			


			「完全に……嫌われちゃったな……」

			　花梨のマンションでとんでもない行為をくり広げてしまってから、数日後の放課後。

			　博己は一人とぼとぼと家路をたどっていた。

			　学校を出たのは十分ほど前である。

			　心の内に去来するのは、しょんぼりと元気のない由紀奈の美貌。

			　そして、それでもそんな自分を懸命に奮い立たせ、なんでもないふりをしようとがんばるそのけなげな姿である。

			　花梨とあんなことをしてしまって以来、由紀奈と二人きりで話す機会は、一度として訪れなかった。こちらから接触を試みようとしてもさりげなく躱かわされ、思うようには近づけない。

			「無理もないよな」

			　ため息交じりに、博己はつぶやいた。つい花梨の淫肉の気持ちよさに負け、由紀奈の目の前で彼女にショックを与えるようなまぐわいに溺れてしまったのだ。

			　今さらどんな言い訳もできはしないと本気で凹んだ。

			　だが、もうすべて終わったことだとあきらめようとしても、そう簡単には由紀奈を脳裏から払えない。

			「先生……」

			　時間が経てば経つほどに、いっそう由紀奈のことが気になってきていた。どうしてこんなに気になるのか、自分でもよくわからないほどである。

			「…………」

			　やがて、博己の足はピタリと止まった。駅前の繁華街へとつづく、閑静な住宅街の途中である。

			「やっぱり……このまじゃよくないよ」

			　そうだ。そうだよと、博己はうなずいた。

			　拒まれようとなんだろうと、一度はしっかりと話をしなければ。少なくともきちんと謝罪ぐらいしておかなければ、この先自分の人生をきちんと前に進められない。

			　思い立った少年は、きびすを返した。

			　一度はあとにした学校に再び戻ろうと走りだす。

			　由紀奈はまだ、職員室にいるはずだった。

			


			「えっと……由紀奈先生は……」

			　学校まで戻ってきた。ずっと駆けつづけてここまできたため、息が乱れている。

			　博己は息を整えながら、職員室のなかを覗きこんだ。

			　だが由紀奈の机がある場所に、彼女の姿はない。

			　職員室には、ポツリ、ポツリと教師たちの姿があった。奥のほうにある応接コーナーでは、藤野教頭が客らしき女性とにこやかに談笑している。

			「変だな。帰っちゃったのかな……」

			　博己は肩を落とし、職員室から離れようとした。ため息をつきながら、ふと廊下へと視線を転じる。すると──。

			「あっ……」

			　──由紀奈先生！

			　思わず声をあげそうになった。

			　間違いない。遠くに見えるのは、由紀奈のうしろ姿である。

			　いつもながらのネイビーのスーツスカート姿。見覚えのある、上品な身ごなしで廊下を進んだ由紀奈は、突然曲がって姿を消す。

			「あの場所は……」

			　博己は足早にそちらに向かった。

			　放課後の廊下はがらんとしていて、人影はどこにもない。

			「やっぱりトイレか」

			　由紀奈が消えた場所まできた。

			　トイレ入口のドアを見つめ、ひとつ大きく深呼吸をする。女性職員や来客専用の化粧室。よかった。やはりまだ学校にいてくれたのだとほっとして、由紀奈が出てくるのを待つことにする。

			　ところが──。

			「……ずいぶんかかるな」

			　待てど暮らせど、なかなか由紀奈はトイレから出てこない。博己は首をかしげ、ドアの前まで近づいた。

			　しかし、なかからはなんの物音も聞こえない。もしかしてトイレに入ったと思ったのは勘違いだったのかと少年は慌てた。

			「──っ!?」

			　右を見て、左を見る。幸い廊下には、相変わらず人っ子一人いなかった。

			　こんなところを誰かに見られたら、大変なことになる──そうは思いつつも、由紀奈がいるのかいないのか、たしかめたい気持ちを抑えきれない。

			（……ええい！）

			　なるようになれと開きなおった。そっとドアを開き、なかを覗く。気配がないようなら、すぐにこの場を立ち去ろうと考えていた。

			「はうう……」

			（えっ）

			　博己はとくんと左の胸を打ち鳴らす。空耳ではなかった。音もなくドアを開けた途端、たしかに彼は思いもよらない声を聞いた。

			（せ、先生……？）

			「あっ……ダメッ……ハァァン……ンハアァ……」

			（えっ。えっえっ、ええっ？）

			　ねっとりと糸さえ引きそうな、忍びやかな声だった。艶めかしさ溢れる淫声は、聞こえるか聞こえないかというほどのかすかな音量でここまで届く。

			（ゆ、由紀奈先生）

			　信じられない声を聞き、一気に身体が熱くなった。

			　トイレのなかに人影はない。だが、四つ並んだ個室ボックスの扉のひとつが、ピタリと閉じられている。廊下から、もっとも離れたボックスである。

			　そして声は、そのなかからしていた。

			「あぁ、困る……わ、私……私ったら……はうっ、ハアアァァ……」

			（うおおおっ……！）

			　どう考えても、尋常ではない声だった。もっと言うなら、由紀奈の喉から出ている声とも思えない。だが、だったら由紀奈はどこに行ったというのだろう。

			「あっ、ハァン、ハァァン……やだ、どうしよう……あああ……」

			（ううっ、せ、先生）

			　こんなシーンに遭遇し、なにもなかったことにして立ち去れるほど、博己は大人ではなかった。

			　甘酸っぱいしびれが全身に広がり、頬にまで大粒の鳥肌が立つ。

			　これからすることは、確実に犯罪行為だった。もしもばれたら退学は確実。それどころか、人としての一生さえ左右しかねない大事件になりかねない。

			　しかしそれでも、理性を働かせられなかった。なにしろすぐそこで艶めかしい喘ぎ声を聞かせているのは、あの由紀奈なのである。

			「っ……!?」

			　もう一度、キョロキョロと左右をたしかめた。

			　大丈夫。今なら誰もいない。

			　博己はドキドキと胸を打ち鳴らし、音もなくトイレのなかに飛びこむ。

			「はうッ……あっ、あぁぁン、ハアアァァ……」

			（くぅぅ、由紀奈先生!?）

			　トイレに入ると、ボックスから聞こえるエロチックな声は、ますます生々しい鮮明さを増した。

			　もはや後戻りはできない──腹をくくった少年は、さらに大胆な行為に打って出ようとする。

			　気配と足音を消し、細長いトイレのなかを奥へと移動した。息を殺して飛びこんだのは、扉の閉じられた個室の隣のボックスだ。

			　そっと扉を閉め、鍵をかける。激しく打ち鳴る心臓の音が、隣にまで聞こえてしまうのではないかと思うほどである。

			「あっあっ……い、いヤン、私の馬鹿……ハァァ、ンハアァァ……」

			　しかし、由紀奈らしき人物が気づいた様子はなかった。ボックスの仕切り一枚へだてただけのすぐそこから、タブー感溢れる禁忌の喘ぎが生々しく聞こえてくる。

			（うぅ、たまらない）

			　声を聞くだけで、満足できるはずなどなかった。リスクを冒し、女子トイレなどという未知の世界に足を踏みいれてしまったのも、理由はただただその一事だ。

			　洋式便器に足をかけた。緊張しながら唇を噛み、音もなく便器に上がる。

			（先生にばれませんように……！）

			　祈る気持ちで目を閉じた。再び両目を見開くと、隣とをへだてる仕切りの縁へと両手をかける。それをよじのぼって頭を突きだせば、隣で今なにが起こっているのかを、はっきりとこの目でたしかめられる。

			（行けッ……！）

			　臆しそうになる自分を心で叱咤した。息を止め、仕切りの縁をつかんだ両手に力を入れる。おりゃっ！　と軽業師のように、仕切り板へと身を移した。

			「……っ！」

			　さらに両腕に力を入れ、仕切りの上へとそろそろと頭を移動させた。気づくなよ、気づくなよと、頭のなかはもうそればかりである。

			　息をすることすらできなかった。

			　やがてようやく、博己は仕切り板から隣の個室を覗きこんだ。

			（──うおおっ！　うおおおおおっ！）

			


			２

			


			「アハァァ、あっあっ……だめ、こんなところで……ハアァァ……」

			（おおおっ、ゆ、由紀奈先生！）

			　両目に飛びこんできたとんでもない光景に、博己はもう少しで声をあげそうになった。そんな自分をグッと抑え、息を殺して眼下の眺めをじっと見る。

			「あっ……あっあっ、い、いやだ、私ったら……アアァン……」

			　由紀奈は蓋を閉じた洋式便器に、ぐったりと身体を投げだしていた。

			　ブラウスの上から片方の乳房を鷲づかみにし、もにゅもにゅと堪えかねたように揉みしだいている。

			　背後のタンクに後頭部と背中を力なく預ける格好だった。いつも上品な女性なのに、今はだらしなく、両脚を開いて弛緩している。

			（片手が……パンツのなかに……！）

			　博己はさらに目を見開いた。清楚な女教師のもう一方の腕の先は、スカートをたくしあげ、露わにさせた純白のパンティのなかにあられもなく潜っている。

			「あっ……あン、だめ、こんなことしちゃ、だめなのに……ンアァ……」

			　パンティのクロッチには、小さな拳の形がくっきりと浮かびあがっていた。

			　いけないことをしているのは丸わかり。下着に浮かんだ拳の盛りあがりは、休むことなく形を変え、パンティのなかでその指が卑猥な動きをくり返していることを鮮烈に伝える。

			（うう、由紀奈先生が……学校のトイレでこんなことを。で、でも、どうして……）

			　網膜が焼き焦げるかと思うほど、エロチックな光景だった。

			　だがそれはそれとして、なにゆえ真面目な女教師がこんなことをしているのかという疑問も出る。

			「ああ、ヒロくん……」

			（──えっ）

			　すると、そんな博己の心の問いに答えるかのようだった。由紀奈ははしたない自慰行為をつづけながら、突然少年の名前を呼ぶ。

			　しかも──。

			（い、今……俺のこと『ヒロくん』って）

			　博己の胸いっぱいに、甘酸っぱいしびれが広がった。

			　ヒロくん……ヒロくん……ヒロくん！　十七年も生きてきたが、いまだかつて彼のことを「ヒロくん」と呼んだ女性は、この世に一人しかいない。

			（えっ……えっ、えっ……ええっ……？）

			　心の奥底に封印していた一人の少女の姿が蘇る。目の前でふしだらな行為に溺れる大人の女性とその少女が、博己のなかでひとつに重なってユラユラと揺れる。

			（ま、まさか……まさか──）

			「あァン、ヒロくん……ヒロくん……！」

			（ううぅっ!?）

			　博己の心臓は、破裂してしまうかと思うほどだった。あまりにトクトクと弾むため、いつしか耳の奧までもが一緒にズキズキとうずいている。

			「ンハアァ……花梨先生と、あんなことして……ヒロくん……気持ちよさそうだった……ハアアァ……」

			（ゆ……由紀奈先生……い、いやっ──）

			　──由衣ねえちゃん？

			　まさか。冗談だろ。そんなわけが……そもそも名前も名字も違う。でも……でも!?

			「私じゃ……無理……んっああぁ……がんばろうと、思ったけど……私じゃ全然……あっあっ、あんな綺麗で……大胆な人にかなうわけない……無理……全然無理……でも……でも……つらいよう。つらいよう、ヒロくん……あっ、ハァァァ……」

			（おおお、先生……！）

			　せつない心情を吐露しながら、由紀奈の行為は淫靡な熱っぽさを増してエスカレートする。自らブラウスのボタンをはずした。胸の合わせ目をかき開き、ブラカップに指をかけるや、鎖骨のほうへとずりあげる。

			　──ブルルルンッ！

			（うおおおおっ！）

			「ハアァン、だめ……我慢できない……あっはああぁ……」

			　ダイナミックに飛びだしてきたのは、ボリューム感たっぷりの白いおっぱいだ。

			　こうして見ると、まん丸な形といい息づまるほどの迫力といい、決して花梨の爆乳に見劣りしない乳房である。

			　小玉スイカを思わせる圧巻の豊満ぶりは、男泣かせのいやらしさ。

			　たしかに大きさは、花梨の乳房より一回り小ぶりな気もするが、それでもＧカップ、九十五センチのズシリと重たげな量感はダテではない。ユッサユッサと重量感たっぷりに房を躍らせ、少年の視線とハートを暴力的なまでに鷲づかみにする。

			「ハアアァン。はああぁ……」

			（うお、おおおっ……）

			　由紀奈はそんな乳塊を白い細指でワッシとつかんだ。

			　恥ずかしそうに美貌をゆがめ、いやいやとかぶりをふりながらも、肉の欲望に抗えず、もにゅもにゅ、もにゅもにゅとねちっこくまさぐる。

			　見るからにやわらかそうで、揉みしだかずにはいられなくなるような、魅力たっぷりのおっぱいだった。白い麗乳は持ち主自身の指で揉みくちゃにされ、原形をとどめないほどいびつにひしゃげる。

			（ああ、ち、乳首と乳輪も……エロいピンク色！）

			　思いがけない乳先の眺めに、博己はさらに全身をしびれさせた。由紀奈の指の間からのぞく乳首は、すでに硬くしこり勃っている。

			　甘く熟したサクランボを思わせるまん丸な肉実は、日本人離れしたセクシーな薄桃色を見せつけた。そんな乳首を彩って、ほどよい大きさの乳輪が艶めかしい円を描いている。

			（先生……先生って……由衣ねえちゃんなの……!?）

			　甘酸っぱさいっぱいの激情が、胸の奥からマグマのように噴きだしてくる。

			　なにがなんだかわからない部分はたくさんあった。だが、もしも由紀奈が由衣だとしたら、はっきりしていることがある。

			　──俺は……山辺博己という男は、この人が由衣ねえちゃんだったから、ここまで心を乱されて、いつもの俺じゃなくなっているんだ！

			「ハァァン、ヒロくん……ヒロくん……ごめんね……こめんね……」

			（ううっ、あの……あの──!?）

			　今にも泣きそうになりながら、由紀奈は浅ましい自慰に耽ふけった。

			　……クチゅクチゅ。ヌチゅ。ぐちョ。

			　女教師が弄くる股の付け根のそこからは、官能的な汁音すら、糸引く粘りとともに聞こえだしている。

			（おおっ。おおおおっ）

			　博己はもう、そんな彼女に溢れだす感情を抑えきれない。

			「つらいよう。つらいよう。ヒロくん……こ、こんなの初めて……はああぁ……」

			　今にも泣きそうな由紀奈の美貌や、そんなせつない想いとは裏腹な品のない姿は、すさまじい破壊力で少年の股間をうずかせる。

			（も、もうだめだ……ゆ……ゆ──！）

			　由紀奈先生？　由衣ねえちゃん？

			　自分が彼女をなんと呼ぼうとしているのか、もはや博己にもわからなかった。だがしかし、もはややるべきことは決まっている。

			「あ、あの！」

			「──えっ。きゃあああっ！」

			「こ、声出さないで！」

			　博己は慌てて仕切り壁を乗り越えた。女教師の眼前にふわりと飛び降りる。

			　思いもしなかった展開に、由紀奈はもうパニックだ。思いきり息を吸いこんで、けたたましい悲鳴をあげようとした。

			「きゃ──」

			「お願い！　お願い！」

			　動転する由紀奈に躍りかかった。その口を、間一髪の速さで急いで封じる。

			「むうぅンンッ……!?」

			「お願い、声出さないで。お願いだから……！」

			「んんっ……」

			　由紀奈の口を押さえつけ、囁き声で懇願した。

			　女教師は両目を剥いて、そんな博己を見つめ返す。一気に顔が真っ赤になったのは、決して息苦しさのせいだけではないはずだ。

			「ね、ねえ」

			　博己は言った。

			「もしかして……」

			「…………？」

			「先生って……もしかして……」

			「────っ！」

			　少年がなにを言いたいのか、察したのかもしれない。悲鳴を爆発させようともがいていた二十五歳の女教師は、ハッとしたように動きを止める。

			「…………」

			「…………っ!?」

			　見つめる博己と、うろたえつつも少しずつ身体から力を抜いていく由紀奈。

			　もう大丈夫そうだと思った博己は、彼女の口からゆっくりと、手のひらの蓋をはずしていく。

			　無言のまま、見つめあった。由紀奈は柳眉を八の字にたわめ、悪い行為を見つかった幼子のように、表情を引きつらせて息を整える。

			　博己は両手を、そんな由紀奈の眼鏡に伸ばした。なにか言おうと、女教師の唇がふるえる。だが、彼女の想いは言葉にならない。

			　洒落た眼鏡のテンプルを、左右の指でそっと摘まんだ。

			　じっと由紀奈を見つめたまま、そろそろとその顔から眼鏡をはずす。

			「あっ……」

			「動かないで」

			　スローモーションさながらに、眼鏡がずれた。由紀奈はなにか言いたげだったけれども、美貌をこわばらせてされるがままになる。

			　博己は彼女から、眼鏡を取って素顔にさせた。

			（あああ……）

			　困ったような顔が、心配そうに博己を見つめる。少年の心の底を覗きこもうとするかのように、揺れる瞳が彼の目を、右目、左目と、必死になって追いかける。

			「俺は……大ばか野郎だね……」

			　漏れだす声は、思わずふるえた。由紀奈のスーツのポケットに、そっと眼鏡をすべらせる。

			「や、山辺く──」

			「違うでしょ」

			　緊張した声で、由紀奈が彼を呼ぼうとした。しかし博己は、すぐにそれをさえぎる。

			　じっと由紀奈の顔を見た。

			　どうして気づかなかったのか。いとしい人がここにいる。

			　楚々とした和風の美貌はあのころよりも、しっとりとした落ちつきと品の良さに満ちていた。美しかったあの少女は、これほどまでに豪奢な大輪の花となり、気圧されるほど凛とした、大人の女性へと変わっていた。

			　しかしその顔立ちには、まぎれもなくあのころの少女の面影がある。

			「……どうして……黙って行っちゃったの……」

			「────っ」

			「……どうして……なにも言ってくれなかったの……」

			　そう言った自分の目から涙が溢れたのがわかった。ああ、俺、かっこ悪いと天を仰ぎたい気持ちになる。

			「ねえ、どうして……由衣ねえちゃん」

			「……ヒ、ヒロくん。あああ……」

			　トイレの個室のなかという、狭いにもほどがある空間だった。しかし博己は熱烈に、由紀奈──いや、由衣の身体をかき抱く。

			「あぁぁ、ヒロくん」

			　由衣は背筋をのけ反らせ、感極まった声で彼を呼んだ。

			　つかまえた。やっとつかまえた──由衣をかき抱く両手に、せつない力がじわじわとみなぎる。溢れだす想いは、もはやいかんともしがたかった。

			　もう放さない、放すもんかと彼は思った。股間のペニスに血液が流れこみ、居場所をなくした剛直が、見る見るズボンの股間を突っぱらせた。

			


			３

			


			「あぁん、ヒロくん……」

			「おねえちゃん……由衣ねえちゃん。んっんっ……」

			　……ピチャピチャ。ちゅぱ。

			　彼女とのキスは二度目のはずだった。しかし、あの日のキスとはまったく違う感じがする。今日の熱烈な接吻は、どこまでも甘酸っぱく、しかも桁違いに狂おしい。特別な人と交わす口づけは、これほどまでに幸せなものなのだと博己は教えられる。

			「ヒ、ヒロくん……」

			「会いたかった。おねえちゃん、会いたかった……」

			「ハアァァン……」

			　ぽってりと肉厚でセクシーな唇に、自分の口をチュッチュと押しつけるだけでは収まらなかった。博己は舌を飛びださせ、いとしいその人にも同じ行為を要求する。

			「ううっ……」

			「出して。舌ちょうだい、おねえちゃん……おねえちゃん……！」

			「ヒロくん……むはあぁ……」

			　重ねて乞われ、抗いきれなくなったようだ。

			　いつしか由衣は、熱でも出たようなぼうっとした顔つきになっていた。とろんと瞳も濁らせて、求められた舌をそっと差しだす。

			「おおおっ……」

			　……ネチョネチョ。ピチャ、ネチョ。

			「ンッハァァン……」

			（ああ、ちんぽにキュンキュンくる）

			　艶めかしいローズピンク色の由衣の舌に、熱情にあおられるがまま、ネチョネチョと舌を擦りつけた。舌と舌とが戯れ合うたび、粘りに満ちた汁音が響く。

			　甘美なうずきがペニスを駆け抜け、脳髄にまで突き抜けた。博己はフンフンと鼻息を荒らげ、なおも激しくおのが舌を由衣の舌に擦りつけた。

			（ああ、気持ちいい！）

			「ンフゥ、ンフゥ、ヒ、ヒロくん……むはあぁ……」

			「ああ、おねえちゃん！」

			「あああぁンン……」

			　ひとしきり、もの狂おしく由衣の舌を求めたあとだった。博己は彼女をかき抱いたまま、剥きだしの乳房に、はぷんと勢いよくむしゃぶりつく。

			「おお、由衣ねえちゃん。んっんっ……」

			　……ちゅうちゅう。ちゅぱ。

			「あっああぁ、ヒロくん……うああ、ヒロくん！　アアアァ……」

			　口に含んだ乳勃起は、驚くほど硬くなっていた。博己は腹を空かせた赤子のように、ちゅうちゅうと乳首を吸引し、しこるそれをコロコロと舌で転がす。

			「ンッハア、あン、ダメ。ハアアァ……」

			「はぁはぁはぁ……はぁはぁはぁ……！」

			　舌であやせないもう一房は、片手で鷲づかみにしてもにゅもにゅと揉んだ。そんな責めを右の乳、つづいて左、また右へと、何度も何度も博己は替える。

			「ハアアァン……ヒロくん……」

			「おっぱいやわらかい……！　ゆ、由衣ねえちゃんのおっぱいだ……由衣ねえちゃんのおっぱいだ。会いたかったよう。会いたかったよう。ああ、おねえちゃん」

			「アァァ、ヒロくん……あっあっ、わ、私も……会いたかった。会いたかった！　で、でも……でも困る……こんな、ところで……アッハああぁ……」

			　思いきり乳首を吸ったり舐めたりするたび、由衣はビクンと身体をふるわせ、熱っぽく少年を抱き返した。もにゅもにゅとねちっこいまさぐりかたで乳を揉めば、堪えかねたようにくなくなと、淫蛇のようにその身をのたうたせる。

			　もともと淫靡な火照りを帯びて紅潮していた。だが博己との行為がはじまるや、由衣の女体は一気に熱さを倍増させ、じっとりと汗さえ滲ませはじめている。

			「おねえちゃん……もう俺、無理……我慢できないよう……」

			　なおも夢中になって由衣の乳を吸い、指でもこねて、こねて、こね回しながら、甘えるように博己は言った。

			　言われなくてもわかっている。ここはトイレだ。便所だ、不浄な場だ。世界一いとしいあこがれの人と、こんなことをすべき場所では絶対にない。

			　だがもう少年の痩せ我慢は、とっくに限界を超えていた。

			「あぁン、ヒロくん。ごめんね……ごめんね。おねえちゃん、話さなきゃいけないこと、いっぱいある。でも……でも。ああぁぁ……」

			　由衣はもう涙声だった。声をふるわせ、鼻を啜って、秘めた感情を爆発させる。

			「全部聞く。俺だって聞きたいこと、いっぱいある。でもって話したいことだって、たくさん、たくさん。ああ、でもおねえちゃん……その前に──」

			　由衣の乳からぽはっと口を離し、溢れだす甘酸っぱい激情とともに、博己は由衣を見た。

			「せ……性教育して」

			「ヒロくん……」

			「だめ？　花梨先生とあんなことしたから、俺、もうおねえちゃんに嫌われちゃってる？　それに……やっぱりカレシのことが気になる？」

			　身体の奥から噴きだしてくるものを、博己は制御できなかった。

			　セックスがしたかった。死ぬほどしたかった。

			　目の前のこの人のオマ○コに、猛るちんぽを思いきり突っこんで、好きなだけ挿れたり出したりしてみたい。

			　花梨の女体も気持ちがよかったが、それとこれとは別次元。これほどまでにセックスがしたいと思ったことは、十七年の人生で一度だってなかった。

			「ああ、ヒロくん……」

			　すると、そんな少年の真摯な問いに、明らかに由衣は動揺した。とまどったようにうつむいて、左手の薬指をそっと隠す。

			　熱っぽい沈黙が、二人に下りた。

			「……いないの」

			　やがて、苦しげな囁き声で由衣は言った。

			「……えっ」

			「いないの。カレシなんていない。指輪なんて、おねえちゃん、ほんとは誰にももらっていない」

			　由衣は再び、左手の薬指をさらした。恥ずかしそうに博己を見つめる両目からは、透明なしずくが堰せきを切ったように溢れだしている。

			「おねえちゃん……」

			「教育なんて、できないよ」

			「えっ」

			「性教育なんて。ほんとは偉そうに教えられるほど、経験ないの。でも……でもね」

			　熱っぽい視線で博己を見た。今にもくしゃっと泣き顔に変わってしまいそうなその顔は、ふるいつきたくなるほど色っぽい。

			「おねえちゃんも……ヒロくんとエッチしたい」

			「ゆ、由衣ねえちゃん」

			「ヒロくんのものになりたい。ヒロくんがほしい。か、花梨先生の身体みたいに、気持ちよくないかもしれないけ──」

			「ああ、おねえちゃん！」

			「ハアアァン」

			　最後まで聞いてなどいられなかった。まだ触ってすらいないのに、下手をしたらペニスから濃厚なザーメンが暴発してしまいそうである。

			　博己は改めて由衣に抱きついた。両手で強くかき抱き、自分の身体をグイグイと熱く火照ったやわらかな女体に押しつける。

			「あああ……」

			「お、おねえちゃんの……オマ○コ、舐めたいよう」

			「ううっ、ヒロくん……」

			「ねえ、舐めてもいい？　舐めるだけじゃなくて……おねえちゃんと……俺、おねえちゃんと。あっ──」

			　すると、今度は由衣が博己を抱き返した。強い想いが溢れだす、せつなくも熱烈な抱きしめかた。博己はうっとりと腑抜けになる。

			（とろけちゃう……）

			「いいわよ。私なんかで、いいのなら……」

			　照れくさそうに、けれど豊饒な母性を滲ませて由衣は言った。

			「おねえちゃん……」

			「ヒロくんに、あげる……おねえちゃんも……舐めてもらいたい……」

			「な、なにを。ねえ、なにを」

			　もう死んでもいいやとすら、本気で思う。しかし同時に、天にも昇る多幸感は博己を品のないケモノに変え、由衣へと獰猛どうもうに向かわせる。

			「あァン、ヒロくん……」

			「言って。お願い、エッチになって。ねえ、なにを舐めてもらいたいの」

			「あああ……」

			「由衣ねえちゃん。由衣ねえちゃん」

			「アハアァ、は、恥ずかしい……」

			「言って。ねえ、言って」

			「オ、オマ○コ……ヒロくん、オマ○コ！」

			「おおお……」

			　今にも達してしまいそうだ。いとしい人のはしたない卑語に、脳味噌も身体もズドンと爆発しそうになる。

			「ああ、おねえちゃん」

			「な、舐めて、ヒロくん。おねえちゃんのオマ○コ、いっぱい舐めて！」

			「ああ、おねえちゃん。おねえちゃん！」

			「はああぁぁ……」

			　もはやなにも考えられなかった。博己は体勢を変え、中途半端にめくれ返っていた由衣のスカートを完全にたくしあげる。

			「あああぁン……」

			　なかから露わになったのは、ベージュのパンティストッキングと、その下に穿いている純白のパンティの眺め。むちむちとした太腿は健康的な太さを備え、パンストのなかで窮屈そうに白い肉をふるわせている。

			「ううっ、おねえちゃん……」

			　博己は息づまる気分のまま、腹部に食いこんでいたストッキングの縁に指をかけた。そしてそのまま下着ごと、一気にズルリと由衣の股間からずり下ろす。

			「アァァン、だめえぇぇ……」

			「うおおお、ゆ、由衣ねえちゃん……」

			　生温かな湿気とともに、とうとう由衣の究極の部分が博己の眼前にさらされた。淫靡な湿気は果実のような甘酸っぱい芳香を孕んでいる。

			　荒くなる鼻息を、博己はもうどうにもできなかった。しっかりと脱がせる行為すらもどかしくなり、中途半端にパンストと下着を毟り、由衣の両脚を掬すくい上げる。

			「きゃああ。あぁン、ヒロくん……」

			「うおっ。おおお、ああ、み、見えた……おねえちゃん、見えた……！」

			


			４

			


			　歓喜の言葉は、不様なまでに上ずった。

			　細い足首を二本ともつかみ、由衣の身体を二つ折りにさせている。いつもの上品な女教師とも思えない、おしめを替えられる赤ん坊のようなポーズにさせられた。

			　その上博己は由衣の両脚を、ガバッと逆Ｖ字に開かせてもいる。

			　そんな体勢だけでも相当扇情的。それなのに、彼女の究極の部分までもが、同時にバッチリと露出してしまっている。

			「あぁン、いやッ……ヒロくん、恥ずかしい……」

			「動かないで。ああ、すごい」

			　博己はぐびっと唾を呑み、さらに体勢を変えた。むちむちとした由衣の内腿に、十本の指を食いこませる。

			「あああ……」

			「オ、オマ○コだ。由衣ねえちゃんのオマ○コだ。オマ○コだ。オマ○コだ！」

			　馬鹿みたいな言葉を、憑かれたように呻いた。暴れる由衣の脚を無理やり開かせ、ガニ股にさせる。

			「いやあ……」

			　尻を揺らす由衣に有無を言わせず、さらに体重を乗せて圧迫した。品のないガニ股ポーズを強要しながら、いとしい人の丸だしの股間に顔を近づけてうっとりとする。

			「おおお……」

			「い、いや、そんな近くで見ないで。ああぁ……」

			　思わず感激の呻きを漏らせば、由衣はいやいやとかぶりをふる。

			　両手で股間を隠そうとした。しかし博己はそんな彼女の手を払い、さらに熱っぽく秘密の牝園を凝視する。

			　秘丘を彩る漆黒の恥毛は、思いのほか豪快だった。美貌も挙措も性格も、すべてが品のいい由衣なのに、陰毛だけは上品という形容とはほど遠く、これはもう「剛毛」と言ってもいいもっさり加減だ。

			　チリチリと縮れた黒い毛が、ヴィーナスの丘いっぱいに密生している。乳房とはまた違った意味ですごい迫力を感じさせるそこは、マングローブの森を思わせた。

			「ああ、おねえちゃんのオマ○コ、すっごくいっぱい毛が生えてる……」

			「ヒイィ。そ、そんなこと言わないで……！　恥ずかしい。恥ずかしい……！」

			「動かないで。おおお……」

			　下品な感想を口にしながらの、博己の淫肉鑑賞はなおもつづいた。

			　ふっくらと盛りあがる大陰唇だいいんしんのふくらみは、ふかしたての肉まんの旨うまみを連想させる。そんな大陰唇を内側から押しのけるようにして、ピンク色をした小陰唇しょういんしんの花が二枚のビラビラを艶めかしく飛びださせ、左右に広げていた。

			　露わになった肉ビラのあわいは、目にも鮮やかなサーモンピンク色。媚肉はすでにねっとりとぬめり、豊潤な愛蜜を溢れさせている。

			　粘膜の下部では牝穴が、さかんに開口と収縮をくり返した。ひくつくたびに新たな蜜が、ドロッ、ドロドロッと甘酸っぱい匂いを放って分泌される。

			「ああ、マ○コ汁の匂いも……メチャメチャいやらしい……！」

			　感極まった博己は、声を上ずらせた。

			　これはもうドラッグだ。なけなしの理性を完全に粉砕し、一匹の野性獣へと突き落とす危険なドラッグに、博己はますます我を忘れる。

			「い、いや、そんなこと言わな──」

			「ああ、おねえちゃん」

			「キャハハアアァン」

			　由衣をガニ股姿に拘束したまま、剥きだしの秘唇にむしゃぶつりいた。

			　飛びださせた舌をヌチョリと秘貝に突きさすや、由衣はビクンと身体をふるわせ、取り乱した嬌声を爆発させる。

			「ああ、舐めちゃった……おねえちゃんのマ○コ。おおお、たまらない！」

			　……ピチャピチャ。れろれろ、ネロン。

			「あっあっ。ああ、ヒロくん。だめ……いや、恥ずかしい。あっ、ヒハッ、ハァン、そ、そんなに舐めたら……」

			　博己は頭をしびれさせ、夢中になって舌の雨をぬめる牝華に降りそそがせた。

			　ねっとりとしたいやらしいぬめりを、何度も何度も粘膜から舐めとる。艶めかしい凹穴に舌先を擦りつけ、グリグリとこじるように刺激する。

			「うああっ。ヒ、ヒロくん、だめぇ。やめて、お願い……あァン、恥ずかしい……」

			「お、おねえちゃん。はぁはぁ……でも、もう我慢できない。だって、おねえちゃんのオマ○コなんだ」

			「ヒ、ヒロくん」

			「世界で一番大好きなおねえちゃんの……だ、だから無理。我慢なんて、もうできない。舐めちゃう。俺、いくらだって舐められる。んっんっ……」

			「ハアァン、ああ、ヒロくん……ヒロ──」

			「そうなんですよ。オホホホ」

			（──えっ）

			　そのとき、思いがけないことが起きた。

			　いきなりトイレのドアが開き、にぎやかな笑い声がトイレの大気をふるわせる。

			「────っ!?」

			　ギクッとしたのは由衣もである。思わず両手で口を押さえた。

			　二人して、フリーズしたまま耳をそばだてる。どうやら二人連れらしい。入ってきた女たちはかしましく、なおも話をつづけている。

			「高校生っていうのは、なにを考えているのか、ほんとにわかりませんから」

			「先生たちも、大変なお仕事ですね」

			「毎日、試行錯誤の連続ですよ。オホホホ」

			（こ、この声は……教頭先生）

			　気取った笑い声を響かせているのは、おそらく藤野教頭だ。となると一緒に入ってきたのは、先ほど職員室で見かけた客の女性だろうか。

			　二人はそれぞれ、別の個室へと入っていく。扉に鍵をかける音。衣擦れの音。つづいて二つの個室から、放尿をはじめたらしき軽快な擦過音が聞こえだす。

			（ううっ、由衣ねえちゃん）

			　声から判断する限り、隣の個室に入ったのは、多分教頭のはずである。

			　彼女がしている小便の音が、仕切り壁一枚へだてたすぐそこで、思いのほか豪快に聞こえている。

			「っ……!?」

			　見あげる博己の熱っぽい視線に、由衣は両目を見開いた。以心伝心だったのだろうか。慌てて彼女はかぶりをふり「だめよ。絶対だめよ！」と訴えるかのように、引きつった顔で博己を見つめる。髪を乱し、いやいやと激しくかぶりをふる。

			　だが、そんな由衣の必死なアピールは、むしろ逆効果だった。異常とも言えるこの状況に、博己は狂おしく燃えあがる。

			（おおお、由衣ねえちゃん！）

			　……ピチャッ。

			「──────ッ!!」

			　博己は「行くからね！」と宣言するような視線で由衣を見るや、再びヌルヌルの牝肉に、もの狂おしくむしゃぶりついた。

			　ぬめる肉割れをれろれろと舐めしゃぶり、ワレメの上に鎮座するクリトリスにも舌を這はわせる。

			「──っ!!　ぁぁっ……ぁぁぁぁっ……」

			（ああ、おねえちゃん……おねえちゃん！）

			　由衣は片手を口に当て、漏れだしそうな声を懸命にこらえた。

			　真面目で慎ましやかな女性にも、このシチュエーションはやはり相当スリリングなのだろう。舐めしゃぶる牝肉の感度は、先ほどまでよりいっそう淫らな過敏さを増しているようだ。

			「ぁぁっ……ぁっぁっ……ぅぅっ、ぅぅぅぅっ……」

			（ああ、たまらないよう！）

			　博己は鼻息を荒らげ、怒濤のクンニを由衣の牝割れと陰核に見舞った。そのたび由衣はギュッと目を閉じ、グイグイと口を押さえつつ、官能的な痙攣をする。

			　ひとつ間違えば、これから先の人生を破滅へと導きかねない危険極まりない行為。どうしてこんな危ない橋を渡ろうとしているのか、正直博己にもよくわからない。

			　だが、ひとつだけ、明らかなことがある。

			　とんでもないリスクと引き換えにやっているこのクンニは、とてつもない昂揚感をもたらしていた。

			　ただでさえゾクゾクとくる、由衣との行為。それなのに、すぐそこに教頭と客がいるかと思うと、博己はいっそう轟々ごうごうと禁忌の劫火を燃えさからせてしまう。

			（おねえちゃん……おねえちゃん！　ねえ、どうする……!?）

			　……ピチャピチャ。れろん。れろれろ。

			「ぁぁぁっ……！　ぅっ、ぅっ……ぅぁぁぁっ……！」

			　異常な昂りに駆られているのは博己だけではなかった。

			　ぬめるワレメに舌の刷毛はけを擦りつけ、ねろん、ねろんと舐め上げれば、由衣はたまらず尻を跳ねあげ、耽美な電撃にせつなく身悶える。

			「ぅぅぅっ……!?　ぅぁぁぁぁっ……」

			　しかしその口は、片手でしっかりと押さえつけられたままだ。楚々とした美貌はパニックのあまり、完全に引きつりきっている。

			（由衣ねえちゃん……俺、たまんないよう。メチャメチャ燃える！）

			　舌で責め立てる淫肉は、ヒクヒクと絶え間ない蠕動ぜんどうをくり返した。情欲の汁がブチュブチュと、はしたない音を立てて胎肉の奧から沸きかえっている。

			（い、挿れたい）

			　そんな欲望を抱いてしまうこと自体、正常ではない証拠だった。

			　だが、窮屈さに堪えかねたペニスが「早く出してくれ！」と吠えるかのように、痛みを放ちつづけていることも博己を後押しする。

			　音を立てないよう気をつけながら、ボクサーパンツごと制服のズボンを脱ぎ捨てた。

			　鹿威しさながらの勢いで、ブルンとしなりつつ飛びだしてきたのは、身も蓋もなく勃起した剛棒だ。

			　ピンクの棹は野卑な欲望を満タンにして、パンパンに張りつめきっている。

			　赤だの青だのの血管が今にも肉を裂かんばかりに隆起して、男の身体ならではの雄々しい野性味をアピールした。

			　亀頭のふくらみかたも、もはや尋常ではない。由衣への欲望を訴えてでもいるかのように、浅ましい涎を尿口からしたたらせ、ヒクン、ヒクンとひくついている。

			「────っ!?」

			　いきり勃つ肉棹をまのあたりにし、由衣はますます美貌を硬直させた。

			（おねえちゃん、お願い。もう挿れたいんだ）

			　しかし博己は、言うに言えない激情を目顔で由衣に伝えようとする。由衣は「嘘でしょ」というように目を見開き、柳眉を八の字にしてかぶりをふった。

			　艶やかな黒髪が右へ左へとふり乱される。

			　そんな由衣の訴えも、今の博己には通じなかった。

			（おねえちゃん、ごめん。もう俺……挿れたくて死んじゃうよう）

			　最愛の女性を前にした十七歳の情欲は、危険なまでに暴走していた。

			


			５

			


			「……っ!?」

			　目を剥いて驚愕する由衣の身体を、便座の上でズルリとずらした。無力な由衣は窮屈な体勢で、後頭部と肩を背後のタンクに押しつける。

			　待って、ヒロくん待ってと、声にならない声で叫んでいた。

			　だが、そんな風に訴えられれば訴えられるほど、スリリングな興奮はますます燃えあがる。なんとしてでも本懐を遂げないことには、収まりがつかない気持ちが高まる。

			（ああ、由衣ねえちゃん）

			　反り返るペニスは、もう少しで腹の肉にくっつきそうなほどだった。そんな怒張を手にとって角度を変えれば、棹の天部にビリビリと鈍い痛みが広がっていく。

			（挿れたい。挿れたい、挿れたい、挿れたい！）

			　博己の身体が欲しているのは、もはやその一事だけ。亀頭でラビアをかき分けて、蜜まみれの膣穴へと先っぽを押しつける。

			　……クチュッ。

			「ぅぅぅっ……」

			　そんな、そんなといっそう激しく動揺しているのは明白だった。隣に教頭さえいなければ、声に出して「やめて」と言っているところだろう。

			　しかし、由衣は声すらあげられない。

			　こんな状況で、お腹の底に博己のペニスを受け入れたらどんなことになってしまうだろうと、恐怖に駆られているのがよくわかった。

			（おねえちゃん……）

			　愛してる──。

			　声には出さず、口の形だけで由衣に伝えた。

			「────っ！」

			　それを見た由衣は動きを止める。もう一度言ってと訴えるかのように、潤んだ瞳で博己を見る。

			　愛してる。愛してる──。

			　心からの想いとともに、博己は口の形で告げた。

			　由衣は「ああ……」ととろけたようになり、わずかに全身を弛緩させる。

			（行くよ、おねえちゃん）

			　そんな由衣の変化を、博己は逃がさなかった。

			　ググッと両脚を踏んばり、腰を落とす。暴れる内腿に指を食いこませた。跳躍するカエルのように、全身をバネにする。少年は一気に腰を突きだした。

			　──ヌプッ。ヌプヌプヌプッ！

			「ぅぅぅっ！」

			　本来なら、けたたましい嬌声が誰憚はばかることなくほとばしるシーンだったろう。しかし到底ハレンチな声など出せる状況ではない。

			（おねえちゃん。おおお……）

			　にゅるんとペニスが飛びこんだ胎肉は、みずみずしさ溢れる狭隘さと、ほどよい潤みに満ちていた。

			　狭苦しい凸凹にカリ首を刺激される。ちょっと進むたびにひらめく甘酸っぱい電撃に恍惚としながら、博己はゆっくりと腰を進め、奥まで怒張を埋めていく。

			「ぅぅっ……ぅ、ぅ、ぅぅぅぅっ……」

			（おぉッ、由衣ねえちゃん……）

			　由衣は片手で口を押さえ、溢れだしそうな嬌声をすんでのところで押しとどめた。そんな彼女の懸命な姿に、いっそう興奮を覚えなかったと言えば嘘になる。

			　いとしい人の膣洞は、ヌメヌメと艶めかしいぬめりと不意をつかれる温みで、博己の怒張を迎え入れた。

			　しかしやはり、特筆すべきはその狭苦しさだ。

			　全方向からぬめり肉が、極太を押しかえそうとするかのような圧力とともに、ムギュムギュと亀頭を絞りこむ。

			（うわあ……）

			　博己は奥歯をグッと噛みしめ、耽美な窮屈さに恍惚としながら、なおも奥へと男根を進める。

			　ズブッ……ズブズブズブゥ……。

			「ぁぁっ……ぁぁぁぁっ……」

			（ああ、入った。俺のちんぽが。由衣ねえちゃんの、オマ○コに……！）

			　とうとう由衣とひとつになれた。夢としか思えないできごとに泣きたくなるほどの多幸感を覚えながら、博己は膣奥深くまで猛る牡根を埋めこんだ。

			（おおお……）

			　ひと息ついた雄茎をもてなすのは、波打つ動きで蠢動するいやらしい牝洞だ。淫茎の根元から亀頭の先まで、あますことなく絞りこんでは不意に弛緩し解放する。

			（由衣ねえちゃん）

			　性器を挿入した博己は、いっそう近い距離で由衣と向きあった。うっとりと自分を見つめる年下の少年に、由衣は、

			「だめよ。お願い。動かないで。それだけは……それだけは……!?」

			　と哀願でもするかのように、必死の形相でかぶりをふる。

			（くうぅ、おねえちゃん！）

			　……ぐぢゅる。ぬぢゅっ。

			「ぁぁぁぁっ────っ!!」

			　しかし博己は自分を抑えられない。

			　熱烈な由衣への想いを両目にこめて見つめながら、前へ後ろへ、前へ後ろへと腰をしゃくる。淫らにぬかるむ牝湿地を、ヌチョヌチョと肉スリコギでかき回す。
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			（うわあ、気持ちいい！）

			　女陰と擦れ合う牡棹から、甘酸っぱさいっぱいの快美感が弾けた。

			　ヌメヌメした凸凹がカリ首と窮屈に戯れ合うたび、火を噴くほどの電撃が不意打ちのように炸裂して脳へと突き抜ける。

			　たっぷりの蜜で潤んだ由衣の膣路は、甘やかな凶器のようだった。

			　体験した女性の数はわずかに二人目に過ぎなかったが、窮屈で卑猥なこの性器は、花梨のそれとはまた違う生々しい感触で射精ざかりの少年を恍惚とさせる。

			（なにこれ。なにこれ、なにこれ。あああ……）

			　カクカクと腰をふり、とろける蜜壺でペニスを挿れたり出したりしながら、信じられない快さに博己は呆然ぼうぜんと酔いしれた。

			　いやらしい粘りを帯びたトンネルは、なにやら無数の小さな舌でもしこんでいるかのようである。肉傘の縁をチロチロ、裏筋をチロチロ、あるいは棹をチロチロと、おびただしい数の舌たちが、競い合うような熱烈さで博己の怒張を舐め競う。

			（うわっ、うわああ……）

			　なんだこの膣はと愕然としながら、博己は懸命に暴発を回避した。

			　アヌスをキュッとすぼめ、我慢に我慢を重ねれば、欲求不満の肉体は少年の口内に甘酸っぱい唾液を大量に分泌させる。

			（くうぅ、おねえちゃん）

			「ぁぁっ、ぁぁぁぁっ……ぅっ、ぅっ……ぁぁぁぁぁ……」

			　聞くだけでゾクッとくるほどの秘めやかな喘ぎは、耳に届くか届かないかというほどの音量だ。隣でカラカラと、ホルダーからトイレットペーパーを引っぱりだした藤野教頭には、絶対聞こえていないだろう。

			　教頭と客は、ほとんど同じタイミングで水を流した。隣り合う二つの個室から、けたたましい音を立てて水が渦巻く音がする。

			「水分を摂りすぎるせいか、トイレが近くって」

			「しかたないですよね。日増しに蒸し暑くなってきていますし」

			　ドアを開け、一緒に個室から出た教頭と客は、再びにぎやかに話をしながら、手洗いカウンターで水を使った。

			　そんな二人のやけに響く声を聞きながら、博己は一段と激しい抽送で、最愛の女性の蜜園を、グチャグチャ、ヌチョヌチョと亀頭でほじくり返す。

			「ぅぅっ、ぅぅぅっ、ぅぅぁぁぁぁぁっ……」

			　容赦ない博己の膣責めに、由衣は艶めかしい喘ぎを懸命にこらえた。いつしか口を押さえているのは、片手から両手に変わっている。

			「困る。困る。こんなの困る」と今にも叫びださんばかりの様子だった。

			　右へ左へ、また右へと、狂ったようにかぶりをふり、艶やかな黒髪をふり乱しながら、由衣もまた獣の悦びに狂乱している。

			「ぁぁぁっ、ぁぁぁっ、ぁぁぁぁぁっ……」

			（ああ、おねえちゃん……感じてるの？　由衣ねえちゃん！）

			「遅くまでお引き留めしてしまって、すみませんでしたね」

			「こちらこそ、お忙しいなかお時間いただきまして、ありがとうございました」

			「じゃあ新しいコピー機の件、お手数ですがよろしくお願いします」

			「かしこまりました。問題なく、来週には納品させていただきたく思います」

			　教頭と客は、にぎやかなやりとりをつづけながら、ようやくトイレから廊下に出る。

			　どうやら客は、出入りの業者かなにかのようだ。廊下で改めて挨拶をする二人の声がかすかに聞こえる。

			「ああ、由衣ねえちゃん！」

			「うあああっ。ヒロくん、ヒロくん。ハアアァァ」

			　しかし博己と由衣はもはやそれどころではなかった。

			　邪魔者がいなくなるや一気に熱情を露わにし、卑猥な性器の擦り合いを、どちらからともなくエスカレートさせる。
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			　……グチョグチョ。ヌチョヌチョ、グヂュッ。

			「ハアァン、あっあっ、うあああッ……ヒ、ヒロくんの意地悪！　ばか。ばかばか。おねえちゃん、ほんとにどうなっちゃうだろうって……」

			　由衣は自らも、窮屈な体勢で腰をくねらせた。自らの意志で濡れ肉を、博己の亀頭に熱っぽく擦りつけてくる。

			「ううっ、おねえちゃん、俺、メチャメチャ興奮したよ。ねえ、おねえちゃんもでしょ？　だっておねえちゃんのマ○コ、思いきりちんぽを絞りこんで──」

			「し、絞ってない。おねえちゃん、そんなことしてない！」

			「してたよ。してた」

			「してない。してない、してない。ヒロくんなんて大嫌い」

			「俺は好き。大好き」

			「ンッハアアァ」

			　愛しあう二人の会話は、人には聞かせられない秘めやかなものだった。

			　すねる由衣がかわいくてたまらず、博己はさらにガツガツと獰猛な腰ふりでぬかるむ肉湿地を蹂躙する。

			「アッヒイィン、ヒロくん……あァン、ヒロくぅぅん。あっあっ。あっあっあっ」

			「ああ、おねえちゃん、エロい声。感じてるの？　ねえ、感じてる？」

			　由衣の喉から溢れだす淫声は、真面目な彼女とも思えない艶めかしいものだ。

			　耳にするだけでイッてしまいそうになる官能的な声。博己はますますジンジンと、射精衝動を膨張させる。

			「し、知らない。ヒロくんなんて──」

			「俺は好き。俺は好き」

			「あっあああぁぁッ」

			　再び由衣の両脚を、あられもない逆Ｖ字状に抱え上げた。

			　むちむちした美脚を股間も露わな品のない姿に拘束され、由衣はせつなげに目を閉じ、唇を噛んでかぶりをふる。

			「あンンぅッ、ああ、すごい、ヒロくん……ヒロくん！　ヒッイイィン」

			「はぁはぁ。はぁはぁはぁ！」

			　ズンズンとサディスティックな抜き差しで、膣奥深くまで亀頭を叩きこんだ。

			　どうしてこんなにいとしいのに、くり出す行為はこんなにも荒々しくなるのだろう。

			　どうしてこんなにたいせつなのに、この人を思えば思うほど、自分はこんなにも身勝手なケモノになってしまうのだろう。

			「感じる、おねえちゃん？　ああ、俺は気持ちいい。おねえちゃんのオマ○コ、最高に気持ちいい！」

			　博己は訴えた。そんな少年の心からの想いに、由衣もまた官能のボルテージを淫らに上げる。

			「ハアァン、ヒロくん……ヒロくん！　ンッハアアアァ」

			「おねえちゃんは？　おねえちゃんは？」

			「ヒロくゥゥん！」

			「おねえちゃんは？」

			「き、気持ちいい！　ヒロくん、気持ちいいよう！　ハアアァン」

			「うおお、由衣ねえちゃん！」

			（だめだ、もう我慢できない！）

			　とうとう由衣からハレンチな言葉をもぎとれた。歓喜にむせぶ少年は、いよいよどうにもならなくなり、ふりたくる腰の動きにスイッチを入れる。

			　──パンパンパン！　パンパンパンパン！

			「アッアアア。いやン、奥まで……すごい奥までエェェ。ハアアアァァッ」

			　膣奥深くまで亀頭を突きさせば、やわらかな餅さながらのぬめり肉が、ぬぽり、ぬぽりと鈴口を包みこんだ。そのたびキュッと子宮にカリ首を締めつけられ、悪寒によく似た鳥肌が背筋をゾクゾクと駆けあがる。

			「か、感じちゃう！　ヒロくん、おねえちゃんも感じちゃうの！　あっあああァ」

			　もはや由衣は、学園の生徒たちが知る松枝由紀奈先生ではなかった。

			　みんなの知らない女としての素顔を惜しげもなくさらし、博己のペニスにいやらしい一匹のケモノになってくれる。

			「ああ、おねえちゃん」

			「いいのかな。おねえちゃん、ヒロくんにひどいことしたのに、幸せな気持ちになんかなっていいのかな。でもうれしいよう。幸せだよう。ヒロくん、気持ちいい！」

			「ああ、最高だ……もう出ちゃう。おねえちゃん、俺ちんぽ汁出ちゃう！」

			「ハッヒイィィン」

			　バツン、バツンと怒濤の勢いで、湿った股を由衣の股間に叩きつけた。由衣の身体は紅潮し、いつしかぶわりと汗の甘露を噴きださせている。

			　膣ヒダをえぐればカリ首から、しびれるほどの快感が火花を散らせた。

			　子宮にぬぽりと亀頭を埋めればどうしようもなく射精衝動が膨張し、陰嚢のなかで睾丸こうがんが、煮こまれるうずらの卵のように跳ね躍る。

			（ああ、イクッ！）

			　どんなに痩せ我慢をしようとしても、もはや限界だった。甘酸っぱさを感じさせる鳥肌が立ち、重力に抗う精液が、しびれる陰茎を切っ先に向かってせり上がる。

			「ああぁぁ。うあああ。ヒロくん、おねえちゃんももうダメ！　イッちゃう！　イッちゃうイッちゃう！　あっああああぁ」

			「ううっ、おねえちゃん、出る……」

			「ハアァン、気持ちいい！　あっああああッ。あああああああッ!!」

			　──どぴゅどぴゅ、びゅるる！　どぴどぴ、どぴぴッ！

			　溶岩さながらの爆発感が、博己の身体を木っ端微み塵じんに吹き飛ばした。粉々に砕けた少年は、光に負けじと天空へ飛びちっていくようなカタルシスを覚える。

			　なにも見えなかった。

			　なにも聞こえなかった。

			　まぶしいほどに白濁する無音の世界を、どこまでも博己は上昇していく。

			（ああ、最高だ）

			　うっとりと、吐精の悦びに耽溺した。

			　ドクン、ドクンと雄砲が脈打つそのたびに、おびただしい量のザーメンが由衣の膣奧にぶちまけられる。

			　自分の精液が由衣の子宮にビチャビチャと当たっているかと思うと、こんなに幸せでいいのかと、不安になるほどの多幸感を覚える。

			「はうぅぅッ……あッ、ハアァン……す、すごい……ヒロくんの、ちんちん……いっぱい、ビクビク……いってるの……」

			　博己はハッとして我に返った。

			　見れば由衣はビクビクと、強烈な電流に感電でもしたかのような激しさで、汗まみれの身体を痙攣させている。

			　薄桃色に火照った清楚な小顔も、じんわりと汗を噴きださせていた。

			　細めた瞳はドロンと濁り、彼女がまだなおエクスタシーの極みで酩酊していることを博己に告げる。

			「ううっ、おねえちゃん……」

			「どうしよう……こんなに……幸せで……アアアァ……」

			　自分と同じことを、由衣も感じてくれているようだ。

			　性器と性器でひとつにつながるこの人は、肉体だけでなく心もまた、しっかりひとつにつながり合えたのかもしれない。

			「温かい……ヒロくんの精液……お腹の奥に……いっぱいくる……あはあぁ……」

			「おねえちゃん……」

			「いいのよ……いっぱい出して……好きなだけ……私なんかで、いいのなら……」

			「あああ……」

			　博己はなおもうっとりと、ひくつく陰茎を脈打たせた。

			　幸せな吐精はなかなか終わらず、博己はずっと幸せな気持ちを噛みしめつづけた。
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			「……なんか」

			　花梨は腕を組み、憮然とした表情で博己を睨んだ。

			「全然納得できないんですけど」

			「ご、ごめんね、花梨先生。でも、俺の気持ちは、今言ったとおりなんだ」

			　博己はきちんと正座をし、花梨にもう一度手を突き、頭を下げる。

			「花梨先生。私からも……」

			　すると、かたわらに座っていた由衣も、博己と一緒に花梨に謝罪をした。

			　博己とは比べものにならない、上品な挙措。いかにも大和撫子という感じのその姿に、博己はひそかに胸をうずかせる。

			　もっとも、今はのほほんと胸をうずかせている状況ではなかったが。

			　ここは、由衣が一人で暮らす２Ｋのアパート。花梨のタワマンと比べたらいかにも庶民くさい住まいで、さして広くもない。

			　だが由衣の几帳面な性格を物語るかのように、部屋のなかは整理整頓が行き届き、どこもかしこも見事なまでの清潔感に溢れている。

			　またしても、学校帰りの時間帯だった。

			　三人は、由衣がリビングとして使っている六畳の洋室で話をはじめたところである。

			　シンプルで、よけいなものはあまりないその部屋は、二階建てのこぢんまりとしたアパートの上階最奥にあった。

			　フローリングの床に毛足の長い、ベージュ色のカーペットが敷かれている。

			　置かれているのは、小さな四角いローテーブルと淡いベージュ色をした二人掛けのソファ。ソファの対面には丈の低いサイドボードが配され、その上には薄型テレビやデジタル時計、小さな観葉植物などがセンスよく並べられている。

			　ベランダの向こうに広がるのは、森林の濃い緑である。学園近くの喧噪けんそうとは一線を画した、手つかずの自然が残るのんびりとした郊外に由衣のアパートはあった。

			「なんだかよくわからないけど……」

			　一緒に謝罪をする二人を忌々しげに見下ろし、ソファに座った花梨は組んだ脚をブラブラと揺らす。

			　博己が由衣と結ばれたあの放課後から、二週間ほど経っていた。

			　今日まで博己はなんとか花梨をごまかして、陰でコソコソと由衣と関係を深め合う幸せな毎日を過ごしてきた。

			　じつを言うなら、このアパートに招かれたのも今日が初めてというわけではない。

			　もちろん由衣とのセックスも、あの日以来狂ったように、何度も何度もくり返している。それはもう、とてつもない熱烈さで。

			　そして、そのたび二人の関係は、さらに深くてしっかりとしたものに変わってきていることを博己は強く確信していた。

			「つまり二人は昔からの知り合いで、由紀奈先生は事情があってヒロのもとを去り、名前まで変えて暮らしていたんだけど」

			　花梨はそう言って、面白くないわと言うように博己と由衣を交互に見た。

			「高校で、偶然教師と生徒として再会して、由紀奈先生は正体を隠してヒロのトラウマを矯正しようとしたものの……」

			「お、俺が……由紀奈先生が由衣ねえちゃんだって気づいて。そうしたら、もう、どうしようもなくなっちゃって」

			「で……こっそりと、学園のみんなには内緒でつきあうことにしたと」

			　博己が言葉を挟むと、花梨はそう言って二人を見つめる。床に正座をした博己と由衣は、緊張しながら花梨を見あげた。

			「ふう……」

			　ハーフの女教師は、これ見よがしなため息をつく。由衣が用意したティーカップを手に取り、イライラしながら口をつけた。

			「あぢっ」

			「あっ……き、気をつけて、花梨先生」

			　紅茶の熱さに驚いて、花梨はカップをテーブルに戻す。不機嫌さを隠そうともしない目つきで再び二人をギロリと睨み、脚を組んだままそっぽを向いた。

			「なんでもいいけど」

			　そう言うと、花梨は挑むように由衣を見た。

			「私の言いたいことはただひとつ。由紀奈先生とヒロがどんな関係だろうと、ヒロを大人の男にしてあげたのはこの私。だから、見て見ないふりできないことがあるの」

			「えっ……」

			　由衣は不安そうに眉をひそめ、花梨を見つめる。博己はそんな由衣と花梨の美貌を交互に見て、これまた不安な気持ちになった。

			「ねえ、由紀奈先生」

			　花梨は再び由衣に向き直る。細く長い指で彼女をさした。

			「あなた……愛だの恋だのっていう青臭いものだけで、十七歳の男の子をほんとに幸せにさせられるの」

			「か、花梨先生」

			　虚を衝かれたように由衣が息を呑む。とまどった博己も、眉をひそめて花梨を見た。

			「とにかく由紀奈先生って、頭のなか、お花畑っぽいから」

			「お、お花畑……」

			「いい？　教えてあげるわ」

			　忌々しげに由衣を見て、花梨は身を乗りだした。

			「この年ごろの男の子にとって、恋愛っていうのは性行為へのあこがれ込みなの。それはもう強烈な思いなの。みんな『そんなこと決してありません』みたいな顔してやり過ごしてるけど、ほんとは女とセックスしたいの。セックスしたくてセックスしたくて、毎日悶々としているの。ヤリたいの。そうでしょ、ヒロ」

			「い、いや……」

			　ヤリたいの、そうでしょと言われても返事に窮した。

			　花梨の言っていることには、たしかに一理ある。なにもしなくても、毎日陰嚢に精子がどんどん溜まってしまう苦しさは、男でなければわからないだろう。

			　だが、自分が由衣を求める気持ちのほとんどが、そんな生物学的な理由によるものだけではないことも博己は知っている。そして、由衣にだってわかっている。

			「そんな哀れな『男の子』という生き物とつきあうの。しかも先生は年上よ。大人の女性よ。しっかり満足させてあげられるの？　その上、ヒロが先生とのエッチにばかり夢中になって、ますます成績が下がるようなことにでもなったらこれも問題だし」

			　そう言って、もう一度、ビビッと由衣を指さす。

			「いろいろな意味で、あなたの責任は重大なの。あなたみたいな女性に、そういうことがちゃんとできるの、由紀奈先生……ううん、由衣おねえちゃん」

			　嫌みたっぷりに、博己の呼びかたを真似て花梨は由衣を呼んだ。

			「うっ……」

			「できるって言うなら、目の前で私をギャフンと言わせてみなさいよ。由衣さんが見事にやって見せてくれたら、いくらだって尻尾を巻いて逃げてあげるわ」

			　どうせできっこないと思うけどとでも言いたげな、勝ちほこったような口ぶりだった。なにしろ花梨には、タワマンでの完全勝利の実績がある。そう簡単に人の性格が変われるはずはないことを確信しきっているのだろう。

			「もしもできなかったら……あなたとヒロの交際は認めない。断固として。こうなったら、こっちも自爆覚悟よ。あなたのしたこと、全部学校で暴露するから」

			「ちょ、ちょっと……花梨先生!?」

			　そうきたかと動揺しながら、博己は花梨に抗議の気持ちをアピールした。

			　花梨はそんな博己をチラッと横目で見たものの、心を鬼にしたかのようにプイッとすぐに顔を背ける。

			「…………」

			　リビングルームに、重苦しい沈黙が下りた。由衣は正座をしたまま力なくうなだれ、結んだ両手の親指同士を落ちつかない様子で動かした。

			　そうした由衣の反応を見つめ、花梨は早くも勝利宣言さえ出しかねない様子である。

			「フッ」

			　それ見たことかと嘲笑うように、鼻を鳴らしてふんぞり返った。あらぬほうを見てほくそ笑み、由衣に何ごとか言おうとする。

			「わかりました」

			　すると、突然由衣が声をふるわせた。えっと思いつつ彼女を見ると、由衣は清楚な小顔を真っ赤に染めながらも、意を決したように花梨を見る。

			「ヒロくん……ううん、山辺くんの勉強については、花梨先生に言われるまでもないことです」

			「……えっ？」

			「私が教師として、責任を持って指導します。必ずご両親に喜んでもらえるような成績を残させます」

			「っ……」

			　ひょっとしたら、いささか気圧されたのかもしれなかった。花梨は眉間に皺を寄せ、息を呑んで由衣を見る。

			　そんな思いは、博己も同じだ。忘れていた、そう言えばこの人は松枝由紀奈先生だったんだと、久しぶりに思いだしたような心地になる。

			「そして、もうひとつ」

			　ピリッと厳格な松枝由紀奈然とした言い方で、由衣は言葉をつづけた。

			「山辺くんではなく……ヒロくんの性欲発散の件については、花梨先生にご心配いただく必要はないと考えます」

			「な、なんですって」

			　前回とは明らかに違う由衣の態度に、花梨はいぶかしそうに眉をひそめる。また博己はと言えば──。

			（ゆ、由衣ねえちゃん。かっこいい）

			　年上の恋人に惚れ惚れとしながら、端正な横顔にうっとりと見とれた。

			「まだまだ、学ばなければならないことが山のようにあることはわかっています。でも、私なんかでいいのなら……」

			　恥ずかしそうに、いったん顔をうつむかせた。しかし再び、由衣は花梨を見る。

			「私なんかでいいのなら……私はいくらだって、私のオマ○コでヒロくんを気持ちよくさせてあげます」

			


			２

			


			「なっ──」

			　今なんてった!?　とでも言うように、花梨は目を見開いた。しかし由衣は、もう花梨のことなど見ていない。

			　少し離れて座っていた博己のほうに顔を向けた。

			　その途端、醸しだす雰囲気が一気に変わる。

			「おいで」

			　それは、砂糖菓子かと思うほど甘い声だった。

			　松枝由紀奈ではなく、目の前の美しい人は博己のよく知る品野由衣へと変わっている。由衣は母性たっぷりの優しい笑顔とともに、博己に向かって両手を広げた。

			「お、おねえちゃん」

			　見る見る胸底いっぱいに、甘酸っぱいものが広がった。それどころかうれしさのあまり、鼻の奧がつんとする。

			「おいで。ちょっと恥ずかしいけど、今日もしよっ……ね？」

			「あああ……」

			　もうだめだと、たちまち理性が崩壊した。蜜を求めてユラユラと花に吸い寄せられる蜜蜂にでもなった気分である。

			「おねえちゃん……」

			「あっ……まあ、フフッ。かわいい子」

			　幼子に返ったようなふわふわとした気分で、由衣の胸に飛びこんだ。すると由衣はうれしそうに微笑んで彼を抱きしめ、いい子いい子と何度も頭を撫でてくれる。

			　たわわなおっぱいが、クッションみたいにフニュフニュとひしゃげた。

			　その得も言われぬ温みと豊満さ、とんでもないやわらかさに、今日もまた博己は鼻の下を伸ばしてうっとりとなる。

			「ヒロくん……おねえちゃん、ヒロくんにオマ○コ舐めてもらいたい」

			「お、おねえちゃん……」

			「オ、オマ──」

			　由衣が口にするとも思えないそのものズバリの淫語に、花梨が再び愕然とした。

			　しかし由衣は、もはや博己と二人の世界だ。

			「エッチしよ。ねえ、ヒロくん、誰にも内緒よ。おねえちゃんね……」

			　そう言って、博己の耳にそっと口をくっつける。

			「もう……濡れちゃってるよう」

			「うお、うおおお……」

			　最後の囁き声は、砂糖菓子ではなくもはや猛毒だった。男を腑抜けに変えるだけでなく、恐ろしいほど股間の棹をビンビンにいきり勃たせる禁断の猛毒。

			「ああ、おねえちゃん……おねえちゃん！」

			「ハアアァン」

			　もはや言葉は不要であった。本当のことを言うならば、あの放課後のトイレセックス以来、二人はずっと言葉などまったく必要としていない。

			　今日もまた、博己は一匹のケモノになった。荒々しく、由衣をカーペットに押したおす。言葉と同様、服も不要だ。仰向けに倒れたいとしい人に手を伸ばし、着ているものを毟りとるように、むちむちした女体から脱がせていく。

			「アァァン、ヒロくん……」

			　裸にされながら、由衣は早くもとろけた顔つきになった。持ち前の慎ましさと生真面目さの裏側から、生々しくも官能的な牝の気配が色濃く滲みだしてくる。

			　外にはまだ日があった。ベランダへとつづく窓から見える世界は、ようやくほんの少しずつ、茜色へと変わりはじめている。

			「おねえちゃん……花梨先生に見せてもいいの？　ほんとのおねえちゃん……前とは違う、エッチなおねえちゃん……」

			　あっという間に年上のその人を純白の下着姿に剥いた。博己は由衣に問いかけながら、ブラジャーを、つづいてパンティを、肉感的な女体から剥ぎとっていく。

			「ンッハアァ、い、いいの……見せてもいいの……全部、全部……おねえちゃん、花梨先生に見てもらう……」

			　そんな博己に、艶めかしい声で由衣は答えた。脱がされながらくなくなとその身を色っぽくのたうたせている。自分で申告したとおり、早くも狂おしく発情しているのは、歴然たる事実のようである。

			「ああ、おねえちゃん」

			「アァン……」

			　全裸に剥いた由衣を、あられもないガニ股姿にさせた。今日も由衣のヴィーナスの丘は、清楚な彼女とは落差のあるもっさり剛毛ぶりである。

			　……ピチャッ。

			「ハアアァン、ヒ、ヒロくぅぅんッ」

			　博己は舌を飛びださせ、由衣のワレメに突きたてた。由衣はビクンと背筋をたわめ、感極まった声をほとばしらせる。

			　由衣の蜜園は、やはりとんでもないことになっている。

			「はぁはぁ……舐めちゃう。今日も死ぬほど舐めちゃうよ、由衣ねえちゃん！」

			　……ピチャピチャ。ねろねろ。れろん。

			「アアァン、ヒロくん……はああぁッ、アッハアアアァ……」

			「うっ、ううっ……由衣、さん……」

			　それは、思いもよらない展開だったに違いない。

			　花梨は呆気にとられていた。組んでいた脚をほどく。ソファのなかで身を乗りだし、眼下ではじまった二人のまぐわいに驚愕の視線を釘付けにする。

			「アァァン、恥ずかしい。でも……見てください、花梨先生。二人が愛しあっていることを……こんな……こんな私のオマ○コでも、この子はこんなに幸せそうに舐めてくれます！」

			　由衣は艶めかしく身悶えながら、色っぽい喘ぎ声とともに花梨に訴えた。

			　自分の股間にむしゃぶりつく博己がいとしくてしかたがないというように、両手を少年の髪に埋め、感激した様子でクシャクシャにする。

			「ああ、おねえちゃん……オマ○コ、すごい濡れてる。んっんっ……」

			　感激しているのは、博己も同じだった。

			　舌を躍らせる由衣のワレメは、今日もねっとりたっぷりといけない蜜を溢れさせている。粘って重いその汁は、熟れた果実を連想させる甘酸っぱい匂いに、磯いその香りがブレンドされていた。

			「ハァァン。アッハアァン」

			　そんなハレンチな汁をねろん、ねろんと舌で掬っては、凸凹した膣粘膜の隆起を舐めしゃぶった。とりわけ重点的に責めるのは、粘膜の最下部でヒクヒクとひくつく、蠱惑的な肉穴のとば口だ。

			「はっあぁぁ、そうよ……ああ、そうよ、ヒロくん……ハアアァァン……」

			　恥も外聞もない淫らな声で、由衣は快感を伝えてくる。

			　この二週間、毎日のようにくり返したセックスの回数は、正直正確には覚えていない。とにかく二人きりになると、博己と由衣は熱烈かつどん欲に相手を求め、ヤケドするかと思うほどの激しい肉の契りに溺れた。

			　そうした行為の連続は、短期間のうちに由衣のなかで眠っていた性感を、一気に淫らなものへと変えた。

			　博己はついこの間童貞とさよならしたばかりだというのに、最愛の女性の肉体を自分の男根で開発し、別人かと思うほどにまで変貌へんぼうさせていたのである。

			「オ、オマ○コ濡れちゃうの……ハアアァ、感じちゃう。感じちゃう！　ヒロくんに舐めてもらえると思うだけで濡れちゃうの。ヒロくんの舌で舐められたら、もっと濡れちゃう。おねえちゃん、すごくエッチになっちゃう！」

			「おお、おねえちゃん！」

			「あっはああぁ。ハッアァァァン」

			　由衣はいっときも休むことなく、肉感的な裸身を右へ左へとくねらせた。背筋をＵ字にたわめたり、もとに戻したりをくり返し、プリプリとヒップをふりたくる。

			「お、おねえちゃん……オナニーして」

			　そんな由衣に博己は求めた。

			　数日前、興奮のあまり頼んでみた、いやらしい行為。そのときも、由衣は相当恥ずかしがりながらも少年の期待に応えてみせ、同時にすさまじく興奮した。

			「あァン、ヒロくぅぅん」

			「オナニーして。花梨先生に見せてやって。ほら、ここ自分でいじって……」

			　博己は言うと、莢から剥けかけたピンク色の牝芽をピチャピチャと舌であやす。

			「ハアアァン。あっあああぁ」

			　その途端、由衣はますます官能のボルテージを上げた。喉から漏れだす艶めかしい声は、一段とガチンコな我を忘れた様相を帯びる。

			「あぁん、ヒロくん。ヒロくゥゥゥん。ハアアァッ」

			　博己の舌に転がされ、淫核がズルリと莢から剥けた。唾液まみれになった枝豆のような牝豆は、早くもガチンガチンに勃起している。

			「あハアァ、ヒロくん……あああああ」

			「ほら、マスかいて……ほら……」

			「うああァン。は、恥ずかしい……アッハアアアァァ」

			「ええっ。う、嘘でしょ、由紀奈せ……ゆ、由衣さん……！」

			　信じられない光景に、花梨はもうソファにじっとしてなどいられない。

			　弾かれたように立ちあがった。

			　もっと近くでたしかめなければと思いでもしたかのように、淫らな行為に没頭する二人の前まで駆けよると、そのかたわらにへたりこむ。

			　だが、花梨が仰天するのも無理はなかった。

			　なにしろ生真面目でならす、あの松枝由紀奈が男にマ○コを舐められながら、自分の細い指でクリ豆をクニュクニュ、クニュクニュと弄くり倒しだしたのだ。

			「ハァァン、花梨先生……あぁン、興奮しちゃいます。あっあっ。ハアアァン」

			　目を見開いたまま、すぐそこで自分を見つめる花梨にいっそう恍惚となったようだ。

			　由衣は、彼女とも思えない下品な手つきで牝豆を弄くり、秘園を舐められる悦びに、「うああ。ハアアアァ」とケモノの声をほとばしらせる。

			「そ、そんな……はぁはぁ……由衣さん、オナニーしてるの!?」

			　花梨はもはや、平常心ではいられなかった。一気に息苦しさを増したらしく、肩を上下させて新鮮な空気をむさぼり吸う。

			「あぁン、花梨先生……」

			　そんな花梨に、由衣も一段と痴情を高めた。とろんと濁った瞳で彼女を見る。はちきれんばかりにふくらんだ双子の乳房が、たゆんたゆんと重たげに揺れた。二つの乳勃起をつんと硬くしこらせながら、円を描く動きでまん丸なふくらみをふるわせる。

			「あ、あああ……マ……マスかいてるの!?　由衣さん、ほんとにマスかいてるの!?」

			「ンッハアァ、かいてます……マ、マス……マスかいちゃってます！」

			「由衣さん！」

			「花梨先生、私だめな女です！　教師なのに我慢できない！　大好きな男の子にオマ○コ舐められて、いけないってわかってるのにマスかいちゃってるン。アアアァ」

			　由衣の興奮ぶりは一気に加速した。

			　多分このまま達するはずだと思いつつ、博己はクンニを激しくする。

			「はぁはぁ……おねえちゃん、マスかいて。花梨先生に見せるんだ。こんなエッチな女になりましたって。俺のちんぽのせいで、マスかき女になりましたって！」

			　……ピチャピチャ。れろん。ねろねろ。

			「ハアァァン。ああ、き、気持ちいい。ヒロくん、気持ちいいよう」

			　博己にあおられ、由衣は手淫の指使いを速める。円を描く動きで、ずる剥けの牝豆を猛然と擦って変形させる。

			「い、いやッ。こんなの見てられない。見てられないンン！」

			　花梨は由衣のハレンチさに、もうどうにもたまらない。頼まれもしないのに着ているものを脱ぎ捨てて、あっという間に一糸まとわぬ姿になる。

			「アァン、由衣さん……由衣さァァん。ハアアァ」

			　二人のかたわらに膝立ちになった。片手を股間に潜らせる。

			　先ほどまで見せていた、自分の優位を確信しきった余裕の態度はどこへやら。セクシーな柳眉を八の字にたわませた。思いもよらないこの状況になかばパニックになったかのように、自分の指でネチネチとおのがクリ豆を由衣に負けじと弄くり倒す。

			「はっあぁァン、花梨先生……ああ、気持ちいい！」

			「ンッアア、わ、私も気持ちよくなりたい！　待って、待って……一人で気持ちよくならないで……あっあっ、ハアァファン」

			　淫らな自慰行為に耽りだした花梨に、はるか先を行く由衣はいっそう刺激されたようだ。同じような指使いでクリトリスをかき毟りながらも、由衣には細める目の前に、めくるめく歓喜の瞬間が近づいている。

			「あぁン、いやらしい……はぁはぁ……花梨先生もエッチなことを……アアアアッ」

			「アハァァン、わ、私もマスかいちゃってる！　マスかいちゃってるノオオォ！　だってこんなの見てられない！　はぁはぁ……私も一緒に興奮しちゃうンン！」

			　美貌の教師二人は競い合うように、勃起した牝真珠を卑猥な手つきで擦りつづけた。

			（おお、エロい！）

			　さらに異常さを増したとんでもない状況にエキサイトし、博己は猛然と舌を躍らせ、由衣の膣穴をピチャピチャ、グリグリと舐めしゃぶる。

			「ハアァァン、アッハアァ。気持ちいいよう。気持ちいいよう。ああン、もうイッちゃう！　イッちゃうイッちゃうイッちゃう！　アッアアアァ」

			「ま、待って。待って、待って、待って！　いやン、私はまだ──」

			「あああ、もうダメエェ！　イクッ！　イクイクイクッ！　あっああああぁ!!」

			　……ビクン、ビクン。

			「おお、由衣ねえちゃん……」

			　とうとう由衣はエクスタシーへと突き抜けた。

			　炒められる海老さながらに裸身を跳ね躍らせ、アクメの悦びに耽溺する。ビクン、ビクンと派手な痙攣をくり返し、白い首筋を引きつらせて女の幸せを享受する。

			「あっ……あああ……とろけ、ちゃうン……」

			「ううっ、由衣さん……はぁはぁ……」

			　幸せそうにとろけきる由衣を複雑そうに見下ろし、花梨は乱れた息を整えた。

			　博己もまた、いとしい女性の股間から顔を離し、ケモノの快楽に酩酊する由衣の姿をうっとりと見る。

			　そんな博己の唇と由衣の女陰の間には、ねっとりと重たげな粘液の橋が架かった。

			「ああ……ハアァァン……」

			　やがてようやく、由衣は痙攣をやめてぐったりとした。

			　弛緩した裸身から、一気にぶわりと汗の玉が噴く。艶やかな女体は堰せきを切ったように薄桃色に紅潮した。

			


			３

			


			「い、いいな……はぁはぁ……由衣さん、いいな。いいなぁ！」

			　花梨はもはや駄々っ子だ。

			　一人で幸福そうに達した由衣に恥も外聞もなく嫉妬をし、欲求不満を露わにして、西洋人の遺伝子を感じさせるむちむちボディを激しく揺さぶる。

			「はぁはぁ……花梨先生……」

			　乱れた息を整えながら、由衣はそんな花梨を見た。博己もそうした。

			　百センチ超の爆乳が、たっぷたっぷとせわしなく円を描いて揺れまくる。乳首はすでにビンビンに勃起していた。膝立ちになった太腿も艶めかしく肉をふるわせる。

			「ヒロくん……」

			　困ったように苦笑して、由衣は博己を見た。

			「花梨先生にも……してあげて」

			「えっ」

			　いったいなにを言い出したのかと、博己は目を見開いた。由衣はそんな博己に優しくうなずく。

			「おねえちゃん、我慢するから。花梨先生にも、おねえちゃんと同じこと……ううん、今日だけ……もう一度だけ……花梨先生にもヒロくんのおちんちん──」

			「アァン、由衣さん。ヒロオオオッ！」

			「わわっ!?」

			　自分を気づかう由衣の言葉に、花梨は臆面もなく感激した。すぐさま行動に移ったその迅速さは、由衣の気が変わらないうちにと焦っているかのようにも見える。

			　博己に躍りかかるや、彼が着ているものを引き裂かんばかりに毟りとった。制服のシャツもズボンも靴下も脱がされ、博己は下着まで毟られる。

			「ああ、花梨先生……」

			　強引に露出させられた股間の一物が、ブルンブルンと雄々しくしなった。

			　今日もまた、博己の怒張は身も蓋もなくいきり勃ってしまっている。生殖への焦げつくほどの渇望を、目を剥くほどの勃起ぶりで女たちの目に露骨にさらす。

			「あぁん。アアアァン」

			　そんな博己の肉棒をチラッと目にした花梨もまた、その裸身を色っぽい薄桃色に紅潮させた。たっぷりの脂肪味を感じさせる白い肌が、じわじわと汗を滲ませる。

			「うわっ」

			　年上の女としての矜持も、聖職者としての倫理も、すでにどこにもなかった。全裸にさせた博己の手を取って引っぱると、自ら床に仰向けになる。

			「し、して、ヒロ。私にもしてエェェ」

			　上ずった声ですがるように言った。自ら両脚をＭ字に広げ、肉づきのいいヴィーナスの丘を露わにする。両手の指を陰唇に伸ばし、右と左からラビアを広げるや、くぱあっとワレメを菱形ひしがた状にくつろげる。

			「うおお、先生……」

			　あまりにも品のない、扇情的な光景。持ち主自身に広げられた牝肉からは、ほんわかと淫靡な湯気が上がっている。

			　サーモンピンクの粘膜は、どこかが壊れでもしたかのように大量の愛液を溢れさせた。淫蜜の潤みの底で膣穴が、ヒクン、ヒクンと呼吸するようにひくついている。

			「お願い、今日だけ。もう一回だけそのちんぽ挿れて。もう一回だけでいいからァ」

			　花梨は今にも泣きそうな声で、はしたない願いを口にした。よく見れば、媚肉の下ではピンクの肛門も、膣と一緒に開いたり閉じたりをくり返している。

			　ワレメから溢れた随喜の牝涎で、蟻の門渡りも尻の底もドロドロにぬめっていた。

			　我慢ができなくなったのか。花梨はそんな体勢のまま、片手を再び股間に潜らせ、ヌメヌメしたワレメを狂ったように擦過する。

			「うあああっ。ンッハアアァ」

			　──グチョグチョグチョ！　ヌチョヌチョヌチョ！

			「おお、か、花梨先生……」

			「早く挿れて。我慢できないン！　ちんぽほしくて苦しいの。苦しい。あああアァ」

			「──うわッ」

			　博己は目を見張った。

			　女教師が浅ましい動きで擦り立てる膣穴から、小便さながらの勢いで、透明な潮がピューピューとしぶく。花梨は「ああァッ。ハッヒイィ」とケモノの声をあげながら、なおも媚肉をかき毟り、さらなる潮を水鉄砲の勢いで飛びちらせる。

			「花梨、先生……おおお……」

			「早く挿れてエェ！　ちんぽちょうだい。ヒロ、ちんぽ。おちんぽホホホオッ」

			「ヒ、ヒロくん、挿れてあげて！」

			　見かねたように由衣が言った。床から上体を起こし、たっぷたっぷと豊満なおっぱいを揺らして博己に訴える。

			「い、いいの、おねえちゃん？　ほんとにいいの？」

			　もう一度、博己は意志をたしかめた。すると由衣は優しく微笑む。

			「苦しいのよ」

			「……えっ？」

			「知らなかった？　女だって苦しいの。だから早く、花梨先生を楽にさせてあげて」

			「由衣ねえちゃん……」

			　こんな状況でも人を思いやれる由衣に、たいせつなことを学んだ気がした。いとしい人への尊敬の念は、ますます博己を甘酸っぱい思いでいっぱいにする。

			「アァン、早く。お願い、早くウウゥ」

			「さあ、ヒロくん」

			「くっ……!?　うおっ、うおおおおっ！」

			　この期に及んでも、じつを言えばまだとまどいはあった。

			　だが由衣がそうしろと言うのなら、地獄の底にいるような顔で苦しげにのたうつ花梨をほうってはおけない。

			　花梨の股間に陣どった。反り返るペニスを手に取ると角度を変え、「早く、早く」と訴えてでもいるかのような蜜まみれの蠢動女陰に、ズブリと雄々しく突きたてる。

			　すると──。

			「ンッギヒイイィィ」

			　……ビクン、ビクン。

			「おおッ、か、花梨先生……」

			　膣奥深くまで男根を叩きこんだだけだった。

			　しかしたしかに博己の亀頭は、花梨の子宮口に深々と食いこんだはずである。

			　花梨の喉から、我を忘れた叫び声がほとばしった。背筋を反らして裸身を硬直させ、ハの字に流れたおっぱいを、ブルン、ブルンとふるわせる。

			　白い首筋が淫らに引きつった。食いしばった綺麗な歯が剥きだしになって、ギリギリと歯ぎしりの音すら立てている。

			「もしかして、イッちゃったの、花梨先生。ちんぽ、挿れただけでイッちゃった？」

			　花梨の反応のあまりのすさまじさに驚きつつ、博己は問いかけた。

			「あああ……私……ったら……あッ、ハアァァ……」

			　ビクビクと、白目さえ剥きかけた凄艶な顔つきで、花梨は裸身を痙攣させる。

			「はうう……花梨先生……はぁはぁはぁ……！」

			　由衣はそんな花梨の姿に、一度は収まった情欲がまたしてもぶり返したような表情になった。せつなげに柳眉を八の字にし、慌てて花梨ににじりよる。

			「わ、わかります。花梨先生、わかります！」

			「はウゥッ……由衣、さん……」

			「うれしいですね。気持ちいいですね。ヒロくん、もっとしてあげて。もっともっと、花梨先生を気持ちよくさせてあげて」

			「ゆ、由衣ねえちゃん」

			「さあ……！」

			「ぬおっ。ぬおおおっ……」

			　……ぐぢゅる。ぬぢゅる。

			「ひはッ。フハッ、ンハアアァ。あァン、ヒロ……ヒロほほほオオオッ」

			　再び由衣にあおられて、博己はズンズンと腰を使いだした。猛る怒張が耳に心地いい汁音を響かせながら蜜壺の愛液を攪拌かくはんする。

			「ああ、先生……すっごく濡れてる！」

			　とろけるような、という言い方がふさわしい肉沼の感触に恍惚とし、博己は声を上ずらせた。

			　ヌルヌルと、卑猥な汁にまみれた狭隘な蜜湿地は「いいの、いいの。これいいの！」と歓喜の叫びをあげるかのように、波打つ動きで蠕動してはうずくペニスに吸いついてくる。

			「ハアァン、濡れちゃう。いっぱい濡れちゃうンン。ハアアァン」

			「おお、花梨先生……」

			「あァァン、先生、気持ちよさそうです……いいですか。先生、いいですか!?」

			「ゆ、由衣ねえちゃん」

			　最愛の少年のペニスで突かれ、ケモノの声をあげる先輩教師に、由衣が覚えたのは妬心だったか、それとも興奮か。

			　博己は我が目を疑った。

			　今度は由衣が膝立ちになる。白い片手でたわわなおっぱいをワッシとつかんだ。もう片方の手は、苦しげに股間に潜らせる。

			　恥ずかしそうにしながらも、もう我慢できないとでもいうかのようなせつなさを満面に浮かべた。不埒な手つきでヌチョヌチョと、ぬめりにぬめる愛肉を下品な指使いでかき毟りだす。

			「アッハアァ、花梨先生……あっあっ、ハアアァ……」

			「はああぁ、由衣さん……アッヒィィン、あっあっあっ！　ご、ごめんね。由衣さんのカレシなのに！　由衣さんの大事なおちんぽなのに！　でも、でも──」

			「ンッアアァ、花梨先生」

			「き、気持ちいい！　由衣さん、私、気持ちいい！　ごめんね、ごめんねああああ」

			「くうぅ、花梨先生……由衣ねえちゃん……はぁはぁ……！」

			　由衣と花梨は互いに相手の顔を見ながら、艶めかしい声で会話をつづけた。

			　そんな二人に交互に視線をやり、博己は息を弾ませて、花梨との性器の擦り合いをエスカレートさせる。

			「ハッアァァァン。アッアアァ、気持ちいい。気持ちいい。もっとして、ヒロ。もっとおぉ。おおおおおッ」

			　博己の剛直が気持ちよくてたまらないのだろう。下からズンズンと突き上げるたび、花梨は感極まった淫声を惜しげもなく炸裂させた。上へ下へとたわわな爆乳を揺さぶって、男の勃起で発情肉をえぐられる女の悦びに狂乱する。

			「んあぁぁッ、花梨先生……アァン、気持ちよさそう。か、感じちゃう！　こんな先生とヒロくん見てたら、私もいっぱい感じちゃうンッ。ハアアァン」

			　花梨を潤んだ瞳で見下ろしながら、由衣は自ら乳をまさぐり、ワレメをグチョグチョとかき回した。

			　どちらの美女も色白の女体は、湯上がりさながらの薄桃色に紅潮している。

			　その上競い合ってでもいるかのように、二人はきめ細やかな美肌から汗の甘露を噴きださせた。股の付け根の肉割れだけでなく、肌のおもてまでヌラヌラとぬめり光らせる。

			「うお、うおおッ、花梨先生……ああ、俺も気持ちいい！　もうイクよ。イクよ！」

			　官能の極みで艶めかしく喘ぐ二匹の獣にあてられた。

			　色っぽいよがり声の二重奏に、剥きだしの恍惚神経をチロチロと舐めしゃぶられるような、鳥肌ものの快感を覚える。

			　凸凹したぬめり肉と擦れ合うカリ首から、しぶくような電撃が弾けた。じわじわと爆発衝動が高まり、陰嚢で急製造した精液が、あぶくを立てて煮立てられる。

			（も、もうだめだッ！）

			　そんな度しがたい激情を、博己はどうにもできなかった。

			　むちむちした美脚を大胆なＭ字に拘束したまま、狂ったように腰をふり、膣奥深くまで亀頭を突きさしては荒々しく引き抜くことをくり返す。

			　──バツン、バツン、バツン！

			「ハアァァン。あぁん、ヒロ、フィールグーッ！　気持ちいい、最高よオォォ！　オーイエッツ！　オーイエッツ！　ハアアアァァッ」

			「うぅッ、花梨先生。はぁはぁはぁ！」

			　いよいよスパートをかけてうずくペニスを抜き差しすれば、花梨は恥も外聞もない淫声を張りあげ、汗まみれの裸身を蛇のようにのたうたせる。

			　小玉スイカさながらの爆乳が、胸もとから千切れんばかりにブルン、ブルンと円を描いて跳ね躍った。

			　しこった乳首にまつわりついた汗のしずくがあちらへこちらへと飛びちっていく。

			「ンッハアァ、花梨先生……あっあっあっ。ハァァン、イッちゃうんですか。イッちゃうんですか!?　あぁん、私まで感じちゃう！　あっあああぁ」

			「おおお、由衣ねえちゃん」

			　すると、由衣は由衣でグチョグチョとエロチックな汁音を響かせて、恥裂の汁をかき回した。

			　決して人に見せてはならない、タブー感溢れる自慰姿は、お宝ものの生々しさ。

			　全身に汗を噴きださせ、たわわなおっぱいを原形をとどめないほど揉みつぶした。へっぴり腰になって大きな尻をふり、股の付け根を、かいて、かいて、かき毟る。

			「ああ、エロい……イ、イクッ！　イクよッ！」

			「ハッアァァ、ヒロ。イッて。いっぱいイッてエェェ！　ああァァン！」

			「あああ、ヒロくん！　ヒロくん！　ハアアアァァン！」

			「も、もう我慢できない！　うおおおおっ！」

			「ああぁンンアアアッ！　ヒロ。イグイグイグッ！　アッハハハハアアァッ!!」

			　──びゅるるる！　どぴゅどぴゅ、どぴゅぴゅぴゅ！

			　押しよせてきた快楽の波に、頭から丸ごと飲みこまれた。

			　博己は意識を白濁させる。全身が男根になったかのようなエクスタシーを覚えながら、ドクン、ドクンと限界に達したおのが怒張を脈動させる。

			　二回、三回、四回──うなりをあげた極太が、獰猛な音を立てて痙攣した。居場所をなくしたザーメンが、咳きこむ勢いでゴハッ、ゴハッとぶちまけられる。

			（ああ、気持ちいい）

			　少年はうっとりととろけきった。膣奥深くに白濁を吐きだすたび、瞼の裏でさらなる光が、強く激しくひらめいては頭をいっそう真っ白にさせる。

			「うあッ……うああッ……ヒロ……ヒロぉぉぉッ……はっあああぁ……」

			「……あっ、先生」

			　艶めかしい声に気づいて、博己は花梨を見た。

			　性器でひとつにつながった女教師は、アクメのまっただ中である。ビクン、ビクンと汗まみれの裸身を不随意にふるわせ、没我の顔つきで恍惚感に溺れている。

			　エクスタシーを満喫する汗まみれの美貌は、完全に白目を剥いていた。開いた口からは、ローズピンクの舌がだらしなく飛びだしている。なんだか見てはいけないものを見てしまっているような、うしろめたい気持ちになった。

			「だ、だめ。見ちゃだめ！　はうッ……はうぅぅ……」

			　するとそのことに気づいたか、由衣が慌てて行動に出た。花梨の顔を隠すように、横から彼女に覆いかぶさる。

			　どうやら由衣も一緒に達したようである。

			　ビクン、ビクンと花梨と同じように汗まみれの裸身を痙攣させながらも、哀れな先輩教師を気づかって、そのみっともないアクメ顔を博己の視線から隠そうとする。

			「ううっ、おねえちゃん……」

			「見てはだめ。花梨先生、恥ずかしいはず……でも、もう意識が……」

			　どうやら花梨は失神してしまったようだ。由衣は花梨の美貌をたしかめ、改めて彼女の顔を隠そうとした。

			


			４

			


			「ああ、おねえちゃん。由衣ねえちゃん！」

			　そんな由衣の底なしの母性に、博己はますます昂った。

			　ちゅぽんと花梨の牝華から、汁まみれの陰茎を抜く。たっぷりの愛液と彼自身の精液でドロドロになった雄勃起は、淫らな汁を飛びちらせてブルンとしなった。

			「お、おねえちゃん、きて……」

			　前屈みになって手を伸ばし、キュッとくびれた由衣の足首をつかんだ。獰猛な力で引っぱって、その身体を自分に引きよせようとする。

			「アァン、ヒロくん……」

			　そんな博己のたくましい力に、由衣は抗えなかった。

			　花梨の顔をプロテクトしようとしながらも、グイグイと足を引っぱられる。なすすべもなく身体を回転させ、花梨に完全に覆いかぶさった。失神した先輩教師にまたがる形で、全裸の由衣は艶めかしい四つん這いのポーズになる。

			「由衣ねえちゃん……俺、たまんないよう！」

			「ひゃっ」

			　由衣が底なしの母性なら、博己は底なしの性欲だった。

			　花梨の膣奧にたっぷりと精を放ったばかりだというのに、彼のペニスは欲深で、これっぽっちも萎えようとしない。

			　それどころか、由衣への甘酸っぱい激情はもはや嵐と化していた。

			　最愛のその人をケモノの体位にさせた少年は、熱い想いのすべてをこめて、由衣のぬめり肉に荒々しく男根を突き入れる。

			　──ズブッ！　ズブズブズブッ！

			「アッハハハアァァン！」

			　いきり勃つ剛棒に膣の奥まで貫かれるや、由衣は稲妻でも浴びたかのような嬌声を炸裂させた。早くも手を突っぱらせてなどいられなくなり、つんのめるようにして花梨の裸身に覆いかぶさる。

			「あァン、いやァ……」

			「うううっ……」

			　尻だけを高々と突き上げた、移動途中の尺取り虫さながらの格好になった。

			　由衣と花梨のおっぱいが、粘る餅同士のようにくっつき、それぞれがいやらしくひしゃげながら、ニチャニチャと汗の攪拌音を響かせる。

			「はううッ……ヒ、ヒロくぅぅん」

			「おねえちゃん。愛してる。愛してるよう！」

			　……バツン、バツン、バツン、バツン！

			「ウッハアァァ。あっあっあっ。ハァァン。ヒロくん。ヒロくゥゥゥん！」

			　由衣の裸身は色っぽく発汗し、全身に汗粒を噴きださせていた。

			　ほんのりと紅潮した裸の肌に、霧吹きでシュッシュと噴きかけでもしたかのような汗が滲みだす光景はなんともセクシーだ。

			　博己はそんな由衣の臀肉を、両手でつかんでバランスを取った。

			　溢れだす想いとみなぎる獣欲のすべてをこめ、雄々しいピストンで膣ヒダをかき毟り、最奥の子宮をズンズンと突く。

			「ハッヒイィン。ヒロくん、おねえちゃん、今日もいっぱい感じちゃうンンン！」

			「はぁはぁ。由衣ねえちゃん」

			　由衣はなおもクッションのようにおっぱいを弾ませながら、感極まった引きつり気味の声で、淫らな快感を少年に伝えた。

			　なおも花梨の失神顔を隠そうと必死になっていたが、さすがにそんな余裕もなくなってきている。

			　由衣の両手は花梨の顔から離れ、カーペットをつかもうとしたり擦ったり、荒れ狂う淫情の激しさを物語るかのように自分のことでもう手いっぱいだ。


[image: ]


			「由衣ねえちゃん。俺も気持ちいい！　ねえちゃんのマ○コ、今日もメチャメチャ窮屈で、ヌルヌルして……ああ、いっぱいちんぽを絞りこんでくる！」

			「ヒイィン、ヒロくん。アッハアァァ」

			「おおお……」

			　博己は由衣に応えながら、天を仰いで苦悶の呻きを漏らした。

			　はっきり言って、由衣のとろ蜜粘膜と男根のフィット感は最初からバッチリだった。

			　なんというのだろう、その性格や物腰に「ああ、俺とピッタリの人だ」と思うことがあるのと同様、肉棒を包みこみ、甘く艶めかしく吸いついてくる牝肉の感触にも、自分とピッタリだという感激のようなものを博己は覚えつづけている。

			　しかもそんなフィット感は、連日のように由衣とセックスをくり返せばくり返すほど、さらに強烈なものへとエスカレートしていた。

			　たとえて言うなら由衣の蜜沼は「お帰り」とでも言ってくれているように感じられる。自分のペニスは──いや、自分という男は、このヌルヌルした気持ちのいいオマ○コに帰っていくために生まれてきた気すら博己はしていた。

			「ハァァン、ヒロくん。おねえちゃんも感じちゃう。気持ちいいよう」

			　膣奥深くまでえぐられて、由衣は今にも泣きそうな顔でこちらを向く。

			　陰茎を食い締める肉アワビは「いいの。いいの。これいいの」と訴えてでもいるかのようだ。

			　絶え間ない蠢動をつづけては、吐精寸前の亀頭をムギュリ、ムギュリと締めつける。

			「くうぅ。おねえちゃん……」

			「気持ちいいよう。気持ちいいよう。こんなに幸せでどうしようって思っちゃう。ヒロくんがまたいなくなったら、どうなっちゃうんだろうって思っちゃう。ハアアァ」

			　バックから犯されながら、由衣はとろけきった声でせつない想いを口にした。

			　カーペットに食いこませた短い爪がガリガリと、苦悶に喘ぐように耳障りな音を立て、長い毛足をかき毟っている。

			「お、おねえちゃん。俺もだよ。もうどこにも行かないで」

			　そんな由衣に博己は言った。心からは想いが、牝ヒダと戯れ合う怒張からはザーメンが、どうしようもなく溢れだしそうになっている。

			「アッハアァ、ヒロくん！」

			「俺、大人になるから。がんばって立派な大人になる。勉強もする。だから、学校が終わったら結婚して。死ぬまで一緒にいさせて」

			　博己はプロポーズの言葉を口にしながら、うずく亀頭でガリガリと膣ヒダをえぐり、子宮口を揉みつぶした。

			「ヒイィン。ヒイイィ」

			　そうした少年の亀頭に歓喜するかのようだった。

			　由衣の媚肉はウネウネと波打ってさらに激しく蠕動し、亀頭の先から根元まで、信じられない気持ちよさで緩急をつけて甘締めする。

			（ああ、最高だ。とろけちゃう）

			「ハウゥ、ヒロくん。うれしい。うれしい。こんな私でいいのね。ヒロくんにつらい思いをさせた、だめなおねえちゃんでもいいのね!?」

			「愛してる。おねえちゃん、愛してる！」

			「ハアアァァァン」

			　──パンパンパン！　パンパンパンパンッ！

			「うあああッ。ヒロくん。ヒロくん、ヒロくん！　ハッアアアアァ」

			　二人の行為は、いよいよクライマックスの狂乱状態へと突入した。

			　由衣の牝芯と極太を擦り合わせると、いつまでもいつまでもこうしていたいと、いつだって博己は強く思う。

			　それなのに、いつも最後の瞬間は、あっという間にやってきてしまう。

			「ああああ。うあああああ」

			「おねえちゃん。おねえちゃん」

			　ぬめる凸凹と擦れ合う亀頭が火花を散らし、すべてのことがどうでもよくなるようなエクスタシーが、ペニスと脳を酩酊させた。

			　人類がどうして繁栄しつづけているのかがいやというほどわかるぐらい、膣奥深くにどぴゅどぴゅと精子を飛びちらせることへの渇望が、身体の内から湧いてくる。

			「おねえちゃん、精子出ちゃう。出すよ、またオマ○コのなかにいっぱい出すよ!?」

			　しびれるような気持ちよさに恍惚となりながら、博己はカクカクと腰をふった。

			　花唇と雄砲が窮屈かつ熱烈に擦れ合い、グチョグチョ、ヌチョヌチョという卑猥な汁音が一気に高まる。

			「ハアァン、だ、出して。ヒロくん出して。ああ、幸せ。赤ちゃん作ってる。私、大好きな男の子と、こんないやらしいことして赤ちゃん作ってるウゥ。ンッハアァァ」

			　歓喜を露わにした声をあげ、生殖器官をほじくり返される悦びに由衣は恍惚とした。

			　たわわなおっぱいがブルンブルンと揺れまくり、あちらへこちらへとふりたくる乳首から、糸を引いて粘つく汗を飛びちらせる。

			　艶めかしく紅潮した裸身は、もうびしょ濡れだ。こちらをふり向く清楚な小顔も汗だくで、頬や首筋に、形のいい額に、べっとりと黒髪が貼りついている。

			（ああ、だめだ。もう……我慢できない！）

			　博己は奥歯を噛みしめて、狂ったように腰をふった。ヌチョリ、グヂュヂュッと、汁気の強い肉ずれ音をあげ、由衣の媚肉がエロチックにきしむ。

			「あっあっあっ。おおう。おおおおうッ」

			　由衣の喉からとんでもないよがり吠えが弾けた。

			「あ」ではなく「お」。

			　身も蓋もなく取り乱し、博己に貫かれる悦びを臆面もない叫び声で伝えてくれる。

			　博己はうれしかった。幸せだった。甘酸っぱさいっぱいの濁流が股の付け根からせり上がり、轟々とうなりをあげて昇ってくる。

			（イクッ！）

			「おおおう。うおおうおう。イッちゃう。イッちゃうイッちゃうイッちゃうゥゥ！」

			「ああ、出る……」

			「おおおおおおッ。おおおおおおおおおおッ!!」

			　──どぴゅどぴゅどぴゅどぴゅ！　どぴゅッ、ぶぴぴぴぴッ！

			「あああ、おねえちゃん……」

			　博己はロケット花火になった。耳障りな噴出音を響かせて、天空高くどこまでも突き抜けていくような心地になる。

			　光の速さで上昇する少年を包みこむのは、まばゆいほどの白である。そんな無限のまばゆさのはるか彼方に、博己はたしかに見た。

			　由衣がいた。

			　全裸の由衣は聖母のような笑顔とともに「こっちよ。おいで」と博己を待っている。

			　両手を広げて待ってくれているのは、懐かしい女子高生の制服に身を包んだ、少女のころの由衣だった。

			（ああ……）

			　鼻の奧がつんとした。

			　やべっ、俺泣いてんじゃんと博己は思う。

			　だがもうしかたがなかった。噴きだす感情は、どうあってもこらえきれない。

			（おねえちゃん）

			　いつしか彼は自分もまた、小学生の子供に帰っていた。少年はわーんと泣きながら、美少女の胸に飛びこんでいく。

			「ど、どうしたの、ヒロくん……」

			　心配するような由衣の声で、ようやく我に返った。

			　ハッとして見れば、いとしい女性はビクビクとアクメの官能に酔いしれながらも、眉をひそめてこちらをふり向いている。

			「おねえちゃん、俺、幸せだよう」

			　照れ隠しの笑い顔になり、鼻を啜って博己は言った。

			　泣いているのにドクドクと、なおも少年の陰茎は、とてつもない量の精液を最愛の女性の腹の奥に注ぎこむ。

			「アァァン……ヒ、ヒロくん、抜いて。ちんちん抜いて。はあァン……」

			　由衣はなおも汗みずくの女体を痙攣させつつ、甘い声で言った。博己は彼女に言われるがまま、にゅぽんと膣から怒張を抜く。

			「ハアァン……」

			「あっ……」

			　陰茎の肉栓を失った女陰は、ぽっかりと卑猥な穴を開口したままだ。

			　そんな肉穴が深呼吸でもするかのように収縮と弛緩をくり返し、エロチックな音を立てて博己の注いだ白濁を溢れさせる。

			「由衣ねえちゃん……」

			　高々と尻を突きだしたまま、由衣は媚肉をひくつかせた。

			　にぢゅっ、ブチュチュッというような汁の粘る音とともに、パフゥッ、ブフゥッとでも聞こえる「マン屁」のような音まで博己は聞いた。

			「ヒロくん、おいで」

			　汗まみれの身体には、いまだ力が入らないようだ。それでも由衣は必死になって身を起こし、花梨から離れると、博己に向かって両手を広げる。

			　清楚な美女の裸身からは、無数のしずくがタラタラと筋を作って流れていた。

			　たゆんたゆんとおっぱいが官能的に揺れてふるえる。

			　二つの乳首はつんとしこり勃っていた。

			「ああ、おねえちゃん」

			　もっとじっくりと由衣の裸が見たいのに、涙で目がかすんだ。

			　博己は身も世もなく号泣しながら、いとしいその人の胸に飛びこんだ。

		

	

			エピローグ　萌えあがる秋

			


			　世界は、萌えあがるような赤い色に包まれていた。

			　今が見ごろの紅葉は、今年もまた、ため息が出るほどの美しさとともに人々を魅了している。

			　だが、麗翔大学付属高校の校舎のなかは、どの教室もピンと張りつめた緊張感に満ちていた。まさに、針が落ちる音さえ聞こえそうなほどである。

			　二日間つづく、中間テストの最終日。博己はクラスメイトたちとともに、目の前の答案用紙に向かっていた。最後の科目は英語である。

			（わかる……行けるぞ！）

			　問題と取り組みながら、博己はひそかな昂揚感を覚えた。

			　どの科目にも言えることではあったが、英語もまた、これまでのちんぷんかんぷんさが嘘のように、なにを問われているのか、求められる正しい答えはなんなのかが、信じられないほどよくわかる。

			（おねえちゃん）

			　思わずにやけそうになりながら、机から顔を上げた。生徒たちの間をゆっくりと歩いて回る、試験官の教員を見る。

			　由衣である。

			　もちろん変わることなく、その名前は松枝由紀奈。

			　キャラのほうも相変わらずの厳格さで、例の「おっぱいブルルンビンタ」も、生徒たちの話題を独占しつつ絶賛継続中である。

			　しかし由紀奈先生には、博己以外誰も知らない素顔があった。

			　由紀奈先生が厳しげな仮面の下にそっと隠す「由衣ねえちゃん」に向かって、博己は心で声をかける。

			（おねえちゃん、メッチャわかる。行けそうだよ、英語も！）

			　すると、そんな少年の心の声が聞こえたか。

			　由衣はさりげなく、少し離れた場所にいる博己のほうを見た。

			「…………っ！」

			　博己は誰にも見られていないのをいいことに、サッとサムズアップをしてうなずいてみせる。

			「…………」

			　由衣はわずかに口もとをほころばせた。すぐにまた、その表情を引きしめる。彼が言わんとしたことは、しっかりと伝わったことだろう。

			　あれからずっと、由衣は親身になって博己の家庭教師も務めてくれた。

			　才媛の由衣は、専門である国語以外も全教科の知識に精通しており、まさに手とり足とりという丁寧さで、劣等生だった少年にあれこれとレクチャーをしてくれた。

			　そうした由衣の指導の成果は、徐々に出はじめていた。一学期の期末テストの時点ではまだまだだったが、今回は一気に順位を上げられそうな手応えを感じている。

			（成績が五十番上がったら、おねえちゃんと旅行に行ける）

			　そのことを思いだすと、博己は今から楽しみになった。早くも股間がじんわりと、淫靡な熱を帯びさえする。

			（集中しろ、馬鹿）

			　博己はそんな自分を律した。

			　心を澄んだ湖面のようにして、シャープペンをサラサラと動かしつづける。

			　チラッと由衣を見た。

			　由衣もこちらを見ている。

			　誰にも見られていないのをいいことに、由衣は教室では決して見せない、内緒の笑顔を彼だけに見せた。

			　今年はいろいろなことがあった。

			　博己だけではない。誰にだってあっただろう。

			　だが、大事な人がそばにいてくれれば、どんなことだって乗り越えられる。

			　そのことを、博己は由衣に教えられた。

			（愛だよ、愛）

			　博己は黙々と、答案用紙に答えを書きこんでいく。

			　世界は真っ赤に萌えていた。

			　この上もなく美しかった。

			　女教師をチラッと見て「ありがとう」と博己はつぶやいた。

			　松枝由紀奈を演じる由衣が、生徒たちの机の間をこちらに向かって近づいてくる。

			　濡れたような黒髪が、艶めかしくふわりと躍った。

			　甘くかぐわしいその香りが、博己のもとにまで忍びやかに届く。

			　博己は一人こっそりと、甘酸っぱく胸をしびれさせた。
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